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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　自分一人だけでいる地下部室は、気が遠くなるほど広かった。

　物理的な大きさだけを言うなら、勿もち論ろんたいしたことはない。壁に沿って並べられた書架にはこの部屋の歴史を物語るさまざまな資料が蓄えられ、威圧的に部屋の面積を圧迫している。真ん中に据え付けられたテーブル、武装をしまうためのロッカー、その他の雑多なもろもろがひしめいて、むしろ手狭に感じるくらいだろう。

　これに加えて、何人も部員が入って過ごすのだ。ほとんど窮屈といってもいいその過密──その暑苦しさが反転して、この今の寂せき寞ばくとした感じを覚えさせるのだろう。

「思えば、随分長くここにいたものだな……」

　独り言が漏れる。その声は地下室の天井と床とで奇妙な反射をつくった。人がたくさんいるときとは、響き方も違う。そんなわずかな違いまで分かるくらいに、俺はこの部屋に馴な染じんでいたのだ。




　高校に入ったら、中学までの自分は捨てて、充実した生活を送ろう──そんな期待を持って入学したものの、俺は何ひとつ変わらず、一人ぼっちのままだった。誰とも話さずに一週間を終えることなどしばしばで、たまに会話しようと思うと喉につっかえて言葉が出なくなる。

　このまま三年間、俺はこうしてひとり惨みじめに過ごしていくのだろう──諦めかけていたその年の冬、あのクリスマス・イヴの日に、彼女に出会ったのだ。

『リア充爆発しろ！』

　領りよう家けの渾こん身しんの叫びは、今もまだ耳の奥に残っている。彼女のその声が、俺をここまで駆り立ててきたのだから。

　その危うさに若干距離をとりながらも、俺は領りよう家けの活動に合流した。「反恋愛主義青年同盟部」という仰々しい名前のその部活動は、この部屋をアジトとして日々作戦を遂行していた。

　それから俺と領りよう家けは仲間を集め、運動を本格的に始動させた。部室もどんどん手狭になっていき、そして歴史が刻み込まれていった。

　どこを取ってみても、何かの思い出が呼び起こされる。それは必ずしも良い記憶ばかりではなかったが、それでも大切であることに変わりはなかった。そんな出来事の数々が、この表面的には殺風景な部屋を、色とりどりに彩色しているのだ。




　誰も来ない部室。ひとりぼんやりと椅子に座った俺は、昔のことを思い出しはじめた。
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　ゴールデンウィークを過ぎた、梅雨前のある日の放課後、反恋愛主義青年同盟部の部室はいつもより穏やかだった。それというのも、騒がしさをつくる一番の要因である議長・領りよう家け薫かおるが、今日はまだ来ていないのだ。掃除当番に当てられてしまい、それが終わり次第来るはずだ。

　そんなわけで、領りよう家けを除いた五名の部員は、忙しいときにできない作業をそれぞれ行おこなっていた。議長がいるときには彼女を中心に大規模な作戦に向けた準備が行われるが、反恋愛活動を維持していくためには、それ以外の地味な作業も必要になってくる。西にし堀ぼりはネットから拾ってきたフリー素材にヘルメットやゲバ棒を描き加えて、ビラなどにすぐ使えるよう準備をしている。瀬せヶが崎さきはその顔の広さを活用してさらなる部員やシンパの獲得の可能性を調べ、神しん明めいさんはトラメガなどの整備中だ。天あま沼ぬまは立て看板に、筆跡がバレないような書体で文字を書く仕事を黙々と遂行している。

　そんな風にそれぞれが各自の持ち味を活いかして活動していると……ドアの向こうから、段々と大きくなってくる足音が聞こえてきた。やがてそれが止まると、ガンッ、というけたたましい音とともに扉が開かれる。

　入ってきたのは勿もち論ろん、反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだった。その足音の感じ、ドアの開け方からも推察できたことだが、今日も今日とて何かに憤慨しているようだった。

「リア充爆発しろ！」

　領りよう家けは顔を真っ赤にしてそう叫ぶと、怒りを地面にぶつけるように凄すさまじい足音を立てていつもの席まで行って座り、すぐに顔を机に突っ伏してしまった。

　そんな議長の様子にも拘かかわらず、他の部員たちは最初ちらりと視線を投げかけただけで、すぐに平然と各自の作業に戻ってしまった。一見薄情なようにも思えるが、領りよう家けのコレは日常茶飯事なのだから仕方がない。

　こういったときに彼女に声を掛けるのが、俺の役割だった。

「……今日はどうしたんだよ」

　その言葉を待っていたかのように、領りよう家けはガバッ、と顔を上げ、怒ど濤とうのごとく語り始めた。

「遊園地──それは恋愛至上主義の、ひとつの結晶とでもいうべき最悪の施設だ。日常生活から離れて欺ぎ瞞まんに満みち溢あふれたその場では、人々は現実から離れて虚構の世界へと誘いざなわれる。それは恋愛というシステムが持つ、リア充らを幻惑し自らの問題に気づかせない仕組みと相似形だ。裏側を見てみればガッカリしてしまうそのハリボテの『夢の世界』は、まさにリア充らの内面の空虚と一対一に対応しているじゃないか。そしてその類似が相乗効果を示すがごとくに、恋愛至上主義に染まりきった人々は足あし繁しげく遊園地へと通い、そこで恋人との関係を進めていく。この負の二重螺ら旋せんは、恋愛至上主義を急速に発展させ人類を堕落へと導いてきたのだ。

　このように遊園地というものは我々、反恋愛革命を目指すものにとって、第一の攻撃拠点ともすべき施設だということがわかる。そして今日の私の怒りは、まさにその、リア充らが楽しげに語る『遊園地の思い出』に関することなのだ！

　放課後、私は当てられた掃除当番の役目を遂行すべく、担当場所の渡り廊下で作業を行おこなっていた。早く仕事を終わらせて部活に向かおうと、こちらが黙々と作業するなか、同じ場所を担当するクラスメイトたちは和わ気き藹あい々あいとおしゃべりしつつダラダラと掃除をしている──これは普遍的に見られる、非リア充搾さく取しゆの構図であり、諸君らにも心当たりが無数にあることだろう。この現状を打破することは我々の長期的課題だが……そのことは今回の眼目ではない。

　──話を進めよう。私は早く掃除を終わらせようと一人でテキパキと作業をこなしつつ、同じ班に当てられた女子たちの駄弁に耳を傾けていた。恋愛至上主義者の会話に内容など期待してはいない。が、彼女たちの興味がどこにあるのかを探ることは、今後運動を円滑に進める上で役に立つかもしれない。無内容でくだらないその会話は、しかし彼女らの心のツボを捉えるのにうってつけなのだ。

『こないだ彼氏と遊園地行ったんだけどさ～、待ち時間長くてサイアクだった』

　問題のやりとりは、このような宣言から始まった。この発言はリア充心理を非常によく反映したものだ。まずは『彼氏』と明言することで周囲に威圧感を与える。文意からすれば『誰と行った』という情報は必ずしも重要ではないが、ここではっきりと述べておくことで、自分には彼氏がおり、そして彼氏に遊園地へ連れて行ってもらえるほど大切にされていることを周囲にアピールできるのだ。だがそれだけではただの惚のろ気けになってしまい、女子集団の中での立場が危うくなる──そこで『待ち時間が長くて～』以降の文であえて悪印象を語ることで、その攻撃性を和らげるのだ。こういったリア充文法を真に受けてはならない。彼女は本当に『サイアク』だったと思っているわけではなく、ただ彼氏と遊園地に行ったことを自慢したいだけなのだ。

　それに対して、他の班員が応答する。『わかる～』『意外と退屈なんだよね』『ほんとそれ。しかも男と行くと、趣味合わないからさ～、友達と行ったほうが楽しいんだよね～』

　共感、である。リア充社会を成り立たせる、この『共感』という得体の知れない相互理解の錯覚が、この学園生活においてもやり取りされていた。それも、最初に話題提起した彼女が遊園地について話題にしたいのではなく、彼氏とデートしたという事実をアピールしているということは、誰しもが承知の上なのである。その上で、彼女らは『共感』を生み出す。それは一種の共犯関係だ。『惚のろ気けは許してやる、その代わりこちらが惚のろ気ける番になったら貴様も聞けよ』という互ご酬しゆう性せい圧力の場を形成しているのだ！

　だがこうしたことは、日常茶飯事だ。勿もち論ろんこうした恋愛至上主義の欺ぎ瞞まんは詳つまびらかにしていかねばならないが、今回のこの怒りは、その更に先に起こった事件についてなのだ」

　一体何に対して怒っているのか、前置きが長すぎて分からなくなっていた。

　しかし、これもいつものことだ、ここで口を挟んで茶化したりしたら辛つらい『総括』が待っているのに違いない。俺は深刻な表情をなんとか保ちながら、領りよう家けの続く言葉を待った。

「黙々と掃除を進める私をよそに、彼女たちはその後も遊園地トークで盛り上がった。

『あたし、非リア充だから彼氏とかと行ったことないわ～』

　一人がおどけてそんなことを言うと、どっ、と笑いが巻き起こった。私は一瞬ビクッ、としながらも自分のことを言われているわけではないということに安あん堵どし、そして『非リア充』という言葉があまりにも安易に使われていることに憤慨した。自らを貶おとしめる発言を敢あえてすることによって会話を円滑化する、彼女らの風習のひとつだ。

『あんなとこ彼氏と行くもんじゃないよ～』『そうそう、友達同士でワイワイ行ったほうが全然楽しいって』『そーだ、今度みんなで行こーよ！』『え、楽しそう！』

　などと話が盛り上がる。勿もち論ろんその『みんな』に私が入っていないことは言うまでもないが、いちいちそんなことに目くじらを立ててもいられない。私は聞き流しつつ、さっさと掃除を終わらせようと作業のピッチを早めていく。

　その後話題は、皆の『遊園地思い出話』へと進んでいった。友達と行ったときの楽しかった話、どんなアトラクションが面白いか、どのように回ればあまり並ばずに済むか、などのとりとめのない情報が応酬され、和わ気き藹あい々あいとした空気が作り上げられる。

　事件は、そこで起こった。もう掃除も終わる、という頃になって、彼女らの会話が一瞬途切れた。そして道具を片付けはじめている私に、皆の視線が注がれる。恐らく私ひとりに責務のほとんどを押し付けたことに、良心の呵か責しやくを抱いていたのだろう。いや、『それを抱いている』というポーズを取る必要があったのだ。その方策として、話の矛先がこちらへと向けられた──私も話にうち興じていた、という体ていにする必要があったのだ。

『領りよう家けさんは、遊園地とかって何か思い出あったりするの？』

　いきなりのキラーパスに、私は閉口した。もしこうした話のフリが予想できていたのならば、当あたり障さわりのない噓うその応答を用意しておけたことだろう。しかしそれは予兆のない唐突な問いであり、私には正直に答える他なかった。

『わ、私、遊園地って行ったことないから……』

　その応答に、質問者が『あっ……』と短く声を発してしまう。それだけでもう会話が最悪の結末を迎えることは見えきっていたというのに、その女は取り繕うようにさらに続けたのだ。

『え、でも領りよう家けさんって、彼氏いたよね。あの……何て名前だっけ、あ、高たか倉くらだ。彼とさ、いったらいいんじゃないの？』

『いま、彼氏と行くことを否定していたところを、どうして私に彼氏と一緒に行くように薦めるんですか？』

　咄とつ嗟さに頭に浮かんだ論理的な質問が、つい口をついて出てしまったのだ。しかも気が動転して敬語に……。リア充は普段その場しのぎの会話ばかりしているから、我々のような常に論理を重んじている者との間には軋あつ轢れきが起こってしまう。

　私のそんな鋭い指摘に、質問者は『そ、そうだった……』といってハハ、と乾いた笑い声を立てた。そして誰もが薄ら笑いを浮かべてキョロキョロ周りを見る、長い長い沈黙が訪れた……。

　私を話に巻き込むな！　この程度の返事くらい軽く受け流してフォローしろ！　『あっ……』などと言って本気で対応に戸惑うくらいのコミュニケーション能力で、私に話しかけるんじゃない！　周りも黙るな！　本気で慰めるんじゃない!!　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けはこうして長い話をいつものように終わらせると、ダンッ、と机を握りこぶしで叩たたいて、それからまた顔を伏せてしまった。もうクラス替えから数ヶ月経たつのに名前を覚えられていないことが明らかになり、俺も巻き添えでショックを受ける。

　介護要員である西にし堀ぼりと神しん明めいさんの二人は、各おの々おのの作業の手を一時中断し、領りよう家けに寄り添う。

「気にすることない」「そうだよ、薫かおるちゃん！　クラスメイトにどんな風に思われたって、私たちは薫かおるちゃんの味方なんだからね！」

　その他のメンバー、瀬せヶが崎さき、天あま沼ぬまは全く顔色を変えることなく、自らの作業を続行している。完全にルーチン化したやりとりだが、この定形がないと領りよう家けにエンジンが掛からないのだから仕方がない。

　二人の介護のおかげもあって、領りよう家けの精神状態は徐々に回復していった。「明日からどうやってクラスに顔を出せば……」「絶対に私のことを陰で噂うわさしている、分かっているんだからな！」などと面倒くさいことを言っていたが、だんだんとその怒りは反恋愛活動への活力へと昇華されていった。




　次の日の放課後、反恋愛主義青年同盟部の部室に行くと、部員の数ぶんだけ資料が机の上に並べられていた。そしてホワイトボードの前には領りよう家けが厳かな顔つきで立ち、部員が揃そろうのを待っていた。

　やがて部員が全員席に着くと、領りよう家けはコホン、とひとつ咳せき払ばらいをしてから、演説を始めた。

「先日、私は遊園地についてのある事件について述べた。そこでも説明したとおり、遊園地というのは恋愛至上主義の具現化したグロテスクな場であり、そこではありとあらゆる欺ぎ瞞まんが人間を自己疎外へと追いやっている。

　人類を恋愛によって支配するために、遊園地は非常に効率の良い機関として動いている──そのあまりの効率の良さは、不自然なまでではないか。これは果たして、偶然なのだろうか？　恋愛というプログラムに支配された人々が、独自でそれを発明して更なる恋愛支配を促進していく……という筋書きも考えられなくはない。しかしそれよりもむしろ、支配の進行速度を上げるために、支配者側が遊園地というものを配置した、と考えるほうが自然なのではないか？

　昨日帰宅後、ふとそんな考えに思い至った私は独自に調査を行おこなった。皆の手元にある資料は、その成果物だ。目を通してくれ」

　領りよう家けはそう言って、両手をついて机の上に身を乗り出した。他の五人はそれぞれ、自分の目の前に置かれた紙束を手に取り、内容をチェックしはじめる。

　……インターネット黎れい明めい期を思わせる、目がしばしばする背景色に、フォントサイズや文字色をガチャガチャ変更した読みにくいウェブページを印刷したものだった。このページには見られないが、きっとトップページではWelcome to undergroundの文字が画面をスクロールしていたり、アクセスカウンターが配置されていたりするのだろう。全選択すると隠れた文字が浮かび上がり、ソースコードに裏サイトへのアドレスが隠されているのに違いなかった。

　さて、そんな感じの外観をしているサイトだが、中身の方もそれに負けず劣らず怪しかった。例によって謎の組織の陰謀により恋愛至上主義が広まっているとしており、遊園地というのはそのひとつの精髄ともいうべき機関であるとしている。従業員のコスチュームにこじつけ気味に組織のシンボルを見み出いだしたり、その全体的配置図に洗脳効果があるものとしたり、といった内容だ。

　この記事の大きなポイントは、この遊園地を恋愛至上主義布教施設のみならず、そこが謎の組織＝大たい性せい欲よく賛さん会かいの地域拠点ともなっている、という主張だった。

「我々はこれまで、大きな思い違いをしていたのかもしれない。大たい性せい欲よく賛さん会かいほどの巨大組織であれば、荘そう厳ごんなビルを根城としているはず──知らず知らずのうちに、そんな思い込みを抱いていた。しかしよく考えてみれば、この記事の言うとおり、恋愛至上主義のシンボルとも言うべき遊園地こそ、奴やつらのアジトに相応ふさわしいではないか！」

　領りよう家けは意気揚々とそう言うと、バンッ、とホワイトボードを叩たたいた。

「そうかも」「確かに、盲点でしたね」「薫かおるちゃん、怪け我がの功名だね！」「先生の情報収集能力には、毎回驚嘆するばかりです！」

　部員はめいめいに、そんな無責任な賛意を示す。

　領りよう家けはそれを聞いて勢いづくと、ホワイトボードに豪快な文字で、『恋愛至上主義の拠点破壊に向けて──偵察と行動』と書くと、早速今週末に行われるらしい作戦について、活いき活いきと説明し始めた。




　　　　○




　そんなわけで週末、俺は電車に乗って集合場所となる郊外の遊園地最寄り駅までやって来た。来る途中、どこか記憶の片隅に引っかかるものがあるな、と感じていると、降りる駅の直前まで来てやっと思い出した──ここは中学三年のころ、卒業記念にクラスで企画されたイベントで行くはずのところだった。勿もち論ろん中学時代の俺はクラスに気兼ねなく話せる友人などおらず、しかし皆行く雰囲気になっていたのでどうしようか迷っていた。結局その日、電車には乗ったのだが、集合場所であったその最寄り駅で降りる決心が出来ず、そのまま終点まで乗って終着駅の構内で立ち食いそばを食って帰ったのだ。その直後にあった卒業式の日、俺がいなかったことを誰も話題にしていなかったことは言うまでもない……。

　封印されていた記憶を思い出してしまった衝撃に、車内で叫びそうになる。実際ちょっと声が出てしまったが、残りをグッ、と押しこらえると、ガクガクとなる足を必死に動かして目的地の駅で降車した。

　背中に脂汗をかきながら改札を抜けると、そこには見知った人影が時計を見上げながら立っていた──議長・領りよう家け薫かおるだ。

「ずいぶん早いな、まだ時間まで十五分もあるぞ」

　俺が声を掛けると、よそを向いていた領りよう家けはびくっ、と身体を震わせてからこちらに振り向き、少し寂しそうだった顔をぱっと明るくした。

「た、高たか砂さご！　お前こそ早いじゃないか！　さてはこの作戦が楽しみで、やたらと早起きしてしまったのだろう!?」

　そんな言葉で、彼女の大体の事情を察する。遠足が楽しみで眠れなくなってしまう小学生のような奴やつだった。

　今日は反恋愛主義青年同盟部の作戦を遊園地内で展開するわけだが、いつもの武装を決め込んでここまで来ているわけではない。ヘルメットに手ぬぐいで顔を隠した格好で移動していたら、まず間違いなく職務質問されるだろう。仮になんとか無事ここまでたどり着けたとしても、遊園地の入り口で弾はじかれてしまう。そのため、部員は普通に私服でここまで来て、各自装備を手持ちすることになっていた。

　領りよう家けは細めのジーンズパンツに明るい色のシャツとニットを合わせた装よそおいだ。足の長さが際きわ立だち、いつもより少し大人びて見える。

「……どうだろうか？」

　俺の視線に気づいたのか、彼女は少し顔を逸そらしてニットの裾を両手で握りながら言う。

　ここで「よく似合っている」などと普通に応答をしては、反恋愛主義青年同盟部として失格であり、これまでの経験から言っても「リア充みたいなことを言うな！」などと批判を受けることは目に見えている。彼女が問うているのはそういうことではなく、革命戦士としての普段の姿を隠してうまくリア充に溶け込むことができそうか、という点なのだ。

「ああ、どこからどう見ても非リア充には見えない、偽装は完璧だ」

　俺がそう応えると領りよう家けは、

「う、うむ。なら良かった……」

　と返事をしたのだが、何な故ぜか少し不満そうな顔になってしまった。どうやらまた応答を間違ってしまったらしい。

　しばらく二人で待っていると、やがて他のメンバーも集まってきた。

「おはよう」「すみません、お待たせいたしました」「薫かおるちゃん、楽しみだね！」「休日を先生と一緒に過ごし学ばせていただけることを、心から楽しみにしてやってまいりました！」

　西にし堀ぼりはデニムのオーバーオールにボーダーの入ったシャツを合わせ、明るくて活動的な感じを演出している。瀬せヶが崎さきはフォーマルめな出いで立たちで、通り過ぎていく女子グループから注目を浴びていた。神しん明めいさんはパーカーワンピースに腰のところでシャツを巻き、男の子っぽさをうまく可愛かわいさに昇華している。天あま沼ぬまはショートパンツにＴシャツ、それにジャケットを合わせて、彼女の持ち味である格好良さを引き立たせていた。

「しかしやはり……カップルが多いですね」

　瀬せヶが崎さきはそう言って、周りを見回す。どこを見ても手をつないだ男女だらけで、薄気味悪ささえ感じるほどだった。

「こういった自分の意思を持たず、周りに流されるままに遊園地などに向かうリア充が、恋愛至上主義による世界支配に加担しているのだ！　決して許されない!!」

　領りよう家けはそう言ってギリギリと歯を嚙かみ締しめながら周りのカップルを睨にらみつける。

　とはいえ、俺たちも周りから見ればリア充グループに思われているのかもしれない。男女混合のグループで遊園地に行くなど、我々が最も忌いみ嫌きらう行為であり、これまで長らく批判の対象としてきたものだ。今回は敢あえてそれを装よそおうことによって、大たい性せい欲よく賛さん会かいの地方拠点と目され厳重な警戒が敷かれていると予想されるこの地に、すんなりと潜入しようという魂胆なのだ。

「……ふむ、我々も別段浮いてはいないようだな。それでは、行こう！」




　こうした偽装の成果なのか、入場は非常にすんなりいった。

「やはりリア充、我々の偽装にたやすく騙だまされるとは大したことないな！　恋愛などにかまけているせいで、こうした危機管理能力を失ってしまうんだ。今回の作戦、最も早はや我々の勝利が目前に見えているといっても過言ではないだろう！」

　ゲートを無事くぐり抜けると、領りよう家けは意気揚々とそう言いながら園内へと足を運んでいった。が、すぐにその勢いは削そがれてしまうことになる。

「なんだ……ここは！」

　入場直後、領りよう家けは敷しき地ち内の浮世離れした雰囲気に圧倒されたのか、立ちすくんだ。周りを見回し、そのあまりの現実世界との乖かい離りに気持ちが悪くなったのか、顔色を青くしている。アフリカやチベット奥地などの秘境の地から連れてこられた人間が、都市の文明を目まの当たりにして吐いてしまうのに似た拒絶反応だった。

「リア充には……世界が、こんな風に見えているのか……？」

　声を掠かすれさせながら絞り出すようにそうつぶやく領りよう家けに、神しん明めいさんが寄り添う。

「大丈夫だよ、少しずつ慣れていこうね」

　領りよう家けのは流石さすがに過剰反応だが、目の前に提示されたこの異常な世界に気持ち悪さを覚えているのは俺も同じだった──いや、この気持ち悪さは、封印されていた記憶がまた蘇よみがえってきているからだ。そう、先ほどの中学最後の思い出には、続きがあった。終着駅で駅そばを食って汁つゆまで飲み干した俺は、しかしだんだんと、「このままでいいのか……？」という思いが湧き上がって、帰りの電車でこの駅に降車したのだ。既にクラスメイトは、俺の不在など少しも気にすることなく、中に入って遊んでいることだろう。逡しゆん巡じゆんのあと、意を決して俺はひとりで入場券を購入し、ゲートをくぐった。クラスメイトに会ったらどんな風に合流しようか。何の声掛けもせず、自然に合流するか？　「いやー寝坊しちまってさあ」「集合時刻間違ってたわ」などとドジキャラを演じ、みんなの笑いを誘うことで一定の位置を獲得するか？　中学最後のクラスというのは、将来において一定の重要性を持ってくる──大学卒業くらいのタイミングで開催されるだろう同窓会では、主にその面々と一緒に昔を懐なつかしむことになるだろう。その時にまず第一に話題とされるのが、この卒業記念の遊園地での出来事だ。そこで「遅刻してきた男」としてキャラクターを確立できるのは非常に大きい。そうだ、その同窓会にも遅刻していく、という離はなれ業わざにより「変わってねえなあ」という同窓会あるあるをみんなに提供することすら可能じゃないか！　そんなことを思って園内を回っていると、ついに和わ気き藹あい々あいと楽しむ彼らの姿を見つけた。声を掛けよう、それだけで、何のいいことも無かったこの一年の最後を、華々しく飾ることができるのかもしれない──が、そんな勇気を振り絞ることができないのが、我々の悲しい性さがだった。そもそもそんな勇気があるのならば、非リア充などとうに脱却していたことだろう。俺は咄とつ嗟さに彼らから身を隠すと、それから日が暮れるまでの間、クラスメイトに見つからないようビクビクしながらひとりで慎つつましく遊んだ……。

　先ほどはマイルドに捏ねつ造ぞうされていた記憶が蘇よみがえってしまい、俺はまたもや叫びそうになる。実際ちょっと声が出てしまったが、それを受けて集まりかけたみんなの視線に、「なんでもない」と笑って誤魔化す。

　その後、領りよう家けは神しん明めいさんの献身的な介助のおかげで段々とこのリア充空間に慣れていった。俺も頭の片隅で爆発しかける記憶のかけらをまた丁寧に封印し、精神を落ち着けていった。他の面々は園内の地図などを精査しながら、運動展開の計画を練ってくれていた。

　徐々に調子を取り戻していくに比例して、領りよう家けには革命家としての怒りが湧き上がってきたようだ。最初こそただ怯おびえてしまったこの空間だが、これはリア充が現実を覆い隠して恋愛至上主義の泥でい濘ねいに皆で浸つかりこんでいくための舞台装置だ。こんなものは全てぶち壊したくなるに決まっている。

「よし、もう大丈夫だ！　早速運動に取り掛かるぞ!!」

　領りよう家けのその号令とともに、俺たちは準備に取り掛かった。




　　　　○




「リア充爆発しろ！」

　トラメガで増幅された声が広場に響き渡ると、歩いていたカップルや仲良しグループの群れが、楽しげな会話を中断してその声の方向へと視線を向けた。

　その先に居るのは、もちろん反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだ。調査によって目星をつけた人ひと気けのない場所で武装を決め込み、今やいつもの革命家スタイルで演説を開始しようとしている。

　俺を含めたその他の部員もヘルメット・手ぬぐい・白衣で素性を隠し、持ち込んだビラを手に準備万端だ。

　領りよう家けの姿に気づき、周囲がざわめき出す。何らかのアトラクションかと思い人が集まってくる。そんなタイミングを見計らって、領りよう家けは朗々と演説をはじめた。

「我々は反恋愛主義青年同盟部である！　今日はここに来ている諸君らに、忠告を行いにやってきたのだ。静聴せよ！

　さて、まずは諸君らに問おう──君たちは、なぜ今日この場にいるのだろうか？　この現実世界からかけ離れた場所で、大切な恋人との忘れられない思い出を作るためだろうか？　気心の知れた友人と、日々の鬱憤を晴らすために目一杯遊ぶためだろうか？　グループの中にいる気になるあの子に、それとなくアプローチを掛けるためだろうか？

　諸君らのそうした浅はかな目もく論ろ見みは、全て恋愛至上主義という巨悪の手のひらの上にある。いつまで君たちは、そうして踊らされているつもりなのか！

　この遊園地・テーマパークという施設は、周囲に流されがちな諸君らを恋愛至上主義の泥でい濘ねいへと更に深く引きずり込んでいくための、罠わなに他ならない！　この現実世界からの乖かい離りは正常な判断力を奪い、感覚器を狂わせる各種のアトラクションにより君たちは一種の陶酔状態に置かれることとなる。これは非常にオーソドックスで堅けん牢ろうな、洗脳の手段ではないか！

　どのような内容を植え付けようとしているのか？　その目的は？　洗脳をしている者は誰なのか？　それでは今からこれらの質問に、順を追って説明をしていこう。

　諸君らが今、現在進行系でかかりつつあるその幻覚は、その名を『恋愛』という。はっきりと言ってしまおう、諸君らが存在すると信じているその『恋愛』なる概念は、ある目的によって捏ねつ造ぞうされたものなのだ。

　その目的とは、諸君らの生産性を損ねることにある。考えてみよう、普段の君たちが、その行動原理、「モテ」のために、どれだけの犠牲を強いられているか──集団の中に溶け込むため、やりたくもないことを「付き合い」で一緒にやり、まずは地盤を固める。その上で異性と当あたり障さわりのない交歓を行い、相手を見定める。諸君らは意味のない装飾で自らを着飾り、ブランドという宗教に依拠することで、交尾前の動物さながらに周囲へとアピールを行おこなっていく。そんな努力の果てに恋人を獲得したとしても、自己疎外は終わらない。頭を悩ませて奇怪なデートプランを組み立て、面白くもない映画に感動したふりをして相手に話を合わせ、互いに互いの浮うわ気きを常に気にして監視しあう──君たちのいう『恋愛』とは、畢ひつ竟きようこのような、自分を戒める鎖に他ならないじゃないか！

　諸君らがそんな、自らを痛めつけるだけの『恋愛』なるものに心惹ひかれてしまうのは、なぜだろうか？　それは諸君らに掛けられた洗脳の結果だ！　そしてその洗脳は、二種類の異なった手法から実に巧妙に行われている。まずは諸君らに、根源的に備わった性衝動だ。これは君たちを異性へと向かわせる非常に強い要因となる。繁殖のため、と従来は思われてきたこの衝動だが、それだけではこの恋愛社会の奇態を説明することができないのは、火を見るより明らかだろう。そしてそれとともに、この遊園地のような布教施設を介して、諸君らは後天的にも洗脳を受けているのである！　この二つの作用の組み合わせによって、人類は『恋愛』なる概念に疑義を差し挟むことすらできなくされているのだ。

　この一種の陰謀は、誰の差し金なのであろうか？　これまでの内容で、人類全てが『恋愛』によって被害を受けていることが分かっただろう。したがって、この企ては『人類以外』によってなされたものと考えるのがごく自然だ。

　そう、我々は地球外からの知的生命体により、侵略を受けているのだ。人類というのは、地球を侵略するために彼らが撒まいた種に他ならない！　その最終的な目的とは、人類の地球上での覇権とともに進む環境改変を、彼らの都合の良いように進めることにあるのだ。

　それが分かった上で、我々はどうすればよいのか？　ただ指を咥くわえて、この地球が彼らのものとなっていくのを見守ることしかできないのか？　いや、そうではない！　我々はこの『恋愛』を放棄することによって、傍若無人に振る舞うこの侵略者に対して抵抗することができるのだ！

　恋愛を放棄せよ！　繁殖衝動を克服せよ!!　我々が唯一行うことができる抵抗は、この恋愛という害悪を世界から一掃し、そして人類をしずかに絶滅させることだけなのだ！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けのその叫びは、園内を響き渡ってこだまになって返ってきた。

　最初は何らかのイベントとでも思っていたのだろうカップルたちは、次第にそれが全くこの遊園地に関係のない我々が勝手にやっているものだと気づいたようで、徐々に顔色を曇らせていった。それもそうだろう。夢を提供してくれるはずのこの場所にせっかくやって来たのにも拘かかわらず、よく分からない団体の自分たちを批判する主張を聞かされるというのは、当人たちにとっては災難以外の何物でもない。

　しかし見始めた以上見終わらねば損、と考えてしまうのが流されやすい彼らであり、最初から最後まで呆ぼう然ぜんと、静かに聞いている者が大半だった。途中、「気持ち悪い」などと言いながら他所に移動していったカップルもいたが、楽しかったはずのデートにおいて彼らの心にそういった怒りを植え付けられたことだけでも、やった価値があったといえる。

　その演説中、領りよう家け以外のメンバーは持ち込んだ大量のビラを周囲にばら撒まいていった。文章はいつものようなアジ文になっているが、この遊園地という場所に合わせてイラストを少々変えてある。この園のメイン・キャラクターに非常によく似たヤツがゲバ棒を持って階級的怒りの鉄てつ鎚ついをリア充に対して振り下ろしていたり、象のキャラクターの鼻が結ってあったり、ツガイの猿が仲良く釜かま茹ゆでにされていたりする内容だ。

　しかし勿もち論ろん、こんなことを体制側が許しておくはずもない。近くにいたマスコットキャラのきぐるみは、領りよう家けの演説が始まるやオロオロしていたが、それが一時停止した今、敢然と彼女の方へ向けて突進して行ったのだ。

　しかし領りよう家けは全く動揺しない。

「見よ、諸君らがこれから耽たん溺できしようとしていた欺ぎ瞞まんの、裏側を今暴いて見せてやる！」

　そう宣言すると、自らそのキャラクターの方へ向けて駆けていき、勢い良くタックルをかました。「んぶひゅっ」と、マスコットが出してはいけない声を出したそいつの、きぐるみ頭部を引ひっ摑つかむと、思いっきり引っ張り始めた。中の人は必死に抵抗するが、きぐるみは指が使えないためグリップが弱く、領りよう家けが圧倒的に有利だった。

　見ていたカップルの女から、「きゃーっ」といった歓声が挙がる。こういった何も考えていない手合は、遊園地に夢など求めておらずただ興奮だけが欲しいのだ。遊園地側にとっても俺らにとっても失礼極まりない。

　領りよう家けの格闘は上う手まくいき、きぐるみの頭部がその身体部分から離れて、中の人の汗びっしょりの首が見えて来てしまった。リア充の何人かは携帯で写真をパシャパシャと撮っている。恐らくツイッターで放流してＲＴ稼ぎをするのだろう。彼らの虚栄心を満たすために我々の運動が利用されてしまうのは不本意だが、宣伝になるという利点もあるかもしれない。

　あと一息、というところまで来て、ようやく警備員がやってきた。流石さすがに我々もここで対決するわけにはいかず、姿が見えた瞬間、即座に撤収をはじめた。




　　　　○




　こうして遊園地内での作戦は、幸さい先さきの良い滑り出しを見せた。

「皆、よく頑張ってくれた！　このふわふわした雰囲気の中、自らの道を貫き通して幻想を無慈悲に破壊する我々の勇姿を見せることができたように思う」

　武装を解きながら、領りよう家けはそう言って部員それぞれをねぎらう。

「先生の演説、感動いたしました！　こんな普段とは違う場所でも、いつもと同じように──いえ、それ以上に素晴らしい演説をできるその強きよう靭じんな精神、感服いたしました！」

　天あま沼ぬまはそう言って領りよう家けの手を両手で包み込むようにとり、力強く振った。領りよう家けはそれに、いつものようにちょっと戸惑いながらも、優しく笑いかけて、もう片方の手を彼女の頭の上にポン、と置いて言った。

「まだ感心するのは早いぞ。これは今日の我々の運動の、序章にすぎない。さあ、頭を切り替えて次の作戦に移ろう！」




　演説の後は、その影響の調査だ。ヘルメットなどの武装を解除した俺らは、仲良し六人組グループとして何食わぬ顔をして先ほど演説を行おこなった場所へと戻り、現状を調査する。

　行ってみると、我々のいた痕跡は既にほとんど抹消されてしまっていた。去る時に所構わずバラ撒まいたビラは全て回収され、カップルやリア充グループは十五分前にここで起こった事件など露知らずのんきな顔で非日常の世界を楽しんでいる。

　しかしよく観察すると、まだ我々が残した爪痕を発見することができた。まず警備員が異常に多い。テーマパークという性質上見える場所にあまり多く配置するのは避けたいはずだが、ちょっと気になるほどその密度が高まっている。無線機でしきりに通信しているのも、その違和感を助長する一員となっているようだ。

　また、先ほど領りよう家けが攻撃したきぐるみだが、愛あい嬌きようのある動作で客を歓迎したりして一見復帰しているようにも見えるが、ちょくちょく頭の位置を直したりちゃんとしまっていることを確認していたりして、その攻撃が大きなインパクトとなったことを示していた。

　ビラが回収されたとはいえ、客の中にはまだ持っている者もいるはずだ。何より我々が施設側や来ていた客に与えた心理的なインパクトは、強い思い出となって彼らの頭に残っていくことだろう。

「やはり警備員が多いな。このまま引き続き、先ほどのような派手な行動を取ってしまっては、捕まる危険が大いにある」

　パンフレットを見てどのアトラクションへ行くか考えるフリをしながら、領りよう家けが冷静な口調でそう言った。

　園内でこんな勝手な行動をする俺らを、施設側が放っておくはずがない。テーマパークとしての雰囲気をぶち壊されることは、何よりもあちらが嫌がることだろう。どうにかして捕らえようと躍起になっているのに違いなかった。

「しかし勿もち論ろん、ここですごすごと何もできずに終わる我々ではない」

　領りよう家けはそう言うと、パンフレットに描かれた地図をバンッ、と開いて皆に見せた。

「普通に遊ぶリア充に扮ふんして園内を探索し、大たい性せい欲よく賛さん会かい関与の手がかりを探そうじゃないか！」




　おおよその方針はその方向性でまとまったのだが……それを詰めていく段階で問題が生じてしまった。

「このアトラクションが怪しい。室内が薄暗い。絶対に何かある」「これなんかは子供向けに見えますけど、それを隠かくれ蓑みのとして油断させているのでは？」「この列車のやつは、どう考えても怪しいよねえ……」「これはスピードが速そうです！　軌道途中にある何か大事な拠点を隠すにはうってつけですよ」

　そんな風に意見が割れ、どこに行くのか決めかねていた。皆、自分が個人的に行きたいところを主張しているように思えるが、そんなことはない。反恋愛のことを第一に考え、大たい性せい欲よく賛さん会かいへの手がかりを探すためだけに考え抜かれた珠玉の案なのである。そうあってほしい。

　領りよう家けは領りよう家けで、

「ほ、ほら、ティーカップなんかいいんじゃないかな……」

　などと不安げに言っている。スリルのあるアトラクションが怖くて日ひ和よっているのではない、ティーカップに何らかの大たい性せい欲よく賛さん会かいの匂いを感じ取ったに違いなかった。

　結局全員の意思を統一することは諦め、バラバラに行動することになった。こういったところが非常に我々らしいが、効率的に全範囲をカバーできるという大きな利点があることは確かだ。

　とはいえ、六人がそれぞれ単独行動したら、せっかく「グループ」という枠でリア充に偽装しているのにその庇ひ護ごを受けられなくなってしまう。そこで、二人ずつの三組に分かれて作戦を行うことになった。




　まず俺は、西にし堀ぼりと行動を共にすることになった。

「たかさごか……」

　明らかにガッカリした口調でそう言う西にし堀ぼりだが、あまり気にもしていられない。女子の方が気兼ねなく喋しやべれてよかったとか、そういう理由だ。薄暗いアトラクションの中で怯おびえたフリをしておさわりしたいとか、そんな邪よこしまな目もく論ろ見みはなかったはずだ。

　念のためその点を確認すると、

「…………」

　西にし堀ぼりは目を逸そらして押し黙ってしまった。

「そんなことより、ここに入る」

　誤魔化すようにしてそう続けると、彼女はこぢんまりとした館を指した。この園でメインを張っているマスコットキャラクターの、メス版として設定されたやつをフィーチャーした、展示がメインのアトラクションだ。

　キャラクターまでツガイになっていなければ気が済まないリア充社会に反感を覚えずにはいられなかった。そして、オスメス揃そろえたにも拘かかわらず、彼らが交尾してメス側が孕はらんだりするような事態には発展しないところが、あまりにも都合が良すぎる。オス側は繁殖を抑制するために去勢でもされているのだろうか。そういえば、園内の複数箇所で同時に存在していることが報告されているが、それとの関連はどうなっているのだろうか。彼らが繁殖を行わないのだとしたら、体細胞クローンが行われているに違いない。そうだ、遺伝子が組換えられて彼らは最初から生殖能力を持たずに生まれてきていると考えれば、すべて辻つじ褄つまが合う。生殖して彼らの種が繁栄してしまうと、やがてそれは、彼らを搾さく取しゆして莫ばく大だいな利益を挙げている支配者側にとって、その状況を転覆する脅威となりうる。そこで園の運営側は、クローンを用いることで血族を一代限りで終わらせ、血の繫つながりという形で蓄積していくはずの情報をリセットしているのだ。

「たかさご、キモい」

　思ったことが声に出てしまっていたらしく、西にし堀ぼりに冷たくそう宣告される。苦しい立場に置かれている彼らに感情移入して溜たまりかけていた涙が、急速に引っ込んでしまった。

「……西にし堀ぼりはこのキャラクター、好きなのか？」

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから俺が問うと、彼女はいたってドライに返答した。

「べつに。ここにも拠点があるかもでしょ、調べなきゃ」

　つまらなそうなアトラクションを俺と一緒のときに消化しようという魂胆に違いなかった。まあ結局は誰かが行く必要があるのだ、文句も言っていられない。

　小屋の中に入ると、そこには園内よりもさらにメルヘンチックな空間が広がっていた。もはや若干ラリった感じの世界観に見えなくもなかった。

「クスリやってるメンヘラの部屋だよね」

　西にし堀ぼりが単刀直入に感想を述べてしまうと、周囲で「かわいい～」などと言っていた女がギョッとして彼女の方を見た。

「そうかもしれない。でも彼女が精神を病んで薬物に逃げてしまうのも、遺伝子改変によるホルモンバランスの失調によるものだとしたら？」

「なるほど……」

　二人ともあまりにも本来のキャラクターに興味がなさすぎて、自分勝手に味付けをはじめてしまっていた。「キャラクターを『かわいい～』と言う可愛かわいい自分」アピールをしに来ていたカップルの女が、微妙な表情をして彼氏を連れて出ていってしまう。

「生殖に関する衝動がないなら、彼女が男のキャラといるのは、仕事上の都合というだけ」

「だろうな、双方とも相手には特別な興味は抱いていないだろう。ドライな関係だ」

「ちょっと待って、ストーリーが溢あふれ出だしてきた」

　西にし堀ぼりはそう言うと、しばし目をつぶって黙考し、コクリと頷うなずき、それから語り始めた。

「愛あい敬きようを振りまく機械として自分を産み落としたこの最悪の世界。大量にいる自分のクローンに最初は嫌気が差し、薬物に耽たん溺できして日々を擦り減らす。増えていくリスカ痕を、手首を覆う手袋で隠し、それでも食くい繫つなぐために毎日笑って客をもてなす。最悪の世界、最低の自分。クローンである自らの存在に自信を持てない彼女は、自分の境遇を憐あわれむこともできない。そんな中、彼女はふとしたきっかけで、自分のクローンが同様にリスカ痕を隠しているのを、偶然見つけてしまう。自分を憐あわれむことはできないのに、彼女に憐れん憫びんの情を抱いてしまう自分に驚く。徐々に二人は接近。それぞれが相手の傷を舐なめ合うことで、自分ひとりでは出来なかった傷ついた心の治癒を実現し、二人の距離は日に日に近づいていく。自らと同じ顔をした女を悦よろこばせ、その相手がさらに自分を快楽へと誘う、その遠回りな自じ瀆とくに溺れていく……」

　味付けが濃すぎて完全に別キャラになっていた。

　その後も西にし堀ぼりの頭からは次々と話が湧き出し、いつか必ずこのケモ自分クローンレズをまとめて本にすることを決心していた。

　そして本題の大たい性せい欲よく賛さん会かいについてだが、こんな小屋に拠点が隠されていることもなく、空振りに終わった。
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　しばらくしてペアの変更の時間となり、次は瀬せヶが崎さきと行動を共にすることになった。男同士で遊園地を回るのはどうかと思うのだが、ダブルデートで女子同士が仲良くどこかへ行ってしまったあとの彼氏二人、という設定らしい。

「さあ、行こうか」

　瀬せヶが崎さきはそう言うと、意気揚々と歩き始めた。

「えーと、どこへ行こうか？　大たい性せい欲よく賛さん会かいが拠点を作ってそうな……」

　拡ひろげた地図に目を落としながら俺が言うと、瀬せヶが崎さきは、

「定番、メリーゴーランドへ行こう。地図はいらないよ、ここはぼくのホームグラウンドだからね」

　と言って、確固たる足取りで先へと進む。聞くと、ここには頻繁に来ているそうで、どこに何があるのか等は大抵頭に入っているそうだ。何の先入観もなく聞くと、彼女と何回も来ているのかな、女をとっかえひっかえしてその度に来ているから慣れているのかな、などと思ってしまいそうだが、彼のことをよく知っている俺からしたら、その理由はだいたい想像がついた。

　彼と一緒に歩いていると、周囲の注目がどうしても集まってくるのが気になる。女性同士のグループは露骨に噂うわさをしだし、カップルの女もさり気なく視線を瀬せヶが崎さきの方へチラリと向けたりしていた。そんな注目を浴びることに慣れていない俺は居心地の悪い思いをしているが、瀬せヶが崎さきは全くそんなことを気にせず、黙々と歩いている。そしてその視線は、連れてきてもらった遊園地を目一杯楽しむファミリー客の少女へと注がれていた。

「彼女たちにとって、ここは特別な場所なんだよ。遊園地に来るのなんて、一年に一回の子も大勢いる。クリスマスや誕生日と並ぶ、一年の中でも最も重要な日のひとつ──それを身体全体で楽しもうとする少女は、本当に輝いて見えるんだよ」

　朗らかな顔で講釈を垂れはじめたが、本当に予想した通りだった。若干引きそうになるが、しかしそれが彼を犯罪から救う数少ない手立てのひとつであることを考えると、責めてばかりもいられない。

「しかし、どうしてメリーゴーランドなんだ？　ティーカップとかも幼女に人気だろ。ゴーカートに乗ってはしゃぐ女の子もいいかもしれない」

「……まあ、そうかもしれないね。偶然だよ、次はそこに行くかもしれない」

　瀬せヶが崎さきにしてはなんだか煮え切らない回答だった。わずかに違和感を覚えながらも、俺は瀬せヶが崎さきの後についていく。

　少しも迷うことなく、無事目的地に到着する。絢けん爛らんに飾り立てられたそのメリーゴーランドでは、案の定たくさんの少女が白馬の上で笑顔を振りまいていた。

　俺は一応、周辺を見渡して大たい性せい欲よく賛さん会かいに繫つながる手がかりがないかどうかチェックするが、こんな開けたアトラクションではそんなものを隠しておけるはずもなく、見当たらなかった。

「うーん、やはりここにはないようだな。時間もあるし、次に行くか？　ティーカップとかでもいいぞ」

　俺は瀬せヶが崎さきに向かってそういうが、彼は実に真剣な眼差まなざしを少女たちに向けており、俺の提案に対しては「ああ、うん……」と心ここにあらず、といった返事をするだけだった。

　いつも少女に対しては真剣な瀬せヶが崎さきだが、ここまで集中しているというのも珍しい。なぜだろうか、メリーゴーランドに彼を引きつける理由を考えてみる。

　木馬──上下動──少女──その言葉を想起し、俺は咄とつ嗟さに考えることを中止した。与えられた三つの言葉を組み合わせて回答を作ったら、点数を貰もらえるどころか逮捕されてしまうやつだ。

「瀬せヶが崎さき……さすがにそれはまずいんじゃ……」

「なにがまずいのかな？　彼女たちの頰が紅潮しているのは、単純に遊園地に来て興奮しているからだよ。そこに何らかの別の理由を見み出いだすのは、ちょっとおかしいんじゃないかな？　乗馬フィットネス機器やのぼり棒とは何の関係もないよ？」

　めちゃくちゃ早口でそんなことを言われても、全く説得力が無かった。

　見るだけなら大丈夫などと高をくくっていたが……彼に対する警戒を、もう一段階強める必要がありそうだ。
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　時間になってもそこを離れようとしない瀬せヶが崎さきを無理やり引きずって、所定の場所へ向かう。ペアを何回も変えることで、従業員に与える印象を弱めるとともに、新鮮な視線を導入する、というのが狙いだ。

　次は神しん明めいさんとペアになった。彼女と一緒に歩きだすと、西にし堀ぼりや瀬せヶが崎さきが隣だった時とはちょっと違う緊張が走る。特に何をしなきゃいけない、ということは無いのだが、何な故ぜか手に汗を握ってしまっていた。

「なんかデートみたいだね」

　隣で歩きながら、神しん明めいさんは小声でそう言って笑った。もし俺が反恋愛の精神をちゃんと身につけていなかったら、完全に勘違いしてしまいそうな台詞せりふだ。しばらくそれを受けて浮ついた日々を過ごしたあと告白し、「ごめん……勘違いさせちゃったかな」と言って断られ、しかし友達としての関係は続けたいという彼女の希望もあって今まで通り接するよう努力し、そして実際彼女の方は告白を無かったものとして振る舞ってくれるが、しかし自分は一度言葉にしてしまったその気持ちを捨てきることができず、モヤモヤしたまま一年上級の彼女が卒業していくのを圧倒的な喪失感とともに見送るパターンのそれだった。しかし今の俺は大丈夫だ。

「……偽装はバッチリですね。奴やつらもこれなら、お、俺たちが反恋愛主義青年同盟部だなんて思いませんよ」

　若干嚙かんでしまったが、無理なく応答を返すことができた。神しん明めいさんはそんな俺の様子を見て柔らかく笑うと、「ちょっと行きたいところがあるんだけど……」と、園内の地図が描かれたパンフレットを取り出して言った。

　連れられて行った先は、ミニチュアの鉄道が敷かれたアトラクションだった。通常の半分ちょっとの大きさの蒸気機関車に、これまた小さい客車が連結されている。

「これは結構広めの敷しき地ちを回るアトラクションだから、何かを隠すとしたらうってつけなんじゃないかな」

　彼女はそう言って理由付けを行おこなっているが、目が明らかに輝いてしまっている。俺は何も言わずに、彼女と一緒に列の最後尾へと並んだ。

　しばらく待つと乗車可能となり、二人で並んで座った。ちょっと近い。なんだかいい匂いがしてきてそわそわする。隣の神しん明めいさんは、しかしもはや俺になどは全く意識を向けていなかった。

　やがて列車が動き始める。ミニチュアとはいえ蒸気機関車に牽ひかれる客車に乗るという経験はあまりないため、少しワクワクしてしまう。

「……しかしこれだけちゃんとした汽車なら、園内をぐるっと巡らせて移動手段にしたらいいんじゃないですかね。こんな風にループするだけじゃなくて、何個か駅を作って」

　特に考えもなくそんなことを言うと、しかし神しん明めいさんは異様に食いついてきた。

「高たか砂さごくん、それはね……」

　その後延々と彼女の解説を聞かされることになった。かいつまんで説明すると、これを作った当時の法律では、私有地内を走るものでも、駅を二つ以上作ると手続きなどせねばならず面倒だったそうだ。

「で、ここからが面白いんだけど、この地方鉄道法の背景にはね……」

　話がまだまだ続きそうだった。もはや内容を追えなくなってきたので、口を挟んで話頭を転ずる。

「しかし詳しいですね。これ乗るの、何回目なんですか？」

　俺の問いに、彼女は若干の間の後で答える。

「……三回目、だけど」

　普通ならここで、家族や友達、前付き合っていた彼氏と来たのではないか、などと予想することだろう。その度に乗って、これが三回目なのだろう、と思うのが普通だ。しかし俺には、その数字を聞いた瞬間にひとつ、確認しなければならないことが出てきてしまった。

「この遊園地に来たのは、何回目ですか？」

「…………」

　長い沈黙が訪れる。神しん明めいさんは、「わー、あそこに人がいるよ！」などと、普通の客みたいな反応で誤魔化しにかかるが、俺の疑念はそれによって強まっていった。

「もしかして……ここに来るのは初めてで、今日、三回乗ったんですか……？」

「……………………」

　これまでのペア替えの度に、彼女はさも初めて行くかのごとく振る舞って、この汽車に乗っている──という疑いだ。彼女の無言は、それを肯定していた。

「えっと……ほら、やっぱり敷しき地ちが大きいからさ、全部は一回で見られないし」

「そうですか……」

　一見まともそうに見える神しん明めいさんだが、やはり問題を抱えた反恋愛主義青年同盟部の部員のひとりなのだということがはっきりと分かってしまう出来事だった。
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　次は天あま沼ぬまの番だった。皆といるときは礼儀正しい天あま沼ぬまだが、色々とあって俺と一緒のときだけくだけた態度で接してくる。

「センパイ、次はこれ行きましょ」

　そう言って天あま沼ぬまが提案するのは、かなりスピードが出ると評判のジェットコースターだった。

「何か俺らの活動に繫つながりそうな要素でもあるのか、これ」

　俺が問うと、彼女はしれっと言った。

「そんなものあるわけないじゃないっすか。ただ乗りたいだけです」

　あまりにもぶっちゃけたその発言に、俺は反恋愛主義青年同盟部の古参部員として反発せざるをえなかった。

「あのな、これは活動の一環なのであって、楽しむためにやってるわけじゃないんだぞ」

「えー、固いこと言わないでくださいよ」

　天あま沼ぬまはそう言うと、俺の注意など無かったかのように行きたいアトラクションへ向けて楽しそうに歩き始めた。仕方なく、俺は彼女の後に続く。

「本当に、俺と一対一のときは別人だな。皆と一緒のときみたいに振る舞っていてくれたら、貴重な後輩枠との遊園地を楽しめたかもしれないが……」

　俺がそんな風にぼやくと、天あま沼ぬまは振り返ってカラカラと笑った。

「こーやって分け隔てなく接してくれる後輩の方が、貴重でしょ？　センパイはこれからの灰色の後半生を、高校の時には自分にだけフランクな可愛かわいい後輩がいたなあ、という思い出に縋すがりながら生きることになるんです」

「嫌な予言をするな、ちょっと現実性があるように思えてしまうだろ……」

　会社の若い女の子は事務的な会話しかしてくれない、ちょっと何か言うとセクハラ認定されてしまうかもしれない、そんななか今日もいつものように黙々と働き、家に帰って一人寂しくテレビのバラエティ番組をビール片手に観ながら、ふと天あま沼ぬまのことを思い出してしまう──そんな画が頭のなかに浮かんできた。

　そんなくだらないやり取りをしていると、目的地までたどり着いた。わりと人気のアトラクションだけあって、結構並んでいる。

「俺はここで周囲を探索してるから、天あま沼ぬまはアトラクションを楽しんできてくれ」

　俺がそんな風に提案すると、彼女はすぐさま異議を唱えた。

「えー、一緒に乗りましょうよ！」

「俺は遊びに来てるんじゃないんだ、少しでも仕事を進めなければならない」

「仕事仕事って……私とどっちが大事なんすか！」

「仕事だな。じゃあ楽しんで来てくれ」

　そんな台詞せりふを残して去ろうとすると、天あま沼ぬまがニヤリと笑みを作りながら言った。

「もしかしてセンパイ……怖いんすか？」

「そんなことはない」

　俺が即座に否定すると、しかし天あま沼ぬまはさらにニヤニヤと笑った。

「そういう可愛かわいいとこありますよね、センパイって。いいですよ～私ひとりで行ってきますから。センパイは寂しく座ってチュロッキーでも食べててください」

　そこまで挑発されたら、先輩として乗らないわけにはいかなかった。無言で天あま沼ぬまの隣に並ぶ。それを見て天あま沼ぬまは満面の笑みを浮かべ、腕を組んでくる。

「ほんとちょろいっすよね～」

「うるさい、放せ。リア充に間違われるだろ」

「それ、むしろ推奨っすよね？　カモフラージュですって～」

　結局そのまま腕を組んでカップルに混ざって並び、しばらく待ったあと順番が来た。ジェットコースターに隣り合って座ると、天あま沼ぬまは笑顔をパッと輝かせる。

「こういう乗り物、好きなのか……？」

「スピードだけが、人生っす。センパイ、声震えてますよ？」

　やがて車両が動き出す。俺は気を紛らわせるために、天あま沼ぬまに話を振った。

「大たい性せい欲よく賛さん会かいが背後にいるかも、って話だけどな……お前は何か知ってたりしないのか？」

　問うと、彼女は無粋を咎とがめるようにジロッとこちらを睨にらんで唇を尖とがらせたが、結局ちゃんと答えてくれた。

「私はちょっと本流から外れたところにいますからね……本部がどういう風なことをやってるのかは分からないんすよ。……というか、組織自体がかなり情報漏ろう洩えいに強く作られていて。自分のやっていること以外は、基本的に誰も知らないんです。構成員のことを全く信用していない人が作った組織、という感じがしますね」

「なるほど……それは手て強ごわいな」

　しかし、それは大体予想できていたことだ。これだけ大掛かりな組織ながら、情報がほとんど漏れてこないというのは、その構成員の訓練だけでどうにかなるものではない。

「でも確かに、私も噂うわさレベルでしかないですが、こういった遊園地に関わってる、って話を聞いたことがありますね。本当だったら遊べて羨ましいなー、とか言い合ったり、そんな程度ですけど」

「なるほど、だが噂うわさとはいえ……」

　そんな風に言いかけたところで、車両が止まる。

「センパイ、舌嚙かまないように口閉じといたほうがいいっすよ～」

　そんな天あま沼ぬまの忠告と同時に、長い長い落下が始まった──




　　　　○




「良かったですよー、めっちゃ全力で目つぶって、バー握っちゃって。次は違うの乗りましょうよー」

　天あま沼ぬまは朗らかに笑いながら、ジェットコースター乗車中の俺の状態を語ってくる。また腕を組んできているが、俺には既にそれを拒む力が残っていなかった。

「身に迫る危険に対して身構えるのは、人間の本能だ。むしろああいった状況を何の危機にも感じない『文明』化された人間を我々は批判するものであってな……」

「必死すぎですって、センパイ。あー、笑える」

　何を言っても馬鹿にされてしまうことが分かってきたので、俺は口をつぐんだ。すると天あま沼ぬまは組んだ腕にぎゅっと力を入れ、更に寄り添ってくる。

　ヘトヘトになりながら集合場所まで行くと、既に他のメンバーは集まっていた。俺と天あま沼ぬまが到着すると、領りよう家けは「遅いぞ！」と叱責してから、組んだ腕をジロッと睨にらんだ。

「先生、申し訳ありません！　高たか砂さご先輩がアトラクションで体調を崩してしまって……提案した私の責任です」

　天あま沼ぬまはコロっと態度を豹ひよう変へんさせ、そんなことを言った。が、まだ腕は組んだままだ。

「そういうことなら、まあいい。……それより、そろそろリア充の擬態は解いてもいい頃なんじゃないか？」

　その指摘により天あま沼ぬまは、パッと俺から離れた。彼女のぬくもりが若干残っている腕をどうしていいかわからず、適当にぶらぶらさせておく。

「先生のご寛かん恕じよ、まことに有あり難がたく存じます！　ほら、先輩も！」

　天あま沼ぬまに促されて俺も一緒に頭を下げると、どういうわけか領りよう家けは先ほどよりも更に不機嫌そうに、俺だけを凄すごい剣幕で睨にらみつけた。

「遊園地に来たからと浮かれている部員がいるようだな……誰とは言わんが」

　その視線から誰のことを指しているのかはっきりと分かってしまう。別に楽しんでいるわけではないので反論したかったが、ここで口を差し挟むとさらに機嫌を損ねそうな予感がするので、何も言わず黙って目を逸そらしておく。




　組替えもこれでラストだ。最後は領りよう家けとペアになる。

「…………」

「…………」

　先ほどのことがあってどう話しかけてよいか迷っていると、向こうからも何も言葉が出てこないので沈黙が流れてしまう。

　他のメンバーが行く場所を決めて動き始めるなか、俺と領りよう家けは互いに視線を逸そらしたまま、次の行動を起こせないでいた。

　しかしそのままこうして突っ立っているわけにもいかない。俺はなんとか領りよう家けの方に視線を向けつつ、小さな声で聞く。

「……どこか行こうと思っているところ、あるのか」

　領りよう家けはそれに対して、更に小さな声で短く返答する。

「……ない」

　また会話が途切れそうになる。振り出しに戻るのを防ぐため、俺はその場しのぎではあるが提案を行おこなった。

「じゃあ、とりあえず……歩き始めるか。ここにいても仕方ないだろ」

　そう言うと彼女は、特に否定も肯定もしないまま、離れていた距離を少しだけ詰めてきた。俺が歩きはじめると、その速度に合わせて領りよう家けも斜め後ろからついてくる。

「…………」

「…………」

　普段部室にいるときには普通に話せているのだが、何な故ぜかこうして休日に一緒に歩いていると何を喋しやべっていいのか見当もつかない。必死に話題を探そうと頭のなかをひっかき回すが、有用そうな会話のキーワードは少しも出てこない。

　仕方ないので、今日これまでに起こったことの報告をすることにした。仕事の会話だが、ここから話が弾むこともあるだろう。

「ああ、あのジェットコースターだ。天あま沼ぬまとは先ほど、あれに乗って視察を行っていたんだが……」

　俺が言うと、領りよう家けは若干の沈黙のあと、刺とげ々とげしく返してくる。

「随分楽しかったみたいだな。腕まで組んで、まるで本当のカップルみたいだったじゃないか」

「あれはそういう偽装だろ、カップルに見せかける、っていう……」

　俺がそう反論すると、彼女は聞こえるか聞こえないかくらいの、本当に小さな声で言った。

「………それなら……今は、偽装しなくていいのか」

　一瞬何を言っているのか分からなかったが、次第にその言葉の指す内容が理解されていくうちに、まだ何もしていないのに頭の中が熱くなってしまった。斜め後ろの領りよう家けを見ると、顔を俺の方から逸そらしているが、耳が赤くなっていることで大体の様子が想像できた。

　これは偽装のためだ──俺は何回もその言葉を頭の中で反復させてから、少し後ろに下がって領りよう家けに並び、その腕をとった。

「確かに、そうだな。今までみたいに並んでいたら、よく分からない距離感の二人として悪い注目を集めてしまうところだった。流石さすがは議長だな、配慮が行き届いている」

　俺は恥ずかしさを誤魔化すためにそんなことをベラベラとまくし立てた。普段なら領りよう家けもこれに乗って、「ようやく分かったか。作戦のためにはカップルを装よそおうことも厭いとわない、そんな冷徹な行動的革命家が我々なのだからな」などと言うところだろうが……

「…………」

　領りよう家けは頰を赤くして俯うつむき、何も言わない。しかし腕を振り払ったりはせず、むしろ少しこちらに寄り添ってきた。

　その反応に、更に恥ずかしさが込み上げてきて脳が沸騰する。

　と、まさにそんなタイミングで、思いがけない人物に出くわした。

「あら、領りよう家けさん……それに高たか砂さごさんも」

　生徒会長・宮みや前まえだ。周りにはグループ客、カップルはいるが、彼女と一緒に来ていそうな人影は見受けられない。

　領りよう家けは瞬時に頭を切り替えたのか、いつものそつのない様子で彼女に応対する。

「宮みや前まえ先輩！　こんなところでお会いするなんて……」

　領りよう家けが嬉うれしそうにそう言うと、宮みや前まえの方もにこやかに笑いかける。

「今日はお二人でデート？　非常に仲が良さそうで、羨ましいです」

　組まれた腕を一いち瞥べつして、そんな風に言った。領りよう家けがすぐに応答する。

「い、いえ。風紀委員の皆で来ておりまして……でも、ちょっと別行動を」

　照れたような演技も堂に入っており、本当に恥ずかしがっているようにしか思えない。領りよう家けは続けて、宮みや前まえに問う。

「先輩は、今日はどなたといらっしゃったのでしょうか？」

「あ、いえ、私わたくしは……その」宮みや前まえはその問いにしばらく口ごもってから、小さく答える。「ひとりで、来ておりまして」

「あっ……」

　その答えに一瞬、場が硬直する。領りよう家けが「あっ」などと思わず声を発してしまうのもいけなかった。

　しかしそこはコミュニケーション強者の宮みや前まえ、すぐにとりあえずの言い訳を行う。

「この遊園地は大好きで、年間パスを持っているのです。一人でもよくこうして来てしまうんですよ」

　その後、即座に明るくこう提案して、雰囲気を修復してみせた。

「そうだ、このアトラクションはもう行きましたか？　あまり目立ってはいないですが、密ひそかに評判になっているのですよ」

　そんな風に誘われたアトラクションを三人で仲良く楽しみ、俺たちは宮みや前まえと別れた。

　彼女の去っていく背中を、領りよう家けはじっと見つめながら言う。

「怪しいな。あんなリア充の極みみたいなやつが、一人でこんなところに来るなんて……」

「いや、そういう人もいるんじゃないのか、アトラクションが純粋に好き、とか」

「そんなの、遊園地オタクの非リア充じゃないか！　もしそうなのだとしたら、我々が……その、腕を組んでいるのを見たときに、あんな風にあっさりと流すことができるだろうか？　仲睦むつまじそうなカップルの目の前であんなに明るく振る舞えるだろうか？」

　領りよう家けは自分で言っていて顔を赤くしていた。俺までとばっちりで熱くなってくる。

「顔には出さないようにしているだけで、実際には強く妬んでいるかもしれないじゃないか」

「いや、それよりもむしろ……ここが本当に、大たい性せい欲よく賛さん会かいの何らかの施設を有している、と考えたほうが自然なのではないか？」

　そんな風に議論をしているうちにも、宮みや前まえの後ろ姿は小さくなっていき、もうすぐ見えなくなりそうだった。

　領りよう家けはぐっ、と歯を食いしばったあとで、俺の手を取った。

「追うぞ！　ヤツの行く先が、我々の探していた大たい性せい欲よく賛さん会かいへの手がかりだ!!」




　　　　○




　こんな経緯で、二人で宮みや前まえの尾行を始めたのだが……最初は本当に、アトラクションに乗って楽しんでいるだけのように見えた。しかしその笑顔に時折浮かぶ真剣な表情を見て、それが彼女の何らかの役割なのではないか、と領りよう家けは推察した。

「おそらく末端の構成員に課せられた役割のひとつなのだろう。遊園地のアトラクションに便乗しカップル・リア充グループの反応を観察、本部はその情報をもとに恋愛布教の方策を調整していくのだろう。こうしたフィードバックのシステムは、大規模で安定的な系を作るためには不可欠だからな」

　俺には彼女が時折素すに戻って、「わたし、一人でなにをしているんだろう……」という悲しすぎる反省に打たれているように見えたが、領りよう家けはその線には断固として否定的だった。

　次の目的地へと歩いていく宮みや前まえを追う。近づきすぎては相手に悟られる、遠くなりすぎては見失う可能性がでてくる。

　そんな緊迫した尾行の中、俺たちは思いもかけぬ妨害に出くわした。

「あのー、写真撮ってもらっていいですか？」

　ニコニコした一般人の、写真撮影依頼だ。元々我々非リア充というのは、写真撮影を依頼されやすい。というのも、一人で歩いていて暇そうに見えるし、不良っぽさもないので無害そうで依頼しやすいからだ。俺も街を歩いていて、何度リア充の写真を撮ってあげたことか分からない。その度に、差し出されたコンデジやスマホを叩たたき壊こわしたい衝動に駆られるのだが、そんな胆力もない非リア充の俺は、「あ、いいですよ～」とにこやかに返事をして唯い々い諾だく々だくと写真を撮影してしまうのが常だった。道を訊きかれるのも同様だ。外国人観光客からも何な故ぜか俺を狙いすましたように依頼されるので、恐らく人類に共通した「暇そう」感が出てしまっているのだろう。

　そんな身体に染しみ付ついた性質は、どうやら男女で並んで歩いている程度では覆い隠せないらしい。他のカップルやグループが無数にいる中で、俺たちをわざわざ選んで頼んだのは、恐らくそれが大きく寄与しているのだろう。

　しかし今ばかりは、吞のん気きに写真を撮ってあげている場合ではない。「いま、ちょっと急いでいるんで……」いつもは言えないそれを堂々と言って、さっさと立ち去るべき状況だ。

　断りの言葉を発するために、俺は息を吸い込む──が、それよりも先に、隣の領りよう家けが応答してしまっていた。

「あ、いいですよ～」

　依頼してきた一般人は嬉うれしそうにデジカメを渡してくる。俺は領りよう家けにだけ聞こえる小声で、彼女の応答を責めた。

「おい、何やってるんだよ！　家族連れの写真撮ってる場合じゃないだろ!!」

「分からない……分からないんだ、私にも。話しかけられた瞬間に、私のなかの『写真を撮る非リア充』のスイッチが入ってしまって……気づいたら、にこやかに快諾していたんだ……」

　あまりにも非リア充を長くやりすぎたせいで、完全に習慣として身についてしまっていた。流石さすがは我らが反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるといったところだが、今は全く褒められる状況ではなかった。

　しかし承諾してしまった以上、そのまま立ち去るわけにはいかなかった。領りよう家けはカメラの使い方を簡単に説明してもらい、枠に入っていない子供をちょっと寄せ、「はい、チーズ」の掛け声とともにシャッターを切った。その流れるような動作は美しく、被写真撮影依頼歴の長い俺ですら舌を巻くほどだったが、そんなことは一般社会では全く評価されない項目だった。

　カメラを返して写りを確認してもらうと、俺たちは宮みや前まえの去っていった方向へと早歩きで向かった。しかしその時間ロスは領りよう家けの熟練の技を以もつてしてもあまりにも長く、もはや宮みや前まえの姿を捉えることはできなかった。

「私の責任だ……この私の身体に染しみ付ついた、非リア充の卑屈な態度が、足を引っ張ってしまったのだ……」

　領りよう家けはいつになく素直に自分の非を認めると、がっくりとうなだれた。

「おい、諦めるのはまだ早いぞ、あそこ……」俺はアトラクションの建物についている、従業員用の出入り口を指差した。「ちょっと開いてないか？」

　領りよう家けは目を細めてそれを見、ごくり、と唾を飲み込んだ。

「確かに……」

　俺と領りよう家けは前後左右を静かに見回し、周囲に従業員や警備員がいないことを確認する。それから俺たちはその扉へ近づき、ドアノブを持ってわずかに動かしてみた。

「……動くぞ」

　領りよう家けはそう言うと、ドアを少しずつ開いていった。徐々に内側から漏れてくる光が太くなってくる。

「入るか？」

　俺が問うと、領りよう家けは少し迷った後で、こちらに問い返してきた。

「高たか砂さごは……どう思っている？」

　普通に考えれば、大たい性せい欲よく賛さん会かいの施設だという可能性は非常に低い。その場合はもし中に入って見つかったとしても、怒られるだけで済むだろう。

　一方、もし本当にこれが大たい性せい欲よく賛さん会かいに関連する場所であった場合、見つかった際には厄介なことになる。何らかの調査が行われ、反恋愛主義青年同盟部へと繫つながる情報を渡してしまう危険性すらある。その代わり成功のあかつきには、恋愛至上主義を推し進める諸悪の根源へと迫る、極めて重要な情報を持ち帰ることができるだろう。

「かなりリスキーだが……こんなチャンスは今まで無かった。俺は、行きたい」

　そう言うと領りよう家けは、深く頷うなずいた。

「私も同じ意見だ。行こう」

　人が一人通れるだけの隙間を開けて、俺たちはドアから滑り込むように建物の内側に入った。荘そう厳ごんで古めかしい外観とは打って変わって、内側は無機質で近代的な内装だ。規則正しく配置された蛍光灯、均一にクリーム色で塗られた壁、リノリウムの床、機能だけを追求したそれは、装飾過多な遊園地の雰囲気とは対照的だった。しかし外見だけを整えればよいのであれば、あからさまに骨組みが見えているがらんどうでも良いはずだ。

「進もう」

　領りよう家けは足音を立てないようゆっくりと慎重に、先へと向かう。

　今のところ、人の気配は感じられない。非常に静かなのに、廃はい墟きよのような打ち捨てられた感じは受けない。それが不気味だった。

　少し行くと、廊下の幅が広がっている、小さな広間にたどり着いた。そこにはホワイトボードや大型のディスプレイ、ソファが置かれ、そして至るところに張り紙がなされている。

　領りよう家けはそのうちのひとつ、地図に目をつけ、近寄った。

「これは、どういうものなのだろうか」

　地図はこの遊園地を中心として描かれ、いくつかの区画を分割する線が描かれている。それぞれの領域は付番されており、地図の隣にはその番号それぞれに対して何らかのグラフが描かれていた。

「分からないな……情報が少なすぎる」

　全般的に、この場所に掲げられているものは、説明不足のものばかりだった。これだけでは何もわからないが、しかしその情報を極限まで絞っているということ自体が、天あま沼ぬまの言う大たい性せい欲よく賛さん会かいの隠蔽体質によく合致する特徴だ。もしかしたら本当に……という期待が強まってくる。

　領りよう家けが更なる手がかりを探して、ディスプレイに触る──その瞬間、ぷーっ、という気の抜けた音が鳴った。

「……なんだ？　何か警告のようなものが表示されたが、よく分からない」

「ロックがかかっていたんだろう。他に当たろう」

　そんな風に吞のん気きに構えていた俺らだったが……三十秒ほど経たったあと今度は部屋全体に響きわたる警報が鳴って、事の重大さに気付かされた。

「まずい、逃げるぞ！」

　俺たちは即座に、先ほど入ってきた方へ向けて走り出した。しかし道中にあった部屋のどこかにいたと思われる従業員風の男が、既にこちらへと向かって来ていた。

　こちらは駄目、となると逆側に逃げるしかない。振り返ってみると、しかしそちら側からも既に追っ手がやってきていた。

　最も早はや逃げ場はない──ならば、何とかして誤魔化すしかない。

「領りよう家け、あの作戦で行こう」

　俺が提案すると、しかし彼女はピンと来ていないようだった。

「あの作戦……何のことだ？　……まずい、もう来るぞ！」

　顔を青くしている領りよう家けを、俺は強引に手を引いてソファに座らせる。自分もその隣に腰掛け、彼女の身体をすぐその横に抱き寄せる。

「な、なにを……！」

　構ってなどいられない。俺は彼女の後頭部に手を回し、その滑らかな髪の間に指を滑らせるように入れて、その顔を俺自身の顔に近寄せた。

「んっ！」

　領りよう家けはぎゅっ、と目をつぶった。その長い睫まつ毛げはぴん、と上を向き、頰は赤く染まっている。唇は最初すぼめられていたが、少し経たつと首に入っていた力が抜けるとともに、柔らかく緩んでいき、濡ぬれた鮮やかな赤色が見えるようになった。

　足音がズカズカと近づいて、止まる。

「何をしているんだ！　あっ……」

　従業員は途中まで近づいてきたのだが、俺らの姿態が目に入ると、足を止めてしまった。別の方向からやって来たもう一人も、同様に絶句してしまう。

　俺たちは無言で服の乱れを直しながら立ち上がると、恥ずかしそうな風を装よそおって顔を俯うつむける。領りよう家けは耳まで真っ赤だ。

「あの……ここは立入禁止なんですけど」

　何な故ぜか敬語になってしまった従業員に、俺が応える。

「いや、ちょっと二人きりになれる場所が欲しくて、つい」

　そんな風に言うと、彼ら二人は苦笑いをして顔を見合わせた。ここでのポイントは、決して謝ってはならない、ということだ。我々非リア充は、自分に非がない時でもとにかく謝ってしまう。それが処世術なのだと嘯うそぶいたりもしているが、実際には自分に自信がないだけであり、その謝罪によって事態が好転することは稀まれだ。他方、リア充は明らかに自分に非がある場合でも、なかなか謝ろうとしない。その根拠のない自信は、このガラクタの寄せ集めのような社会を生き抜く上では非常に重要だ。青春時代には誰でも、こういった無茶のひとつやふたつはするもの──そんな錯覚をあちら側に抱いてもらう。それにより、こういった自分勝手なただの犯罪であっても、「やんちゃ」として片付けてもらえる活路が見み出いだされるのだ。またこういったことを何の罪悪感もなく仕出かす荒れた若者感を出すことで、彼らに「相手にするのは面倒くさいな」という気持ちを持たせる狙いもあった。

「そういうのは、帰ってホテルでやりなさいよ～」

　おじさんの方がそう言ってニヤリと笑う。それを聞くと若い方も乾いた笑いを立てた。それを受けて俺は苦笑を作り、領りよう家けはさらに顔を赤らめて俯うつむいた。おじさんはそれを見て、声を立てて笑った。

　勝ちパターンだ。こういったおじさん世代の「軽い性的要素を含んだ冗談」は、本人を「自分は面白いことをやっている」という自己陶酔に誘う。若い方も、「年齢」という社会においては非常に重要視される階級のためにおじさんに追つい従しよう笑いをする他なく、表面的には和やかな雰囲気が醸成される。そして領りよう家けの赤面が決定的だ。若い女の子を若干恥ずかしがらせる、という、おじさんにおける何よりの楽しみが達成され、彼はいま最高に気分が良いはずだった。




　そういった領りよう家けのファインプレーの甲か斐いもあって、俺たちは軽い注意のあとで、無事に解放された。

「助かった、領りよう家けの演技があったからこそ、すんなり行ったんだと思う」

　領りよう家けと二人で歩きつつ、俺はそんな風に礼を言う。しかし彼女は下を向いたまま、ただ黙って俺の隣を歩いている。その顔はまだ、真っ赤なままだった。




　　　　○




　集合場所へ行くと、俺たち以外の皆は既に到着していた。

「済まない、また遅くなった」

　俺はそう言って皆に詫わびる。領りよう家けの方は、まだ顔をわずかに赤く染めて俯うつむいており、いつものようにリーダーシップを発揮できる状態ではなかった。

　仕方なく最古参の部員として俺が指揮をとり、まずは遅めの昼食をとることにした。

　皆で卓を囲んで、高いくせに大して美お味いしくもない飯を機械的に口に運んでいると、その風景が頭の中に残っていた記憶の欠片かけらと結びついて、また封印していた思い出が蘇よみがえってくる。ヤバイ、と頭を別の何かでいっぱいにしようとしたのだが、間に合わなかった。

　活動をしていれば腹が減る。一人寂しく遊園地を回っていても、皆で楽しく一生の思い出を作っていても、空腹が訪れるのは一緒である。園内での飲食物は高いという情報を事前に入手していた俺は、入る前にコンビニでお弁当を購入して持っていった。昼が過ぎて腹が減り、人気のない場所まで移動して昼食をとることにした。誰も通らない小道の端に腰をかけて俺がそれを食っていると、どこからともなく従業員がやってきた。「当園はテーマパークですので、お弁当はちょっと……」にこやかに笑いながら、その女は弁当喫食をたしなめてくる。俺は羞恥に身体を熱くさせながら、「あ、すみません……」と言って弁当をビニール袋にしまうと、走るようにそこを立ち去った。さて、ふつふつと湧き上がる遊園地運営への怒りをここがテロリストに攻撃される妄想でなんとかやりすごしていた俺は、しかし耐えられぬ空腹をどうにかするために、避けていたレストランへ向かった。混雑のピークは外していたものの、しかしまだ人でごった返している。そんな中、俺は掲示されたメニューに目を向ける。──高い。それは中学生にとって、目が飛び出るような大金だった。通信教育のシールを集めて貰もらったマジックテープ式の財布の中には、帰りの電車賃を引くと幾いく許ばくも残っていない。どうすることもできなかった俺は、仕方なくレストランのトイレへと向かい、個室に入ってむしゃむしゃと弁当の残りを食った……。

　もう出尽くしたかと思っていた忌いまわしき記憶に新たなエピソードが追加されて、俺は再度叫びそうになる。実際ちょっと声が出てしまったが、それを受けて集まりかけたみんなの視線に、「いや、骨が入っていたみたいだ」と言って誤魔化す。

「たかさご、フラッシュバックがキツイなら、もう……」

　全てを見通しているかのような西にし堀ぼりの心配に、俺は笑顔を作って応える。

「いや、大丈夫だ。俺はやれる」

「そう、ならいいけど……」

　精神的衝撃を受けて落ち着かない胃をなんとかなだめながら、俺は飯をなんとか食い終わる。もう封印されていた記憶がないことを願うばかりだが……。




　皆が飯を食べ終えても、領りよう家けはまだぼーっとしていた。

「えーっと、まだ帰宅予定時刻までは時間があるが……どうする？」

　俺が問うと、皆めいめいに好き勝手なことを言いはじめる。

「後半は男子同士、女子同士のグループが効果的」「もっと低年齢向けのアトラクションに目を向けて見るべきかと」「ちょっと、園外にある車両基地も、怪しいと思ってるんだよね」「やはりスピードが隠匿の決め手になっているかと！」

　そんな風に様々な意見が出る中、放心状態かと思われた領りよう家けが、小さな声で発言した。

「……観覧車」

　議長のその提案に、皆が黙り込んでしまう。

「なるほど、観覧車に乗って高いところから見渡せば、何か情報が得られるかもしれない、という目もく論ろ見みだな」

　俺が助け舟を出すと、他のメンバーもその提案に賛成し、皆で観覧車に乗ることになった。

　観覧車──最もリア充が重要視するアトラクションであり、我々反恋愛主義青年同盟部の遊園地粉砕闘争の折にはまず真っ先にシンボルとして破壊されるものだ。ただ回転しつつ高いところに移動していくだけのこんな単純な乗り物が、なぜこんなにも人気を博すのか、まことに恋愛至上主義者というものは不可解である。また、リア充は観覧車のゴンドラに対して非常に失礼な思い違いをしている。あれはただ単に機構上必要な装置なのであって、カップルがサカるための空間では決して無い。あんな開放的な場所で性的興奮を催すなど、ただの変態ではないか。

　しかし今回の目的に対しては、観覧車というものは非常に有効である。頂点からの眺望をひとつの売りとしたこのアトラクションは、他の物にくらべて必然的に高いところまで登れるように作ることが多い。またゆっくりとした回転のため、フリーフォールやジェットコースターなどに比べれば、圧倒的に丁寧な観察をすることが可能だ。

「この建物のあたりが少し気になっている。皆、重点的に観察を行おこなってくれないか」

　マップを指し示しながら、俺は領りよう家け以外のメンバーに先ほどの潜入について話す。

「先生、素晴らしいご活躍です！　で、追っ手からはどのように逃げたのでしょうか？」

　天あま沼ぬまが目を輝かせながら聞いてくる。どう説明していいやら分からず、俺は適当に流すことにした。

「まあ、そこは活動的革命家としての腕だな。リア充なんて適当にやっとけばあしらえるんだ。……お、そろそろ順番が来たぞ」

　ゴンドラは四人乗りだ。今日は六人組で来ているから、三人・三人で分かれるのが良いだろう。

　やがて俺たちのグループが乗る番になる。先に並んでいた西にし堀ぼり、瀬せヶが崎さき、神しん明めいさん、天あま沼ぬまがゴンドラに乗り込む。

「あれ、こっち二人なのか……？」

　予想に反して一方に四人乗ってしまい、俺の方は二人で乗らざるを得なくなる。相手はもちろん──領りよう家けだ。

　ちょっとフラフラしている領りよう家けを手助けして、ゴンドラに乗せる。やがて扉が閉まり、外部の音が急に聞こえづらくなった。俺と領りよう家けは狭いその空間に、二人きりだ。

　バランスを取るため、二人がけの二対のベンチに対角に座った。先刻まであれだけ喋しやべっていたというのに、また何を喋しやべっていいやら分からなくなる。何な故ぜか目線も、合わせられない。

　ゴンドラはゆっくりと上がっていく。地上のものがそれにつれて徐々に小さくなっていく。ひとつ前のゴンドラに目を向けると、俺と領りよう家けを除いた四人が和わ気き藹あい々あいと喋しやべっているのが見えた。その賑にぎやかであろう音は、こちらには届いてこない。静寂の中に、二人の呼吸の音だけが所在なく響いていた。

　その光景を見ていて、何か頭に引っかかるものがあった。駄目だと理性では分かっていながらも、俺の脳は記憶を呼び覚ましてしまう──。

　観覧車。そう、あの時も俺は、観覧車に乗ったのだ。中学の頃はまだ、恋愛に対する憧れがあった。いつか恋人ができたときに、一緒に観覧車に乗る……それに備えて予行演習をしておこうという気になったのだ。当然、一人で乗ろうとする中学生に、従業員は奇異の目を向けたことだろう。だがそのときは、そんなことなど全く気にしていなかった。俺はゴンドラに乗り込み、ゆっくりと高度が上がっていく。他に誰もいないゴンドラに若干寂しさは感じるものの、今日一日ずっと一人で遊んでいたのだから、その気持ちもそこまで強くない。むしろ高いところから遊園地全体を見下ろすことができ、俺はなんだかクラスの連中に勝った気持ちになっていた。俺がいま見下ろしているこの地面に、彼らは這はいつくばるようにして列に並んでいるのだ。その今思えば意味不明な勝利の感覚が、駅そばを食べた時から塞いでいた俺の気持ちを解きほぐしてくれた。俺は有頂天だった。今ならクラスの奴やつらに、自分のことを誇れる気がした。今日、俺はひとりで遊園地を回ったのだ、連れもおらず非常に効率よく回れた、中学最後の良い思い出になった、楽しかった、と。楽しかった──俺は、楽しかったのだ。色々と落ち込むことはあったけれども、それでもいくつものアトラクションに乗って、現実からかけ離れたこの虚構の世界にどっぷりと浸った。「楽しかった」というその一点の事実が、今日の嫌な出来事を全て覆い隠してくれる気がした。さあ、帰ろう。ゴンドラは徐々に下がっていき、地面が見えてくる。地上についたら、すぐに駅へ向かおう。この気分のまま電車に乗って、一日を終えよう。そう思ってゴンドラを降りると──奴やつらがいた。「……あれ、あいつ」「え、ほんと？」口々に俺の方を見て、話している。不覚だった。四人ずつしか出てこない性質上、この観覧車というアトラクションは終わったあとに並んでいる客から注目を浴びやすいのだ。その点を考慮に入れていなかったのに加え、気分が緩んでいたのが原因だった。何か言わねばならない。先ほどの自信は、彼らの顔を目にした瞬間、吹き飛んでしまった。俺は働かない頭を必死に働かせて言葉を探る。出てきたのは、考えうる限り最悪の応答だった。「え、あ、みんなで回るより、ひ、ひとりのほうが楽かな、って？」謎の薄ら笑いを浮かべて発されたその言葉に、クラスの連中が固まる。しかしその中で、クラスの中心グループに所属し、男子からの人気を集めているふわふわ系の女子が、端的に述べた。「えっ、キモ……」──それ以外に何の反応もなく、すぐに彼らはゴンドラに乗り込んだ。その扉が閉じた瞬間、恐らくそれまで我慢していたのだろう、彼らの爆笑の音が漏れ聞こえてきた……。

　最後の最後に出てきたとびきりの忌いまわしき記憶に、俺は叫びそうになる。実際ちょっと声が出てしまった。

「高たか砂さご、大丈夫か？」

　気の抜けていた領りよう家けが、俺の漏らした声を受けて心配そうに話しかけてくる。

「い、いや、大丈夫だ」

「しかし、顔が青くなっている」

「大丈夫だって、大丈夫」

「……無理に平気だと言われても、こちらはちっとも安心できない」

　そんな領りよう家けの言葉に、俺はずきりと心が痛んだ。心配をかけぬように隠していたことが、かえって相手に心配をかけてしまう。

　しばらく悩んだあとで、俺は領りよう家けにその過去の記憶を打ち明けることにした。おどけたり、過度の自虐に走ったりせず、実直にその時のことを語った。それがフラッシュバックして叫びそうになっていたことを、包み隠さず話した。

　聞き終えた領りよう家けは、笑った。笑うなんて失礼な──最初はそう思ったが、その柔らかな笑顔を見ているうちに、そんなことはどうでもよくなった。

「高たか砂さごは、本当に非リア充だな。筋金入りだ」

　普通ならば侮辱でしかないその言辞が、しかし今の俺にとっては、自分をそのまま肯定してくれる優しい言葉に響いた。

　少し言葉に詰まったあとで、俺は小さな声で返す。

「そうだよ、どうせ俺は、非リア充だ」

　領りよう家けはそれを聞いて満足げに頷うなずくと席を立ち、俺の隣に改めて腰掛けた。

　重心移動で、ゴンドラが軽く揺れる。それが落ち着いてから、領りよう家けは話を始めた。

「先ほどの潜入調査でのピンチ、高たか砂さごの機転によって助かった。……ありがとう」

「ああ。でも領りよう家けが協力してくれたからこそ、成し遂げられたことだ。絶妙に顔を赤くして俯うつむくなんて、誰にでもできることじゃない」

「あれは別に……演技じゃない」

　領りよう家けはそう言うと、わずかにこちらに体重を預けてきた。その暖かな重みが、俺の心を甘く揺り動かす。

「いつものリア充を装よそおう作戦じゃないか、あの程度でお前が……」

　俺はそう言って反論するが、領りよう家けはしかし認めようとしなかった。

「……もう一度、試してみたら分かるんじゃないのか」

　ドクリ、と心臓が跳ねる。あの時は必死だったから何も考えずに行えたことだが、落ち着いた今やろうとすると、とたんに身体が固くなってしまう。しかし行きがかり上、やらざるを得なかった。

「……じゃあ、いくぞ」

　手を上に挙げ、領りよう家けの後頭部へと持っていく。震えた指先で、その滑らかな髪を梳すく。さらりと指の間を、その黒髪が流れていった。ほのかに甘い香りが漂い、何も考えられなくなってしまう。

「続きは、どうした」

　領りよう家けの唇から、そんな掠かすれぎみの声が漏れてきた。その顔は、まだ外側を向いている。彼女の後頭部へと回した手に少しだけ力を込め、その顔をこちら側に向かせた。

　わずかに細められた目は、いつもより潤んでいた。表情は全体的に緩められ、唇の隙間からかすかに、鮮やかな赤色の舌が見えた。元々どんな理由でやっていたことなのかなど忘れてしまい、俺はただその濡ぬれた唇に目を奪われていた。

「たかさご……」

　そんな唇が動いて、舌足らずな声がその間を通って出てくる。誘われるように、俺は自分の顔を彼女の顔に近づけていった。領りよう家けが目を閉じる。その睫まつ毛げについた細かな涙滴が、西から射す茜あかね色いろの夕日を反射してきらめいた。

　そんな時だった。携帯が振動し、それが金属の椅子に伝わってけたたましい音を立てる。慌てて俺は領りよう家けから離れると、かかってきていた電話を取った。

『先生、高たか砂さご先輩、そちらの状況はどうでしょうか？　こちらは今のところ、怪しい動きは確認できていません』

　そそくさと二人で体勢を整えると、俺たちは天あま沼ぬまに応答する。

「あ、ああ。こちらも特には、まだ何も捉えられていない」

「皐さつき、その……報告ありがとう。何かあったら、また連絡してくれ」

『先生、お褒めに与あずかり光栄です！　それではまた!!』

　そう言って電話が切れる。

「…………」

「…………」

　静寂が流れる。遊園地に来てから何回かこうした気まずい沈黙を経験しているが、今回ばかりは修復することができず、そのままゴンドラが地上に到着するまで俺と領りよう家けは何も喋しやべらずずっと外を見ていた。




　　　　○




　観覧車を降りると、もう日はだいぶ傾いてきていた。出口へと向かう客もかなり多い。

「それでは、我々も撤収することにしよう。今回の作戦で、この遊園地という場所での宣伝活動の有用性と、我々の疑惑を裏付ける間接的証拠を確認することができた。これは大きな戦果である」

　まだわずかに声は上ずっているが、領りよう家けはいつもの態度に戻ってそう締しめ括くくった。部員たちも、それぞれに感想を述べる。

「有意義な作戦だった。団員同士の結束も強まった」「遊具とそこに戯たわむれる人々に対して、詳細な知見を得ることもできましたね」「今度はテーマパークへの人員輸送を、もっと研究してみたいかな」「もっと大規模なアトラクションがあるところには、重要な施設が隠されているのではないでしょうか！」

　表面上は正しいが、深く読むと目的を履き違えていそうな物言いだった。

　とはいえ、楽しかったというのは事実だ。こんなことを口にしたら反恋愛精神の欠如を総括されてしまうだろうが、皆の表情を見ていると誰もが心の中にはそんな感想を抱いているんじゃないかと思えた。

　いよいよ帰る段になって俺たちが出口へ向かって歩いていると、横合いから話しかけてくる者がいた。

「あら、風紀委員のみなさん……」

　生徒会長・宮みや前まえだ。いつものように優雅な雰囲気を身にまとってはいるが、顔はなんだか疲れ切って見えた。

　やはりその周りには仲間がおらず、一人で歩いていた。

「あれ、生徒会長の宮みや前まえ先輩……先輩も遊びに来ていらっしゃったのですか」

　天あま沼ぬまが普通の後輩を装よそおって話しかける。宮みや前まえは一瞬表情を強こわ張ばらせたが、すぐにいつもの柔らかい笑顔へと戻ると、穏やかに返事をする。

「ええ、ここはお気に入りで……よく来ているんです」

「なるほど、そうなんですね～」

　天あま沼ぬまは無難な返事をしているが、二人の関係を知っている俺は、いつどこで爆発が起こるかヒヤヒヤしていた。

「今日はみなさん、いかがでした？」

　宮みや前まえがにこやかに問う。その問いに一瞬、反恋愛主義青年同盟部側は戸惑うが、すぐにリア充を装よそおうモードへと切り替えて口々に返答した。

「楽しかった」「非常に有意義でした。ぜひまた近いうちに来たいですね」「皆と一緒に乗るアトラクションって、本当に面白いね！」「最高でした！　やっぱり絶叫マシンは、友達と一緒に乗るのが楽しいですね！」

　領りよう家けもコホン、と咳せき払ばらいをしてから答える。

「親睦を兼ねて、ということで私が企画したのですが、自分が一番楽しんでしまいました。アトラクションもそうですが、やはり学校を離れて仲間とワイワイできる時間というのは、何にも増して貴重なものだということを、改めて実感させられました」

　宮みや前まえはそんな楽しそうな俺たちを見て、嬉うれしそうに言う。

「良かったですわ。私わたくしが贔ひい屓きにしているここを皆さんが気に入っていただけたようで、自分のことのように嬉うれしいです」

　が、その笑顔が若干引ひき攣つっていたのを、天あま沼ぬまは見逃さなかった。

「そういえば、宮みや前まえ先輩のお連れの方は、どこにいらっしゃるのでしょうか？　そちらにも是非、挨拶をさせていただきたいのですが……」

　俺と領りよう家けは顔を見合わせる。そんな俺たちを見て、さらに宮みや前まえは顔を引ひき攣つらせた。

「あ、あの……私わたくしは、今日は……」

　しかし天あま沼ぬまはそんな彼女の様子に構わず、さらに追い詰めていった。

「こんなところに遊ぶ以外の用事なんてないでしょうから、誰か他の方とご一緒なのでしょう？　まさか遊園地に一人で来て遊ぶなんて、あり得ないですからね！」

「いえ、その……」

「あ、彼氏さんと一緒なんですね！　奥ゆかしい先輩は、我々に素敵な彼氏さんを披露するのを控えていらっしゃるに違いありません、我ながら名推理です!!　しかし分かってしまったあとは、もう遠慮など必要ないですよ。先輩のお付き合いなさっている方なら、素晴らしい人に違いありません、ぜひご挨拶させてください！」

　キラキラとした天あま沼ぬまの笑顔が向けられる。そんな圧力に耐えきれなくなったのか、宮みや前まえは急きゆう遽きよ背中を向けると、出口の方へ向けて駆け出していってしまった。

「……また、学校で……！」

　遠ざかっていく彼女が涙声になっていたのは、俺の気のせいなのだろうか。

「あれ、どうしたのでしょうか」

　天あま沼ぬまは天然を装よそおってそう言う。一人で遊園地を回ったことのある俺だから分かるが、一日を終え、疲れとともに「自分は何をやっていたんだろう……」という冷静な反省を行おこなっている中、今日一日の楽しかった出来事を語らいながら帰途につくリア充グループを目にしてしまうと、自らを惨みじめに思う気持ちが更に強まり死にたくなるのは当然だ。

「私わたくし、何かまずいことを言ってしまったのでしょうか？」

「いや、皐さつき、お前は悪くない。問題なのは、見み栄えを張らねば生きていけぬ恋愛至上主義社会なのだ」

　べったりとくっついたカップルや和わ気き藹あい々あいとふざけあっているグループ客の合間を縫いながら去っていく宮みや前まえに、俺は敵ながらも何な故ぜか同情してしまうのだった。
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　○月×日

　今日はこの記録の記念すべき第一日目であり、これから展開していく運動の成否を決定づける研究、その大いなる第一歩でもある。そこで今日はまず手始めに、研究背景、本研究の目的、その対象について現在わかっている幾つかの性質、及び研究遂行の方針について簡単に説明しておこうと思う。

　現在、我々反恋愛主義青年同盟部はこの現代社会に蔓延はびこる『恋愛』なる害悪を粉砕し世界をあるべき姿に戻すべく、日夜奮闘している。その我々の障害となるのが、恋愛至上主義の育成・促進に励む大たい性せい欲よく賛さん会かいであることは周知の事実だろう。その出先機関である生徒会を介して、我々の部は強い圧力を受け自由な言論がままならぬ状況にある。大たい性せい欲よく賛さん会かいによる干渉はそれだけにとどまらない──この研究の記録者である私は、現在その最高幹部から個人的な接触を受けている──『女児』、とこの記録で呼ぶことになるであろうその対象は、私を操作して部を壊滅に導こうと、単身私に働きかけてきたのだ。その敵の懐ふところに飛び込む大胆な作戦は、しかし自らの弱点を晒さらしてしまう諸もろ刃はの剣でもあることは明らかだ。

　本研究の目的意識は、この弱点を突くことにある。すなわち、現在のこの危機的状況を逆手に取り、対象『女児』の行動をつぶさに調べ解析することで、我々反恋愛主義青年同盟部が反恋愛闘争に勝利するための突破口を見み出いだすのだ。こちらの初期対応の悪さもあり、現在、女児は完全に油断しきっている──そこを逆に利用することができるはずだ。

　この研究が成功した暁には、社会を背後から恋愛至上主義に駆り立てる大たい性せい欲よく賛さん会かいについて理解を深め、そして大打撃を加えるきっかけを作ることになるだろう。

　さて、目的についての大まかな記述を終えたところで、まずは研究対象の基本的な性質をまとめておこう。対象、『女児』は女児である。いささかトートロジーにも見えるこの言辞は、しかし対象を説明する上で、一般性を損なわない限りで、唯一記録者に許された記述である。この領域を越境して対象を表現する言葉を弄しようものなら、それはまたたく間に『ある条件の下では』という限定に付きまとわれ、その意義を急速に減じてしまう──対象はあらゆる意味において、捉えどころがないのだ。

　だがそれでも、我々が研究を進めるに当たって、その場しのぎであったとはしても、以下に記述するような前提において研究を進めることには一定の利便性が認められるだろう。というより、そうする他に研究のしようがない、といったほうが正しいのかもしれない。

　女児──そう呼ばれる記録者の現在の同居人は、人間の形をした自律運動をする物体である。その捕食傾向から我々と同じく有機生命体であることが推察されるが、依然確たる証拠はない。外見は小学校高学年の少女によく類しており、その特異性を認知せぬ一般人からは人間社会の一員としか見えないだろう。唯一、少女を専門とする特殊研究家だけは対象に大きな興味を示したが、それとて対象の例外性を見抜いたとはとても言いかねる微妙な言及に留まっている。この外見的特徴を以もつて、以降、対象を『彼女』などと呼称することがあるが、それは便宜上のことであって他のいかなる意味や主張を有してはいない。

　彼女は、彼女の言葉をそのまま信じるとすれば、この人間社会を作り出した張本人である。彼女は『恋愛』なる行動原理を我々に実装することによってこの世界を自分の望むままに作り変え、この惑星を我が物にすることを目標としている。そしてその恋愛による世界支配を正常に進行させるための補助輪として、『大たい性せい欲よく賛さん会かい』なる組織を作り上げ、それを制御しているのだ。尤もつとも、それらの事柄について確たる証拠があるわけではない。そもそも何を証拠として挙げればその証明ができるのかということについてさえ、本質的に答えることが困難なのだ。私が彼女の話を信じるのは、私の彼女との邂かい逅こうの衝撃が動かしがたくそれを直覚させたからであって、論理的帰結などでは勿もち論ろんない。だがその飛躍をあえて許すことにして、ここでは記述を先に進めよう。

　その背後にうごめく陰謀の巨大さに反比例するように、彼女の日常動作は極めて女児女児しい。そのことはこの研究記録が先に進むにつれ、嫌でも明らかになっていくだろう。だがその中に、普段見逃していた他愛のない所作の中に、彼女の核心へと迫る重大な秘密が隠されているのだとしたら──？　行き先の極めて不透明な本研究が一定の意義を持ちうるのだとしたら、まさしくその隠された意味を復号デコードすることに他ならない。

　本研究では対象となる彼女の、どんな些さ細さいな一挙手一投足でも、細大漏らさず記録していく積りでいる。彼女の、優雅ともいえる巨大な陰謀を突き崩すのが、その対極ともいうべきこうした愚直な努力であることを夢見て開始された本研究が、多少なりとも恋愛至上主義の転覆に資するところがあったならば、記録者としてこれに勝る喜びはない。




　前置きが長くなった。それでは対象、女児に関する記述を始めていこう。

　深夜一時も近くなった現在、彼女は就寝している。慎重を期するならば、人間の就寝と酷似した低活動状態にある、とでも記述したほうが良かっただろう。その外見的類似からこれまで看過してきた彼女のすべての『人間』的所作を、我々はつぶさに点検していくのでなくてはならない。熊のぬいぐるみを自分の掛かけ布ぶ団とんの中に引き入れ、静かな寝息を立てて穏やかな表情で目をつぶっているが、それはいささかも彼女を凡庸な少女として記述する正当性を与えてはくれないのである。




　○月×日

　朝六時半、女児はまだ眠っている。窓から漏れ入ってきた光が眩まぶしいのか、女児はしきりに寝返りをうったり丸まったりを繰り返している。

　朝七時、一旦起床する。私が活動するのを、横になったままぼんやりとした目つきで眺めたあとで、掛かけ布ぶ団とんを頭までかぶり直して二度寝を貪る。

　昨晩は仲よさげに一緒の布ふ団とんに収まっていた熊のぬいぐるみだが、今や丸裸でベッドの縁から転げ落ちそうになっている。

　いささか人間臭の強いこの所作から、我々はどんなことを学ぶべきなのか？

　就寝時間の長さは肉体・精神の疲労状態と深く関わりを持つ。彼女の『眠る』という行為が我々のものと同質であるならば、その眠りの深さ・長さは彼女の活動度合を示すバロメーターとなりうる。したがってその記録は、彼女のとった行動を半日遅れで示すひとつの指標となる可能性を有している。

　それでは熊のぬいぐるみは？　打ち捨てられたように裸体を曝さらけ出だしている熊のぬいぐるみにも、我々は何らかの意味を見み出いだすことができるのだろうか？

　そうやって思索をしていると、もぞもぞと動く女児の足に蹴られてそのぬいぐるみはベッドから転げ落ちてしまった。その姿に、彼女のいいように扱われる自分、そして人類全体の運命が重なり、私は慌ててその熊をすくい上げると女児の横に並べて寝かせた。




　○月×日

　十七時ごろ私が学校から帰宅すると、女児はリビングのソファに横になってテレビをぼんやりと眺めていた。特に興味がある様子ではなく、チャンネルを変える気力すらない、といっただらけ具合である。だが油断してはならない──一見無気力そうに見えるその姿だが、言い方を変えれば「自然体」である。最も無理なく力を発揮できるその状態で観みるテレビ番組。これによって彼女は外界の情報を得、人類の制御へと役立てるのかもしれない。

「それはもう観みた！　……まったく、なんでＣＭを挟んで同じ映像を流すんだ!!」

　一人でブツブツとそんなことをつぶやいているが、うだつの上がらない中年のようだ、などと決めつけるのは時期尚しよう早そうだ。そんな無意味とも思える行為にすら、我々には想像もつかない深遠なる目もく論ろ見みがあるのかもしれないのだから。




　○月×日

　私が風ふ呂ろを上がって、楽しみにしていたコンビニの生菓子を食べようと冷蔵庫を開けると、風ふ呂ろ前には確かにあったはずのそれが消失していた。冷蔵庫を閉めた瞬間、カサッ、とプラスチックの袋の立てる微かな音がリビングから聞こえた。私が台所からその居間へと進み入ると、女児は澄ました顔をしながらテレビに目を向けている。が、その目の泳ぎ方からして明らかに番組に興味がある風ではなかった。

「……食べましたよね？」

　わざと詳細を省いたその単刀直入な問いに、女児はビクッ、と身体を震わせた。

「なんのこと？　今、テレビ観みてるから、ちょっと忙しいんだけど」

　普段より若干上ずった声でそう応えると、彼女は身を捩よじって自然な風を装よそおってポケットに手を突っ込んだ。大方そこに空き袋をしまいこんでいるのだろう。

「口にクリームついてますよ」

　こちらがそう揺さぶりをかけると、女児は慌てて口くち許もとをぬぐった。

「何もついてないじゃないか！」「ええ、でも……食べたんですね」

　こちらに向き直って怒ろうとしていた女児は、顔を元に戻し、またテレビに目を向けて黙り込んでしまった。

　いかにも女児らしい浅ましさの見える対応だが、我々はこれに対しても積極的に意味を見み出いださねばならない。こちらの欲ほつしていた物品を奪い去ることで、それを新たに求めるまでの時間の隙を作り出し、そこで工作を展開する──そのような可能性はないだろうか。

　同居しているとはいえ、間かん隙げきはこれまで無数にあった。そんな僅わずかな油断に付け入って作戦が行われていたのだとしたら……。

　その可能性を試すため、ひとつ実験を行おこなってみよう。

「しょうがないですね。じゃあ俺、買いに行ってきます。留守番しててくださいね」

「……食べたのは私ではないがな」

　なおも往おう生じよう際ぎわ悪く主張する女児だが、その表情が緩みかかっているのを私は見逃さなかった。

　外に出る姿を見せておいて自室に戻り、リビングに備え付けられたノートパソコンのカメラとマイクを利用して遠隔から女児を観察する。

　しばらくの間、彼女はそのままテレビに目を向けていたが、一分ほど経たつと左右に頭を振り、私の姿が無いことを確認し始めた。

　これから工作を始めるに違いない。全世界を陶酔せしめる『恋愛』なる巨大宗教がどのように統御されているのか、その一端を垣かい間ま見みることができる興奮に、私の胸は否いや応おうなしに高鳴った。

　ついに女児は、そのソファに横たえていた小さな体を起こし、行動を開始した！

　彼女は立ち上がる──のそのそと部屋の隅へと進みゆくと、もう一度きょろきょろと首を振り、周囲を確認する。そしてポケットから手を出し──何かをゴミ箱に捨てた。プラスチックの袋だ。まごうことなく、私が楽しみにしていたコンビニの生菓子の袋だった。

　女児は、ふぅ、と一仕事終えた者のように大きく息を吐いてからソファに戻る。その道すがら、ふと立ち止まると、彼女は方向を転じてノートパソコンのある方向へと歩いてきた。

　バレたか──？　手に汗を握りつつ観みていると、しかし彼女はカメラの方には目もくれず、その脇に手を伸ばす。画面からはみ出た腕が再び戻ってくると、その手にはハサミが握られていた。

　彼女はそのハサミを手にしてゴミ箱へと戻ると、先程捨てたばかりの袋を拾い上げ、ちょきちょきとそれを細かく切り刻んだ。そして既に入っていたゴミの下側へとその細切れが来るように混ぜ込んだあと、

「これでよし」

　と満足げに言い、大股でソファへと戻ってどっかりと腰を下ろした。

　私は怒りよりも呆あきれのために何も言えなくなり、しばらくその場に立ち尽くしてしまった。

　いや、しかし、これにも何か深い意味があるのかもしれぬ。決してくじけてはならぬ、それすらも彼女の作戦なのかもしれないのだから！




　○月×日

　この研究記録をつけ始めてからというもの、対象はいささかも能動的な行動をせず怠惰な日常を送っているように見受けられる。

　朝は気が済むまで惰眠を貪り、適当にバナナなどを食して朝食を済ませ、せんべいをかじりながらワイドショーに文句をつけ、インスタント麵の昼食をとった後は昼寝タイムに突入する。夕方のアニメ再放送をダラダラと視聴したりゲームにうち興じたりして暇を潰し、私が帰ってくるやちょっかいをかけてくる。居い候そうろうのくせに一いち番ばん風ぶ呂ろを決め込み、勝手に冷蔵庫の中身を飲食する……なんだかこうして書き並べてみると、気ままな女児というよりは自堕落な無職のあつかましい中年のような生活だ。

　その容姿が華きや奢しやであるから現在は辛かろうじて許せているが、そうでなければどんな手段を使ってでも叩たたき出だしているところだ。

「君、コーラを切らしているよ。あれが無いと風ふ呂ろ上あがりの爽快感が半減だ。注意してくれたまえよ」

　女児は半裸で腰に手を当て牛乳を飲みながらそう言った。今すぐ叩たたき出だしてやろうかと思ったが、虐待だの何だのと騒がれるのは面倒だ。泣き寝入るしかない。本当にこいつが恋愛至上主義の親玉なのか……？




　○月×日

　女児はクイズ番組を熱心に視聴している。

「あ、分かった。これはだな、睦月むつき、如月きさらぎ、弥生やよいの……」

　自分の分かった問題について得々と語るその様は、まさに小こ賢ざかしい小学生そのままだ。ぶん殴りたくなってくる。

「全く、一般人はこんな問題も分からないのか。……くふふ、世界の支配がやりやすくて、こちらとしては助かるがね」

　そんなことを言って悦に入っているうちに、次の問題が始まった。

「どれ、少し大人げないが本気を見せてやろう」

　誰が頼んだでもなく女児はそう請け負うと、画面を注視して問題に取り組みはじめた。

「……そこにある二本を動かせば……」

　ぶつぶつと言って女児はマッチ棒の数式を完成させようとしている。典型的な問題だ。正攻法でやっても駄目で、何らかの言い換えや視点の変更が必要だったりする。

　女児が悪戦苦闘している間に、制限時間が迫ってくる。その横顔に焦燥の色が滲にじむ。

　ブー、とブザーの音が鳴り、回答が締め切られた。女児は口を真一文字に結び、テレビ画面を睨にらみつけている。芸人がわいわいと騒ぐのを見つつ、女児はチラ、とこちらを盗み見た。どうやら大言壮語したのに解けなかったのを気にしているらしい。

「これはですね、カタカナの……」

　ひと目見ただけで答えに思い至った私が解説すると、女児はわずかにこちらへと向けていた目線を画面へと戻し、無視を決め込んだ。

　ＣＭ明け、解答が示され私の正解が確定する。しかし女児はそれに対して何一つコメントを発することなく、そのまま番組終了まで無言・無表情を貫いていた。




　○月×日

　いつもは漫然と受動的に過ごしている女児だが、今日は久しぶりに動きがあった。

「ほら君、皆スマホを持っているのだよ。君がここで買い与えなければ、私は仲間はずれにされてしまう──そんなひどい仕打ちを、君はこれまで長い間同居してきた私にするのかね？」

　スマートフォンのおねだりである。

　研究を始めてからこれまでの間、ついぞ彼女はそれらしき素振りを見せなかったが、ここに来てようやくボロを出し始めたようだ。

　一見するとただ電子機器に憧れる子供のようにも見えるが、その要求するところのものがスマートフォンである。味方との秘密通信、盗撮は勿もち論ろんのこと、ウェブ・ＳＮＳを介した広報活動まで、使い方によっては如い何か様ようにも活いかしうるデバイスだ。

　しかもそれを、敵対勢力である反恋愛主義青年同盟部の私に買わせるというのである──分断工作に持ち込もうという意図が透けて見えるようだ。

「駄目です。第一あなた、そんなもの必要ないでしょう。誰と連絡とりあうっていうんですか？」

「君と違って私には友達がたくさんいるのだ。通話履歴がスカスカな君こそ、電話なんて必要あるのかね」

「……うちに固定電話ありますけど、あなた宛にかかってきたこと無いじゃないですか」

「家に電話をかけるなんて、昭和の話だぞ。彼女から来た電話をお母さんに取り次いでもらうのか？　そんなふうに時代遅れだから、君は異性から見向きもされないんじゃないのか？」

「いつの時代も、小学生なんて家の電話で十分です」

「私は小学生ではない！」

　そんな低レベルな議論に嫌気が差し、私はベッドに仰向けに寝転がると、騒ぐ女児を完全に無視して目をつぶった。

　そのまましばらくまどろんでから起きると、女児はもう大人しくなっていた。さすがにこちらの反応が全くなくなってしまったから、諦めたのだろう──そう思っていた。

　変な時間に寝てしまったが、今は何時だろうか。枕まくら許もとに置いていたスマホへ手を伸ばす。無い。どこか別の場所へ置いたか？　うまく回らない頭でそんなことを考えていると、唐突にある一つの可能性に思い当たり、心臓がずしりと重くなった。

　女児に持ち出された──それはもはや疑念を通り越して、私に確信を抱かせた。

　しかし、あのスマホにはロックがかかっているはず──そんな安あん堵どもつかの間、指紋認証を使えば強引にロックを突破できることを思い出す。寝ている私の指を使って、ロックだけ解除して持ち出したのだ。

　リビングへと駆ける。案の定女児はそこで、私のスマホを目の前に置いて何やら操作を行おこなっていた。

「──何を」

　勢い込んで問い詰めようとするが、女児は一心不乱に画面に向かっている。

　軽快な音楽──リズムゲームだった。

　上から流れてくるマークに合わせて、拙い手つきで画面をタップする。壊滅的にリズム感を欠いたプレイだった。

「……なにやってるんですか」

「ああっ！　君が話しかけてくるから失敗してしまったではないか!?　まったく、君は本当に世事に疎うといね。これは『あぷり』といってだね、スマホを使ってゲームをすることができる仕組みなのだ」

　色々と雑すぎて何からツッコんでいいか分からなかった。

「そういうことではなくてですね……なぜ俺のスマホを使って……」

「君が買ってくれないからじゃないか！」

「スマホを欲しがってたのって……ゲームをやりたかっただけなんですか？」

　私のその問いに、女児はぐっ、と言葉に詰まったようにしてから──スマホを置いて逃げ出してしまった。




　今回は対象の情報機器使用能力の低さから、このように大事には至らず済んだが、もしこれが能力の高い別の誰かによる犯行だったら、と思うと背筋の凍る思いがする。現に、この事件の直後にも部に関連した重要な情報がこのスマホに入ってきた。

　現代の戦争は、情報セキュリティの方面にも戦場を拡大しつつある。そこでは我々少数者が工夫如何いかんによって優勢を取れる機会があるとともに、一網打尽にされるリスクもある。我々はそのことを常に頭に入れ、どんな時も危機管理を怠らぬことが肝要である。




　○月×日

　休日の今日、ついに研究対象がその重い腰を上げた。私の目の前ではソファに寝転がってテレビ三昧、ゲーム三昧に耽ふけっていた彼女が、とうとうこの家から出て外へと向かう日がやってきたのだ！　ニートの外出を喜ぶ母のような気持ちが無いではなかった。

　普段ならば聞いてもいないことをベラベラと喋しやべりはじめる女児だが、今日は何も言わずそそくさと外出の準備をしていた。これは実に怪しい兆候である。大たい性せい欲よく賛さん会かいの関係者と接触、あるいは自らの実力を行使して何らかの工作をするのかもしれない。

　質問を投げかけて反応を見たい欲求に駆られるが、それによってこちらへ警戒心を持たれてしまったら、今後の活動がやりにくくなる。

　それよりはむしろ、こちらは何も言わず関心のないふりを装よそおうほうが良い。準備をしている間、女児は二、三度こちらの様子を窺うかがってきたが、私はスマホをいじってそれに気づいていないよう見せかけた。

「それじゃ、ちょっと行ってくるからな」

　行き先を告げることもなくそう行って玄関へと向かう女児に、私は目線を上げることもなく「はーい」と気のない返事をした。

　扉が開き、閉じたのを音で確認してから、私は大急ぎで支度を整え彼女の後を追った。

　その姿はすぐに捉えることができた。対象の足取りには迷いが無い。普段私と歩くときは、興味の赴くままにフラフラと動き回って落ち着きがないのだが、今日は違った。何かがある──その予感に、私の胸は高鳴った。

　女児の向かった先は、公園だった。近所にあるその割と大きめの公園は、休日の今日、親子連れで賑にぎわっていた。「休日に家族サービスを行う良い親」「仲の良い幸福な家族」「育児って大変だけど……子供の喜ぶ顔が見られたら、それも報われるのかな、って」といったようなドヤ感を出している大人たちの間で、子供は子供で親から期待される通りの「無邪気」の仮面をかぶり、そのいっぽうで他の子供との間に暗黙の序列関係を作り上げミニチュアの社会を構築していた。恋愛至上主義が生み出した、現代の地獄絵図だった。

　そんな中を女児が進み入ると、ざわめきが巻き起こった。得体の知れないそのオーラは、周囲のものをそれとなく圧倒してしまう。親はその不可解な威圧感を発する女児を警戒し、また子どもたちは本能的に彼女の力を悟って近寄ろうとはしない。

　不思議な空気の中、対象は一人の少女へと向けて確固たる足取りで歩んでいく。その相手の方も女児の姿を認めるや、手を振って駆け出した。

　背は女児と同じくらいかやや高め、だいたい小学五年生といったあたりだろうか。キャップを被り動きやすい服装をした彼女は、その明るい表情も相あい俟まって活発な印象を与えた。二人はそうして互いに近づくと立ち止まり、親しげに会話を始めた。

　彼女が、まさか大たい性せい欲よく賛さん会かいの関係者なのだろうか。

　可能性がいくつかある。まずひとつは、彼女が情報を伝達する中継役として働いているケース。女児はその外見から、子供との親和性が高い。そこで少女を媒介とすることによって周囲に怪しまれず情報のやりとりができる、というのがその目的だ。もうひとつは、彼女が対象・女児の同類である可能性──女児の対等な仲間である、というケースだ。これまで女児は何も話して来なかったのだが、そういった可能性がゼロとは言い切れない。

　もしかしたら自分は、決定的な場面に居合わせているのかもしれない。そう思うと自然、手のひらに汗が滲にじんできた。

　震える手を必死に押さえつつ、私はその女児の密会相手の少女を写真に収めた。その姿が克明に写っていることを確認する──その一瞬、彼女たちの方から目線を外した。

　次の瞬間、目線を元へと戻すと、二人の姿は忽こつ然ぜんと消え去っていた。




　その後しばらく二人の姿を探して公園内をうろつきまわったが、どうにも見つけることができなかった。男一人で休日の公園内を歩いていたせいで、平穏な空気を醸成していた家族から白い目で見られはじめ、私は居いた堪たまれなくなってやがて退散した。

　明らかに不自然な彼女たちの消失は、それ自体が重要な意味を持った事件である。

　また、あいにく二人の姿は見失ってしまったものの、今回は形に残る大きな収穫があった。写真だ。なんの変哲もない少女のように私の目には映るが、専門家が詳細に分析することで何か女児に通ずる情報を引き出せるかもしれない。

　そんな期待を胸に、私は知人の、少女を守備範囲とする識者に写真を送付し、その鑑定を依頼した。以下はその十分後に返ってきた、解析結果である。




　写真、拝見いたしました。これは君の自宅近くにある○○公園ですね。私も何度か訪れたことがありますが、休日は家族連れ、平日の夕刻は学校帰りの少女であふれる非常に良いスポットです。比較的大きいながらも地域に密着していることもあり、園内のベンチで子供に人気のゲームを携帯機でやっていると、少女が寄ってきてくれることもあります。

　○○小学校の通学圏内にありますが、△△小の学区との境界近くにあり、どちらの学校に通う少女も目にします。見分けは非常に難しいですが、△△小近辺の方が地価が高いため、服装など比較的落ち着いた印象を与えることを頭の中に入れておくと良いでしょう。平日の学校帰りならば、学校推薦の絵の具セット・鍵盤ハーモニカの型が異なることで判別がつくこともあります。

　さて、写真に写っている少女へと話を移しましょう。断定は非常に難しいですが、持ち物や周囲の物、キャップ、靴から推察するに、身長は百四十五センチ程度、服装や佇たたずまいを総合すると小学五年生ではないかと思われます。先程も書きましたとおり、通っている小学校の断定は一般的には難しいですが、彼女の場合は△△小と推定できます。彼女のキャップについている缶バッジは学校で募集しているゴミ拾いボランティアの参加者にプレゼントされるものですが、それをやっているのが△△小学校の方だからです。

　大まかな情報が整理できたので、次は外見をゆっくりと眺めていきます。少女にしては無骨なキャップを被り、しかしその下からは長い栗くり色いろの髪がゆるやかにウェーブを描いて流れています。そのアンバランスは、配合の妙によってちぐはぐな印象を消し、彼女のキャラクターを特徴づけるアクセントとして機能していますね。……





　これは全体の三分の一程度にしかすぎないが、以下は識者の少女に対する偏執的興味があまりに出すぎて参考にできそうになかった。

　……ともかく、一つ大きな進展があったことは事実である。




　○月×日

　夜。我々は当然のように眠り、いつの間にか朝を迎える。だがそんな我々の当たり前が、彼女という例外にもそのまま当てはまる必然性はない。女児が私に見せる「睡眠」はこちらを油断させるためのカモフラージュにすぎず、私が寝てしまった後で活動を行おこなっているのだとしたら？

　今晩はその可能性について、検証してみようと思う。手法は単純だ。寝たふりをしつつ、いつも同室で寝ている女児をそれとなく監視するのだ。




　風ふ呂ろに入り夕飯を平らげ、テレビを視聴しながら携帯ゲーム機でひとしきり遊んだあと、二十三時頃女児は寝室へと向かった。ベッドに入ってからもしばらくゲームにうち興じていたようだが、日付が変わる前に力尽きてしまったらしく、寝息を立てはじめた。

　普段私もこの後あまり時間を置かずに床とこにつくのだが、今日は前述の通り作戦がある。まず私は対象の傍そばへと近づき、外観を観察することにした。

　呼吸をするたびに、その胸が膨らみ、縮む。そのゆっくりとした周期的な上下移動を見ていると、こちらも誘われて眠くなってきてしまうようだった。

　目は閉じられている。手をかざしてみても、何も反応がない。

　頰を押してみる。弾力のあるつややかな肌が、ぷに、とその軽く触れた指を押し返してくる。

　と、対象に動きが見られた。

「ん、んん……」

　とうめき声を上げながら、身み動じろぎをして頰に当たった物体を除のけようとする。そのもぞもぞとした緩慢な動作は、寝たふりの演技とは到底思えなかった。

　だが油断は禁物である。彼女は人智を超えた存在なのだ。これまでの研究結果からはどうしてもそのことを疑いたくなってしまうが、私は確かに彼女のその特別な力を体感したのだ。

　ひとしきり対象の外見と反応を研究し終えた私は、部屋の反対側にある自分のベッドの方へと向かった。掛かけ布ぶ団とんにくるまりながらもわずかに女児の方面を覗のぞけるように隙間を空けておき、監視を続ける。

　反恋愛運動の展開に必要な雑務を、布ふ団とんの中へと持ち込んだスマホで片付けつつ、眠気を醒さます。部屋を暗くしたまま眠らないでいると、夜は気が遠くなるほど長かった。

　そろそろ新聞配達のバイクが駆け回り始める頃合いだろうか。そんな時、突然女児に動きが見られた。そろり、とベッドから足を伸ばすと、身体を滑らすように布ふ団とんから出て床ゆかに降り立つ。

　いよいよ活動開始か、と思って心臓を高鳴らせていると、女児はこちらの方へ向けて歩いてきた。もしなにか工作をするのであれば、同室の私が寝ていることを確認するのは当然の用心である。

　期待から一転、今度は危機が鼓動を速めた。私はすぐに目をつぶり、「携帯をいじりながら寝落ちしてしまった人」を装よそおった。

　女児はつかつかとこちらのベッドめがけて歩いてくると、私の掛かけ布ぶ団とんを跳ね上げた。身体が反応しそうになるのをなんとか押しとどめ、寝たふりを続行する。

　彼女はしばらくそのまま立ち尽くしていたようだが、やがてこちらに手を伸ばし、私の腕を摑つかんで揺さぶった。

「おしっこ」

　女児はボソッ、とそれだけ言い、私の腕を揺さぶり続ける。仕方なく、私はちょっとの間待機して、それから起こされて不機嫌なフリを演じたあと、女児をトイレまでエスコートした。

　部屋に戻ると、女児はこちらの気も知らず、またすぐに眠り始めてしまった。

　彼女との邂かい逅こうのときのあの体験は本当だったのだろうか──研究を進めるうちに段々と、そのことまでもが自分の錯覚だったのではないかという気がしてきてしまう。




　○月×日

　久しぶりの休日である。女児は今日も家で一日ダラダラしているのだろうか──そんなことを思って憂鬱になっていると、しかし彼女はこちらの予想に反して外出の準備を始めた。その唐突さ、急いでいる様子など、前回の一件を彷ほう彿ふつとさせるところがある。何らかの同一目的を果たすために定期的に出かけているのだとしたら、それは彼女の「本業」に関わることに違いない。女児を考究するという使命を帯びた私にとって、この外出を見逃すわけにはいかなかった。前回のように見失うようなヘマは繰り返してはならない。

　女児はトレーナーにハーフパンツというラフな格好に着替えると、こちらに一言も挨拶することなく玄関を飛び出していった。こちらも、それを追ってすぐに家を出る。

　前と同様に公園へと向かうのかと思いきや、彼女の足は駅の方へと向いた。やはりその足取りにはブレがない。場所をいくつか用意しておくことによって、突き止められるのを防いでいるのかもしれない。

　女児はそのまま地下鉄の駅へと降りていった。券売機の前に立ち、運賃表を睨にらみつけてから、ポケットの中に入っていた小銭を取り出す。一人で切符を買えるかとハラハラしながら見守っていると、少しもたつきながらも無事購入し改札を通過する。こちらもＩＣ乗車券にて入場する。

　電車を待っている間、彼女は自販機をじっと見つめていた。何か飲み物が欲しいのだろうが、ポケットの中のお金を引っ張り出して考え、諦めたようだ。お小遣いをあげたくなる衝動に駆られるが、ここで尾行が露呈してしまえば研究は台無しだ。ぐっ、と我慢する。

　進入してきた電車に対象が乗り込む。私もドア２つ分離れた場所から乗車した。

　車内での女児は、手すりに摑つかまっておとなしくしていた。横顔を見ると、わずかに強こわ張ばっている。緊張しているのかもしれない。

　我々の学校にほど近い繁華街の駅で、女児は降車した。人混みが彼女の姿をすぐに覆い隠し、焦あせる。しかし人が多いことでこちらの尾行もバレにくくなる。少し大胆に、彼女との距離を詰めていく。

　改札を無事通り抜け、地上へと向かう。様々な音がごちゃまぜに聞こえてくる街中に出ると、女児は立ち止まり、ポケットに丸めて入れていたクシャクシャのプリント用紙を取り出した。地図が描かれているようだ。あたりを見回し、その地図と現実との対照をとっている。とっさに物陰に身を隠し、こちらにも向かってくるその視線をなんとか逃れる。

　しばらくそうしていた後で、女児はゆっくりと歩き始めた。ここには不案内なのだろうが、それでもその足取りはしっかりしている──よほどの用事なのだろう。俄が然ぜん、期待が膨らんでいく。

　途中、クレープ屋やシュークリーム屋に目を奪われながらも、女児はそのたびに自分を奮い立たせ、先へと進んでいった。普段の体たらくからはかけ離れたそんな強い決意に満ちた様子に、思わず目頭が熱くなってしまう。

　しかし情にほだされてはいけない。彼女は今、大たい性せい欲よく賛さん会かいの活動を支え、恋愛至上主義を補強するための活動に赴こうとしているのかもしれないのだから。

　と、そんなときだった。向こうから歩いてくる群衆の中に、私のよく見知った者が紛れ込んでいた。反恋愛主義青年同盟部議長である。

　この任務の性質上、議長にも現在の状況を詳つまびらかに話すわけにはいかない。偶然出くわした私を、適当にブラブラしているものと思って話しかけてくる彼女に、なんとかそれらしく理由づけて尾行を続行しようと試みるのだが……その間にも女児は刻一刻と遠ざかり、通行人に紛れて見えなくなってしまった。

　前回に続き、今回もまた作戦は失敗に終わった。三度目は許されない。次のチャンスは必ずものにするためにも、今回のような状況にすぐ反応できるよう準備をしておかねばなるまい。




　○月×日

　翌日の日曜、引き続き女児に動きがあった。昨日の出先から持ち帰ってきたものと推察される量販店の買い物袋を提げ、昼前から出かけたのだ。例によってこちらも尾行を開始する。

　行き先は、最初に彼女を尾行した日と同じ公園だった。その際に例の少女と落ち合っていた地点にて、今度は女児が待機する形になる。

　見通しのきく公園では、こちらの姿を目立たせずに監視を行うのは骨が折れる。あまり近寄らないようにしつつ、しかし視界の中に彼女の姿を収められ動いたらすぐに追尾できるような、丁度よい場所を探してうろつく。

　その最中、思いもかけない人物に遭遇した。前に少女を撮った写真の分析を依頼した、少女専門の特殊研究家である。ベンチに座り、前のめりの姿勢で、いつもの柔和な表情からは想像できないほどの鋭い目つきで、無邪気に遊ぶ少女たちを眺めている。

　そのあまりの真剣さに引いてしまいスルーしかけたのだが……ここで、はた、と思い直した。尾行を遂行するにあたって、彼の少女に対する「嗅覚」が利用できるのではないか……？　これまでの作戦は、その目的の機密性から私ひとりで行おこなってきた。しかしその視野の狭さが、これまでの失敗に繫つながっていたことは否定できない。

　私は思い切って、少女の姿を眺めてはブツブツと口の中でつぶやきながら小さなメモ帳に細かい字で何かをしたためている彼に声を掛けた。突然の挨拶に彼はビクッ、と身体を震わせると、そそくさとメモ帳をポケットにしまい込んだ。しばらくはぎこちない笑みで、前傾姿勢のまま私の説明を聞いていたが、やがて普段の悠然とした様子に戻ると、こちらの依頼を快諾した。

「もちろん。ちょうど暇を持て余してたところだからね。……それに、君の妹さんのためなら、一肌脱がないわけにはいかないじゃないか」

『一肌脱ぐ』というのは慣用表現だが、なんだか今の彼がそれを口にするとどうも不穏当な感じを受けてしまう。

　こうしてパートナーを得たわけだが、当然全てを話してしまうわけにもいかず、私は追跡の目的を適当にでっち上げることになった。「女児の様子が最近おかしい。何か良くないことに巻き込まれているのでは」と思っていることにして、彼に説明を行う。

　そんなやりとりが終わると、ちょうど女児の方にも動きが見られた。この前の例の少女が現れ、女児の方へ駆けていったのだ。女児は手に提げた袋を持ち上げ、もう一方の手を大きく振ってそれに応じる。

「アッ、君がこの前送ってきてくれた、件くだんの少女だね。やはり生で見ると、また違った魅力が見えてくる。全身をいっぱいに使って駆ける華きや奢しやな体たい軀く、それに合わせて揺れる長くてしなやかな髪、その甘い香りが航跡のように彼女の来た道を彩いろどっている。今すぐそこに行って、その空気を採取したい……密閉容器で何個にも分けて保管して辛つらくなるたびに少しずつ吸いたい……百年、千年の時を経て少女の重要性が一般にも知れ渡った暁には国宝として博物館に飾ってもらいたい……それを巡って権力者同士の争いが巻き起こり国土は荒廃し、しかしその焼け野原のなか無邪気に駆け遊ぶ少女たちに未来への希望を感じたい……」

　そんな独り言とともにふらふらと彼女の方へ向かってく特殊研究家を、私は必死に押しとどめる。怖い。

　彼に協力を依頼した自分の判断を後悔しつつ、彼女たちの動向を見守る。二人はしばらくそこにとどまって会話を交わした後、さりげなく周囲を見回した。その仕草は気をつけていなければ見落としてしまうほどの些さ細さいなものだったが、しかし彼女たちが何らかの秘密を抱えて行動していることのこれ以上無い証あかしだった。隣にいる研究家もその点には気づいたようで、

「少女の間だけに共有される秘密……ああ、知りたい、でもそれをぼくが暴いてしまうことによって、その美しさが崩れて……ああ……」

　などと呻うめいている。予想通りその目は節穴ではないようだが、あまりにも扱いにくい。リスクが大きすぎる。

　少女二人は確認を終えると、ゆっくりと歩き始めた。並んで歩く二人は楽しそうで、何か悪巧みをしているような印象は受けない……いや、「悪」という定義を彼ひ我がで共有していない以上、そういった素朴な印象は研究の目を曇らせる。ただ私が遂行すべきは、見たものを見たままに記述することなのだ。

　彼女らはどんどん進んでいく。公園を出、住宅街へと入り込む。起伏に富んだこのあたりの土地では、思った方向にまっすぐに進むことができない。複雑な経路を行くと、やがて寂れたあばら家の立ち居並ぶ一角へとたどり着いた。

　人の住んでいる気配は無い。だいぶ前に放棄され、整理がなされていない区画なのだろう。

「少女と廃屋──人類史上、これ以上の取り合わせの妙みようはあっただろうか。少女のみずみずしさが朽ちた建物と交わると、かつてそれが新築されたときの輝きを超えて、新たな意味が創出される。ぼくたちは今、その極めてスリリングな瞬間に立ち会っているんだよ！」

　研究家が何やら興奮しているが、無視する。すごい握力でこちらの腕を摑つかんできて痛い。

　と、女児たちはそのうちの一軒、錆さびが目立つトタンの波板でできた家に侵入した。大たい性せい欲よく賛さん会かいほどの巨大組織がこのような場所を使っているとは意外だが、その印象を隠かくれ蓑みのとして機能させているのかもしれない。朽ちて見えるのはガワだけで、地下に最新鋭の設備が整っている、というのはむしろテンプレート的ですらある。

　屋内に入られてしまっては、こちらとしてはどうしようもないが……私と特殊研究家は、少しでもその中が覗のぞき見えるような場所を探った。ガラスの割れかかった小さな窓から見るしか無いようだ。その場所に落ち着くと、特殊研究家が単眼鏡を取り出して目に当てた。予備もあるらしく、私の方にも同じものを手渡してくる。何に使うつもりだったのか大変気になるところだが、ここでの眼目は彼の弾劾ではないため、問わないことにする。

　しばらくすると、中から異音が聞こえた。どうも二人の声とは思えないし、何かが軋きしんだ音や擦こすれた音とも思えない。

　その直後、窓に人影が見えた──例の少女だ。その細い腕が、何か白いものを摑つかんでいる。

　猫だ。

　私は敢あえて危険を犯し、さらに近づく。あばら家の壁に接近すると、窓の下にしゃがんで聞き耳を立てた。

「ね、買ってきてくれた猫じゃらし、気に入ってるみたいだよ」

「よかった。街までわざわざ行ったかいがあったということだな」

　はずんだ調子で二人が会話を交わす。

　聞いていると、どうやら近所を探検しているうちに、この廃屋に野の良ら猫ねこが住み着いているのを見つけて、それ以降こうしてたまに遊んでいるみたいだ。

「……これも、空振りか」

　思わず漏れたそんな呟つぶやきとともに横を見ると──特殊研究家がうずくまって、頭を地面につけていた。伏し拝んでいるように見える。

「少女が……友達と……秘密基地……猫……あっ、あぁ……」

　どうやら興奮しすぎてこの世界に感謝してしまっているらしかった。

　そのまま置いて帰ろうかとも思ったが、彼からこの研究のことが漏れるのも面倒なため、半分彼を引きずるようにして我々は退散した。




　○月×日

　週末に行おこなった追跡は前述の通り不首尾に終わった。しかしよく考えてみれば、休日に恋人とデートをし家族サービスを行うことを称揚している大たい性せい欲よく賛さん会かいが、自身週末に働いてしまっては言行不一致である。同様の理由から、残業も最低限に抑えられているはずだ。一瞬、素晴らしいホワイト組織なのでは？　という疑念が頭をよぎったが、錯覚である。そもそもの前提からして、彼らは誤っているのだ。

　土日や夜が駄目だとしたら、大たい性せい欲よく賛さん会かいの尻尾を摑つかむためには平日昼間に行動を起こさねばならない。学生という現在の身分がある以上、こちらは放課後から彼らの終業までの非常に短い時間帯しか使えない。勿もち論ろん学校をサボタージュするというのも一手だが、授業時間中に外をうろついていたら、制服姿でなくても怪しまれ、最悪警察のお世話になってしまう。反恋愛運動を続ける上で、最も忌いむべき事態だ。

　そんなわけで、非常に時間は限られているが、放課後すぐに学校を飛び出して女児の様子を調べることにした。

　先日、電車に乗って出かけるところを見たとおり、彼女の行動範囲は意外と広く、家にいないとしたらその居場所を探り当てるのは非常に困難である。

　その問題を打開するため、今日は対象の鞄かばんの中にＧＰＳ発信機を取り付けている。これは先日、特殊研究家から「礼」として借り受けたものだ。彼が何にそれを使うはずだったのかは、この際問うまい。とにかく、今や女児の位置情報は我が手中にある。どうやら家にはいないらしい。あれだけ自宅でゴロゴロしているように見えた彼女だが、平日の昼間には仕事をしているのかもしれない。これまでさんざん予想を外してきたが、今回こそはその秘密を突き止められる予感がする。

　先日の反省を活いかし、今回は特殊研究家の同行は依頼せず、代わりに議長の協力を得ることに成功した。今日は反恋愛主義青年同盟部の活動は取りやめ、授業が終わり次第女児のいる場所へ直行する。

　彼女は今、自宅と学校のちょうど中間あたりに居るらしい。特に何も無いようなビル街に見えるのが、非常に怪しい。

　私と議長の一行が目標地点のすぐ近くまで接近したかと思うと、対象は急に動き始めた。移動速度はかなり速い──おそらく、最近覚えたばかりの自転車を使っているのだろう。時間を割いて練習に付き合ったことを、今更ながらに後悔する。

　私と議長は、すぐにそれを追いかける──が、それを見計らったかのように国家権力が立ちはだかり、難癖をつけてきた。明らかに仕組まれた妨害である。

　逸はやる心を抑えながら警察にとりあえずの対応をして解放された時には、ＧＰＳの情報が取得できなくなっていた。勘付かれたか、あるいは電波の届かない地下に潜ったかだ。

　追跡を断念して家に帰ると、彼女はすでに帰っており、いつものようにソファで寝そべってだらけきっていた。




　　　　○




　研究日記をつけはじめて分かったのだが、記録するということは非常に労力のかかる行為だ。労力を抑えるために情報を取捨選択するが、その選択にも労力がかかる。書き落とした何物かが実は重要な情報を含んでいる可能性は常に否定できず、我々は何らかの妥協できる点を探す他ないのだ。そしてその過程を経るからこそ、書くことによって思考の整理が可能となる。

　ここまであまり成果のなかった研究であったが、しかし一方で着実に女児の実像に迫っているという自信がある。この調子で、着実に研究を遂行していこう──

　夜、女児が寝たあと、俺はそんな決意をいだきながら今日の分の記録を書き上げ、研究ノートを女児の目につかぬ保管場所にしまおうと立ち上がった。

　その時だった。

「君、まだそんなことを懲りずにやっているのかね」

　後ろから声を掛けられた──女児だった。

　気配が全く感じられなかった。足音が聞こえなかった。驚きで身体が硬直し、しばらく振り返ることもできなかった。

「な、なんですか……また、おしっこですか？」

　引きつった笑いを浮かべながら俺が言うと、女児は意地悪げにニタリと笑った。

「とぼけるのはやめたまえ。君が私を対象とした研究日誌を付けていることは、だいぶ前から知っているよ」

「……どうして？」

　思わず俺が問うてしまうと、彼女はクスクスと楽しげに笑ってから、答えた。

「保管場所が悪いよ。君がいつも大事なものをしまっているところと同じじゃないか」女児はタンスの一番下の引き出しを抜き出し、続けた。「大事な物──そう、領りよう家け薫かおるの写真とかね」

　驚きと戸惑い、怒り、そして何よりも恥ずかしさで、口が開けなくなった。

　タンスの一番下の引き出し、その更に下には、デッドスペースがある。俺はそこを、いろいろなものの隠し場所にしていたのだ。女児によって今や暴かれてしまったその空間には、俺が隠しておいた写真などが散乱していた。

「非常に興味深く読ませてもらったよ」

　女児はそう言って、俺の手から研究記録を奪い取る。パラパラとそのページをめくりながら、更に言葉を継いでいった。

「他人の目線から自分のことを眺められるというのは、面白い体験だ。我々は鏡に映った自分自身、左右の反転した像しか見ることができず、写真機を使って撮影した実像との間に違和感というか、隔たりのようなものを覚える。自分について、他人によって書かれた記録を読むというのは、それとよく似た稀け有うな体験だった」

　彼女はそう語ると、両手の親指と人差指とで作ったファインダーを、俺の方へと向けた。

「その一方で、これも当然のことであるが、君の記述は全てのものを客観的に記したものではありえない──それは記録者たる本人の事柄を、歪ゆがめてしまう」

「俺のことなんて、別に……」

　そう言いかけたのを、女児はどこからともなく取り出した別のノートを掲げて遮った。

「だからね、私もつけてみることにしたのだ。これは、『私の記録を作成しているある人物』を研究した記録だ。読んでみたまえ」




　　　　○




　○月×日

　先日、面白いものを見つけた。同居人による、私を観察した研究日誌だ。こちらを出し抜こうという努力は、浅ましいながらもどこか微笑ほほえましさを感じるものでもある。今まで大事な物をしまってきた隠し場所でこれを保管するというのも、愛おしい限りではないか！

　彼のそのひたむきな姿勢に免じて、しばらくは放置することにした。明日はどんなことを書き上げてくるのだろうか。またひとつ、毎日の楽しみが増えた。




　○月×日

　彼の出方を探るため、ここ最近は外出もせず家でダラダラしている風を装よそおってみた。研究日誌を見ると、最初は気合が入っていたのか堅苦しい文体を用いていたのだが、最近は力尽きたのかフランクな調子に戻っている。その浅ましさは思わず抱きしめたくなってしまうほどである。

　しかし研究に飽きられてしまっても詰まらない。適度に材料を与え、彼を喜ばせてあげなくては。




　○月×日

　スマートフォンをねだるフリをして、彼の動向を窺うかがう。予想通り私への疑念を燃やしてくれたようだ。

　きっちりとオチをつけるため、うたた寝をしてる彼の指を使って指紋認証を行い、ゲームをやっている姿を見せた。こちらも予想通り、がっかりしてくれた。

　彼は気づいていなかったようだが、その前に私はある仕込みを行っている。対象が起きる直前を見計らって、彼の想おもい人である議長に電話を掛け、すぐに切ったのだ。

　彼が起きると、すぐに彼女から折り返し電話がかかってきた。研究日誌には、

『この事件の直後にも部に関連した重要な情報がこのスマホに入ってきた』

　などと澄ました記述しかなされていないが、その後彼らは延々と長電話を楽しんでいた。部の情報のやりとりなど、全く行おこなっていない。よくもあんなに長く、他愛もない雑談を続けられるものだと感心する。

　その後対象は朗らかな顔で記録をつけ、朗らかな顔で眠りについた。




　○月×日

　久々に外出すると、対象は律りち儀ぎに尾行してきた。そのスパイごっこ的興味は微笑ほほえましいものだが、少々うざったくもある。タイミングを見つけて撒まきたいものだ。

　私が友人と会っていると、どうやら対象はスマートフォンを取り出し写真を撮っているようだった。しかし写真を撮るだけにしては、操作を行っている時間がやたらと長い。私はその隙を見計らって、友人を連れて公園の外に出た。ちっとも技巧などは凝らしていないが、尾行はそれきり潰ついえた──彼は何をやっていたのだろうか。

　帰宅後、彼が熟睡しているのを見計らって、その日誌を読む。

『震える手を必死に押さえつつ、私はその女児の密会相手の少女を写真に収めた。その姿が克明に写っていることを確認する──その一瞬、彼女たちの方から目線を外した。

　次の瞬間、目線を元へと戻すと、二人の姿は忽こつ然ぜんと消え去っていた。』

　これがその記述だが、どうにもおかしい。私たちは普通に歩いて出ていっただけだし、彼の言うとおり一瞬目を離しただけならば、絶対に見失うことなどなかったはずだ。

　私は手がかりを求めて、再度彼のスマートフォンを調査することにした。彼の撮った写真は至って凡庸なものだ。何らかの理由を見み出いだすことはできない。

　答えは、インスタントメッセージをやりとりするアプリケーションの中にあった。ちょうどその事件の時、彼は議長とメッセージをやりとりしているのだ。尾行の最中は気づかなかった議長のメッセージに、写真撮影をするために携帯を取り出して気づいたのだろう。それに応じるのに気を取られて、私たちの姿を見失ってしまったのだ。会話の内容は至って平凡で、決して喫きつ緊きんのものではない。

　しかし、自らの失態を覆い隠すために研究記録に虚偽の記載をするとは……。




　○月×日

　今日はどうやら夜を徹して私の監視を行うらしい。全くご苦労なことである。私の顔を突き回すなどひとしきり「調査」を行うと、自分の寝床へと行き、掛かけ布ぶ団とんに包くるまってスマホをいじっている。

　が、二時間ほど経たったあとで睡魔に負けたようだ。安らかな寝息を立てている。

　スマートフォンで何をやっていたのだろうか。気になってその画面を覗のぞいてみると、例のメッセージアプリだ。会話の相手は勿もち論ろん、彼の想おもい人である。

「そろそろ寝る？」

「いや、今日はちょっと、夜よ更ふかしをしようかと思っている」

「ふーん……じゃ、私も少しいつもより遅めに寝ることにしよう。もう少し運動の今後について議論を進めたいからな」

　そんな本心の見え透いたやりとりの後、彼らはまた延々と駄だ弁べっていた。どうしてこれが反恋愛運動に繫つながるのか、到底理解ができない。

　彼の裏をかこうとこちらも頑張って寝たふりをしていたわけだが、彼の幸せそうな寝顔を見ると無性に腹が立った。意味もなく安眠を妨害し、トイレに付いて来させた。




　○月×日

　先日来、対象と議長とのメッセージ・アプリ上でのやりとりを監視しており、今日は彼女が繁華街に出るという情報を摑つかんだ。彼女は一緒に回りたい風な雰囲気を出していたが、朴ぼく念ねん仁じんたる対象はそれに全く気づかずにスルーしている。これではいけない。

　こちらにも少々用事があったこともあり、電車に乗って繁華街まで出かけることにした。

　予想通り対象は、私を尾行してきた。目的地点にたどり着き、なんとか議長の姿を見つけ出す。私は対象と彼女とが鉢合わせするように仕向けた。

　その目もく論ろ見みは上手くいき、対象は私を尾行していたことも忘れて、議長との会話に夢中になっている。

　その隙に後ろへと回り込むと、対象はしばらく見失った私の姿を探していたのだが、すぐに諦めてしまい、買い物をしていた彼女に付き合うことにしたようだ。それを逆に尾行しはじめたのだが、他の有象無象のカップルと何も変わらない休日デートを楽しんでいたため、アホらしくなって用事を済ませて帰った。




　○月×日

　しかし対象の研究日誌に出てくる「少女に関する識者」「特殊研究家」とは何者なのか。完全に犯罪者予備軍ではないか。おそらく同年代の女性から全く相手にされないがために、それよりも弱い少女へと興味の対象を移したのだろう。卑劣な醜男ぶおとこに違いない。




　○月×日

　性懲りもなく、今日は夕方に尾行を仕掛けてきた。議長同伴である。本当に対象には研究を遂行しようという意志があるのか？

　私が自転車で移動し始めると、彼らは議長の自転車に二人乗りして追いかけようとしてきた。

　わざと交番の前を通過すると、何も考えていない二人はそのまま追ってきて、案の定お巡りさんに止められてしまった。

　先日のように後ろに回り込む。対象はやはりちょっとこちらを探すような素そ振ぶりを見せてから、諦めて放課後デートを敢行することにしたようだ。実に充実した高校生活を送っている。




　　　　○




「何か言うことがあるかね」

　落ち着いた調子でそう言う女児に俺は何も反論ができず、逃げるように家を飛び出すと近くの公園まで走った。

　叫んでこの恥ずかしさを発散させようと思ったのだが、もう夜も遅いというのにも拘かかわらず人がいたため思いとどまる。

　こんな時間に何をしているんだ。自分のことを棚に上げて、俺は非難を込めてその人影を睨にらみつけるが──それはよく見知った人影だった。

「あれ、こんな時間に……夜の散歩かな？」

　瀬せヶが崎さきはいつものように爽やかに微笑ほほえみながら、こちらに歩んでくる。

「……お前こそ、どうしたんだよ」

　走って乱れた呼吸を整えながら、俺は問う。瀬せヶが崎さきは表情を崩さずに、それに答えた。

「公園に落ちているゴミを拾っているんだよ。日課なんだ」

　字じ面づら通りに受け止めればボランティア青年のようでその素晴らしさに驚嘆してしまうが、そうではないことを俺は知りすぎてしまっていた。おおかた、地面に残った少女の靴底の跡を写真に撮ったりスケッチしたりしていたに違いない。

　彼と偶然こうして会うことで、更なる反省が俺の中に湧き上がってくる──俺はこの研究を通して、当初の目的であった女児のことを知るよりも、むしろ瀬せヶが崎さきの普段のヤバさを知る結果になってしまった。

「そういえば、妹さんのその後はどう？　今度家に遊びに行ってもいいかな？」

　瀬せヶが崎さきはそう言って、こちらにずい、と詰め寄ってくる。どうしてか俺はその彼の申し出を、快諾する気にはなれなかった。憎いはずの女児だ、彼女がどうなろうと俺は構わないはずなのに──

　そんなことを考えているうちに、家を飛び出したときの恥ずかしさは落ち着き、代わりに瀬せヶが崎さきに対する危機意識が心の中に広がっていった。

　俺は彼の方を見てぼんやりとした笑みを顔に貼り付けると、

「ああ、またそのうちな」

　という、「今度飲みましょう」と同様に果たされる可能性の極めて低い約束を結び、また軽く走って家に戻った。
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　反恋愛革命の全世界同時実現を目指して日々邁まい進しんしている我々だが、そんな革命戦士にも休息は必要である。既に数多あまたの実例が示しているように、あまりに運動だけに没頭しすぎると大局を見失い、不必要な損耗で自身を滅ぼす結果ともなる。そのため、反恋愛主義青年同盟部では定期的に休日を設け、自身のやってきたことを客観的に見直す日としていた。

　そんな休日のある日曜日、普段ならもっと遅くまで惰眠を貪っているはずが、録画ができないなどと言って半べその女児に叩たたき起おこされて代わりに設定を行い、リビングで眠い目をこすりながら彼女の熱狂するアニメをぼんやりと眺めていた。

　こういうものが少女の間で人気であり、一部の大人にも愛されていることは知っている。しかしどうも俺にはノれなかった。ひとつにはそれが、これまで平凡な日常を送ってきた俺を責めるところがあるからだ。自分よりも歳としのいかない少女が、与えられた力を用いてその身を犠牲にしてまで巨悪と闘っているというのに、俺は力もなくただ漫然とソファに寝そべるだけだ。少女が苦痛に顔を歪ゆがめる中、俺は気の抜けた顔で画面を眺めつづける。ふと我に返ってそんな隔絶に気づくと、内容に集中できなくなってしまうのだ。

　そんな俺とは反対に、女児はかなり熱中していた。テレビにべったりとくっついて視聴している彼女を、少し離れた場所まで引きずっていくのだが、すぐにまたテレビの前にずりずりと戻っていってしまう。そんなことを何度か繰り返して、俺は諦めてしまった。実年齢的にはもちろん、見た目年齢的にもそろそろこういったものから離れていく年頃だろうに、女児の熱狂には凄すさまじいものがあった。立場的にはむしろ倒される巨悪に相当する彼女は、しかしそれを倒そうと闘う少女たちに声援を送っている。

　番組が終わると、女児はふぅ、と大きく息を吐き、キラキラとした目でこちらに笑顔を向けてくる。

「今日も面白かったな！」

　いつもなら適当にハイハイ言ってあしらうところだが、今日はなんとなくつっかかってみたい気分だった。

「へー、そうですか」

　俺のそんな気のない返事に、女児はカチンと来たようだ。一緒に見ていた俺にも「面白かった」と言ってもらわねば気が済まないのだ。

「……どこが気に食わない。一分の隙もない、完璧な物語だ」

　声を震わせて女児は言う。彼女を怒らせることに若干の満足を覚えながら、俺は続けた。

「本筋に関しては良いと思うんですがね……やはりなんだか、義務のようにとってつけたような要素があるじゃないですか」

「そんなものはない、全てが必要に応じて組み込まれ、精巧な機械のように組み合わさって全体を構成している」

「いやー、いらないところあるでしょ、ほら、恋愛要素とか」

　俺が言うと、女児はフン、と鼻を鳴らして反論を始めた。

「いいかい、恋愛というのは人類の根幹をなす一番重要な要素なんだ。それが多少組み込まれていたところで、この物語をぼやけさせるどころか、むしろ現実味を与えてくれる。彼女たちが戦士であるとともに人間であるという、その振れ幅を効果的に見せるための自然な要素、それが恋愛なんだよ。考えてみたまえ、人間なのに恋愛要素が無かった君のこれまでの人生が、物語としてテレビで放映されるに足る面白さを備えているか？　君の人生など、小学校では適当に友だちを作って遊んでいたが、中学以降なぜか作れなくなり、恋人などできるはずもなく、ぼんやりとご飯を糞くそに作り変えながら無為に生きてきた、というだけで記述のできる、どこにでもいる代替可能なコミュニケーションに難のある男の人生じゃないか。嫉妬だろう、そうなんだろう、こういった物語に熱中できる我々には茫ぼう洋ようたる未来が広がっているというのに、自分にはそれがない。彼女たちは自分より年下なのに恋愛に夢中になれているのに、自分はもう諦めるしかない。そういったルサンチマンの裏返しなんじゃないのかね、君の批判というのは！」

　ちょっと批判しただけでものすごい言われようだった。なんで一言文句を垂れただけで、これまでの人生を透視されてそれを全否定されなきゃならないのか。

　少し泣きそうになりながらも、俺は尚なおも彼女に食って掛かる。反恋愛主義青年同盟部員として、この恋愛要素を認めるわけにはいかなかった。

「いやしかし、これは俺の独自意見というわけではないんですよ。ほら、ネットの書き込みを見てください」

　俺は女児に、インターネットの掲示板に書かれた先ほどの番組に対するコメントを見せる。痛烈な批判が並ぶなか、主張として一番多いのは「男女の恋愛要素が不要」という意見だった。

「ほら、皆そう考えてるんですよ。男女の恋愛なんて不要なんです。この物語は、元来不自然なはずの恋愛を、このように勧善懲悪の物語の中に混ぜこむことによって、まだ年とし端はの行かぬ分別のない少女たちを洗脳するためのものなんです。悪を倒す正義のあのキャラが恋愛をしている、ならば男女の恋愛というのは正義なのだ、それを否定するのは悪なのだ、という論理のすり替えによって、恋愛脳を作り上げるための、プロパガンダ映像なんですよ！」

　口から出まかせを言っているうちに、なんだか本当にそんな気がしてきてしまった。

　女児は俺の言葉を聞きつつ、ネットの書き込みを眺める。そのあまりにも汚い物の言い方にショックを受けたのか、段々とその顔色は青ざめていく。かと思うと、スクロールして最後まで見終わるころには、怒りで真っ赤になっていた。

「くだらないよ、くだらない。こんなインターネットの書き込みなんて、君と似たような恋愛から見放された非リア充が、深夜アニメのキャラクターを壁紙にした無駄に性能の良いパソコンで、アニメキャラのプリントが掠かすれたトレーナーを着てなぜかバンダナを巻きながら、真っ暗な部屋のなか無刻印のカチャカチャうるさい音のするキーボードで書き込みをして悦に入っているだけのものなんだ！」

　なぜかオタク像が一昔前の女児だった。熱しきってしまった彼女は、なおも続ける。

「結局君たちは、恋愛の妙味を知らないからこそこうした的外れな評論をしてしまうのだ。君たちに備えられた『性欲』という三大欲求のひとつが満たされないことで、おかしくなってしまっているんだよ。目が曇っているんだ。君たちだって、恋愛のひとつやふたつしてみれば、こんなバカげた批評をすることはなくなるだろうね」

　女児はそう言い切ると、ニヤッ、とこちらを見て笑った。勝ったつもりなのだろう。

　しかし俺は、女児の凄すさまじい物言いにも負けず、反抗を続ける。

「いや、俺はそんなことにはなりませんよ。恋愛などというものは、我々の理性によって克服できるものなんです。その欺ぎ瞞まんを知ってしまった我々は強い。そもそも『恋愛をしてみれば変わる』というのが成立しないんです。俺らは自ら進んで、恋愛を断たっているんですから」

　女児はそんな俺の言葉を受けて、ぐぐっ、と詰まってしまった。女児の主張では、俺らは恋愛経験によって変わるというのだが、そもそも恋愛を排除して生きている俺らがそれを経験するはずもなく、したがって変わることもない。女児の主張は確かめようもないのだ。

「そんな屁へ理り屈くつを捏こねくり回しているからモテないんだ！」

「まだ分かっていないんですか、そもそもこちらは『モテ』という評価尺度に疑いを持っているんです」

　この議論はどこまでいっても堂々巡りだ。俺らと恋愛至上主義者との会話は嚙かみ合あうことがない。だからこそ我々は、段階的に反恋愛を推し進めていくのではなく『革命』を目指すしかないのだが。

「ええ、本当に面倒くさいな、君は」

　女児はそう言うと、腕組みをして考えてから、ぽん、と手を打った。

「それじゃ、体験してもらおうじゃないか。現実ではできないというのなら、仮想だ」

　そんな突拍子のない物言いに驚いて、俺は聞き返す。

「仮想上、ってどういうことですか？　もしかして恋愛ゲームですか、そんなものは効きませんよ」

　確かに恋愛ゲームや小説で恋愛の幸せな甘さを思い知らせることは、我々を揺さぶる上で効果的かもしれない。だが反恋愛主義青年同盟部では、まさにその恋愛ゲームを活用して、我々の反恋愛精神を高めるための訓練などを行おこなっている。そんなものは最も早はや俺には効かないのだ。

「いいや、そんなちんけなものではない」

　女児は胸を張ってそう言うと、彼女の大切なものを入れてある箱の中をゴソゴソやって、何かを取り出した。ダンボールを切り取り、いくつかのパーツを組み合わせて貼り付けたものだ。

「ＶＲだよ。このゴーグルをかぶって、君には通常のディスプレイでは得られない、本物としか思えない体験をしてもらう。それによって、恋愛が君を動かすかどうか、試してみようじゃないか、というわけだ」

　女児は自信満々にそう言ってみせる。どうやらその手に持ったダンボール細工はＶＲゴーグルのつもりらしいが……。

「それ、ダンボールじゃないですか。ほぼゴミですよね」

　俺が言うと、女児はペシンッ、と俺の頭を叩たたいた。

「たわけ！　私が手ずから作ったゴーグルを、ゴミ呼ばわりとは何事か！」

　仕方なく俺は、女児の作ったというダンボールのＶＲゴーグルを頭に巻きつける。

「やっぱり何も見えないですよ、真っ暗です」何らかの細工があるかというと、そうではないらしかった。「ただのゴミじゃないですか」

　視界を奪われた俺の背中を、女児が蹴る。

「内容は直接脳に投影される、問題ない」

「えっ、怖い」

　完全に幼女だと思って舐なめきっていたが、彼女はこの世界を侵略しに来ている地球外生命体であり、まさに人じん智ちを超えた能力を発揮できるのだった。俺の脳に何らかのイメージを誘起させることなど、朝飯前なのだろう。

「え、でも……それじゃ、このゴーグルいらないですよね？」

「気分が重要なんだ！」

　女児はそう言って会話を打ち切ると、ぶつぶつと耳慣れない声で何やら唱えはじめた。

「なんですかそれ、そういうのあったんですか……っていうか魔法みたいでテンション上がりますね！」

「気が散るから黙っていてくれ……これは君の脳に聴覚から働きかけて、一種の催眠状態にするためのものだ。そう、君が夜中にこっそりと聴いて練習している、催眠音声のようにね」

　何な故ぜかバレていた。身体が急に熱くなってくる。

「安心したまえ、私のものは完璧にかかる。普段君はうまくかからず、結局催眠ではなくお姉さんに甘やかされる系の音声を聴いて寝ているようだが、そういう心配はいらないよ」

「……なんでそこまで!?」

　そんなやりとりをしているうちに、急速に意識が遠のいてきた。

「…………どうやらかかってきたようだね」

　女児はそう言ってしばらくまたゴニョゴニョと唱えると、ふぅ、と息をつき、説明を始めた。

「これは君自身の、未来の物語だ。ある選択をすることによって、君にはこんな未来が待っているはずだ。今から先のいくつかの年代を切り出して、そこでの一幕を君に見せよう。

　──そうだ、今みたいに【反恋愛を貫き通した時】と、そうではなく【恋愛を受け入れた時】、二つの場合の未来を、交互に見せようじゃないか。この残酷な対比を経てまだ君が、恋愛など必要ないなどと言えるのなら……大したものだよ」

　女児がそう言い終えるのと時を同じくして、俺の意識はぷっつりと途切れた。




　　　　★　　★　　★




一年後──【反恋愛を続けた場合】




　俺の高校三年間は、あっという間に過ぎていった。高一の冬に彼女と出会ってから、俺の高校生活はそれまでの何の起伏もない日常から、灰色の反恋愛闘争生活へと塗りつぶされていった。

「もう……あれから二年か」

　他に誰もいない反恋愛主義青年同盟部の部室で、俺はひとりつぶやく。一年上級の神しん明めいさんは既に卒業し、現三年の他のメンバーは受験勉強のために一時戦線を離脱している。天あま沼ぬまは武装闘争で無茶をしすぎて、今は入院中だ。後遺症は残らないそうで、それは不幸中の幸いだった。

　受験は間近に迫っている。俺もうかうかしてはいられなかった。だからこの反恋愛主義青年同盟部の部室で、参考書を開くのだが……なかなか集中ができなかった。

「どうして……こんな風になってしまったんだろうな」

　メンバーが続々と集まり運動が勢いづいていた時期は、俺たちにも希望があった。だがそれから運動を続けるにつれ、この規模で展開していくことに限界を感じはじめたのだ。

　それから俺たちの行動は、日に日に過激になっていった。自分たちが同じようなことを繰り返しているマンネリ感を払ふつ拭しよくするために、何よりもこの厳しい現実を少しの間でも忘れられるようにと、俺らは身体を張り、社会性を投げ捨て、運動に邁まい進しんした。

　結果がこれである。無茶をしすぎた天あま沼ぬまの入院を期に、反恋愛主義青年同盟部は空中分解した。後輩の天あま沼ぬまを怪け我がさせてしまったという事実は、議長の領りよう家けをひどく苦しめた。こんなことはなんでもないと空元気を見せる天あま沼ぬまを、しかし領りよう家けは毎日毎日見舞いに行った。そんな議長・領りよう家けの不在、そして受験が近づいているということも相あい俟まって、部員たちは一人、また一人と部室に来なくなった。

　反恋愛など、もう諦めるべきなのかもしれない。俺はこれからもっと別の道を歩んで、夢中になれる別の素敵な何かを見つけるべきなのかもしれない。

　だが俺の心には、どれだけ消そうと思って水を浴びせかけようとも、反恋愛の炎が消えずに残っていた。俺にはこれしかない──そんな思いを抱いてしまっていたのだ。

　参考書に落とした目線は、ひとつところに留まって文章を追ってはいかなかった。鉛筆はノートの上で、ただ同じところをぐるぐると周回しつづけていた。

　そんな時、部室の扉が静かに開かれた。

「……ああ、高たか砂さご。来ていたのか」

　領りよう家けだ。あれから二つ歳としを重ねた彼女は、出会った頃よりもずっと綺き麗れいになっていた。これからもどんどん美しくなっていくだろうことは、想像に難かたくなかった。

「領りよう家け、今日も見舞いに行っていたのか」

「勿もち論ろんだ。皐さつきの怪け我がは、全て私の責任なのだからな」

　この責任感の強さは、ある時までは部をひとつに纏まとめるのに確かに役立っていた。しかし今は、それが災いして組織を分解させてしまったのだ。

　そのことについて、俺は何度も彼女に提言をした。しかしその度に、俺たちはひどい喧けん嘩かを起こした。もうそれに触れる気力は、俺には残されていなかった。

「……そういえば、領りよう家けはどこの大学へ行くんだ」

　俺が問うと、彼女は軽い口調で返した。

「さあな、行けるところに行くさ」

　彼女の成績は極めて良い。その気になれば、どの大学にだって入れるだろう。

「大学へ行っても……その、運動は続けるつもりなんだろう？」

　俺のその言葉に、領りよう家けはフン、と鼻を鳴らす。

「決まっているだろう。続ける、続けないなどと選べる問題ではない。これは私の人生に消えぬように刻み込まれた、使命なのだからな」

　その言葉に俺は、何よりも安あん堵どした。

「俺も勿もち論ろん、進学しても運動を辞めるつもりなんてない。むしろ大学なんて行かずに、運動だけやってようかと思うくらいだ」

　領りよう家けはそんな俺の言葉に、ニヤリと笑った。

「流石さすがは高たか砂さごだ、古参部員なだけあるな」

　その何気ない言葉を受けて、消えていった皆のことがふと思い出されて、二人の間に微妙な沈黙が流れる。そんな気まずさを払ふつ拭しよくするように、俺は明るく言った。

「なあ、一緒の大学に行って、一緒に運動を続けないか？　大学にはきっと、反恋愛サークルなんてないだろう。だから、一人ひとりでやるより、既に経験のある二人で立ち上げる方が、効率的じゃないか」

　そんな風に提案した俺を、領りよう家けは少し恥ずかしそうに叱責した。

「馬鹿者、そんな……『一緒の大学に行こうね♡』、などというリア充じみたことを、我々ができるはずないだろう！　各自の能力に合わせて、それぞれ考えて大学を選ぶべきだ」

　至極真っ当な意見だったが……どうにも俺には、これからも領りよう家けと一緒に運動を続けて行きたい気持ちを諦めきれなかった。

　幸い、彼女の目指す大学は想像がついた。運動にのめり込みすぎて落ちぶれた俺の今の成績からすると幾分ハードルが高いが……頑張るしかないだろう。

　それまでやる気のなかった俺だが、一つの目標を得て急に火がついたように勉強をしはじめた。集中し始めると、勉強というものは大した困難ではなかった。答えが既に存在しているものに対して解答を作ることは、これまで俺たちがやってきたことに較くらべれはずっと簡単だったからだ。やるべきことをやれば、着実に成績は上がる。俺には目標があった。だから、やるだけだった。




　次に領りよう家けに会ったのは、卒業式の日だった。その前の合格発表の日、見事志望校に合格した俺は、しかし同じところを受けたはずの領りよう家けを、見つけることができなかった。

　三年ではクラスが分かれてしまったため、俺は卒業式が終わるやいなや、彼女の教室へと飛ぶようにして向かった。

「おい、領りよう家け」

　証書を手に帰ろうとする彼女に、俺は声を掛ける。彼女の顔は、いつになく明るかった。

「高たか砂さご！　私もお前に会おうと思っていたんだ」

　彼女は駆け寄ってくる。窓から入ってくる春の日差しを浴びて、彼女の姿は輝いて見えた。

「もう皐さつきに会ったか？　すっかり元気そうだぞ！」

「いや、まだだ。そうか、受験があったからな」

「今から一緒に、会いにいこう。見たか、あいつ卒業式で泣いてたんだぞ」

　そう言う彼女も、なんだか泣きそうに見えた。

「そういえば領りよう家け……○○大の合格発表で見なかったが……」

　俺が本題に入ると、領りよう家けははにかむように笑った。

「ああ、そのことか。どうして私がそこに出願したことを知ってるんだ？」

「いや、なんとなくだよ。そこを受けたんじゃないかと思ってさ」

「なるほど、お前の勘はいつも冴さえてるな」

　領りよう家けはそう言うと、あっけらかんと言って笑った。

「その大学の受験日だがな、皐さつきの退院の日と重なってたから、行かなかったんだ」

　俺は絶句する。しかし領りよう家けは、尚なおも軽い調子で続けた。

「お前、受かったんだってな。先生たちの間で、ちょっと噂うわさになってるみたいだぞ、一学期までのあの成績でよく受かったって、凄すさまじい追い上げだった、って」

　自分のことを自慢するように言う領りよう家けに、俺は何も言えなくなる。

「私は、これから受ける後期試験だな。残念ながら○○大ではやってないから、違うところに出願したが……進路は違えど、反恋愛の魂は一緒だ。革命を成し遂げるため、頑張っていこうな！」

　そんな言葉に、俺はなんとか笑みを作って応じる。しかしどう頑張っても、その笑顔を保ち続けることができなかった。




　　　　★　　★　　★




一年後──【恋愛を認めた場合】




「ね、そろそろ休憩しようよ」

　領りよう家けは身体を後ろへ傾け、ベッドに頭をもたせかけるとそう言った。

「まだ一時間もやってないだろ、もう少し頑張れよ」

「もう疲れた！」

　領りよう家けは会話を打ち切るようにそう言うと、机の向かい側で問題集を解いている俺の方へ、ゴソゴソと膝立ちで迫ってくる。それから背中に覆いかぶさるようにもたれると、俺の肩の上に顎を載せた。彼女はそこから俺の開いていた問題集を眺める。

「えーと、その問題は……Ｂだな」

　背中に弾力のある膨らみが押し付けられ、俺の集中力も限界を迎えた。

「あの、領りよう家けさん……胸が当たってるんですけど？」

「ふーん、そう。何か問題でもあるのか？」

　どうやら俺の集中力を削そぐために、わざとやっているらしい。卑ひ怯きようだ。まあ、こんな手に毎回引っかかってしまう俺にも問題があるといえばあるのだが。

　俺と領りよう家けが付き合いはじめて、もう一年になる。今は大学受験に向けて二人で勉強をしているのだが……こうして何かと中断してしまうことがしばしばだ。しかしそれを補って余りある領りよう家けの教え上手により、二人とも模試では既にＡ判定が出ていた。もちろん、志望校は二人とも同じ、○○大学だ。

　ノートの上に鉛筆を放り出すと、領りよう家けはさらに俺の背中へと体重を預けてくる。彼女の体温が、背中にじわじわと伝わってくる。彼女の腕が腹に回され、ぎゅっ、と強く締め付けてきた。ちょっと痛いくらいだ。

「ふぅ……充電充電」

「一時間もしないで充電が切れてたら、入試本番どうするんだよ。英語なんて二時間もぶっ続けなんだぞ」

　領りよう家けの温かさを背中に感じながら俺が冗談めかして言うと、領りよう家けは案外素すで返してきた。

「一時間やってあとは寝る。休み時間には人目をはばからず充電させてもらうからな」

　酷ひどい時間配分だが、領りよう家けの場合は本当にそれで受かってしまいそうだから、あまり冗談とばかり言ってはいられなかった。

「休みの度にそんなことをしていたら、周りの受験生の顰ひん蹙しゆくを買うぞ」

「いいじゃないか。彼らの平常心を削そぐことができれば、私たちが合格できる可能性もほんのすこしだが上がるんだからな」

　そんな益やく体たいのない会話をしながら、俺は休憩がてら卒業アルバム係の仕事にとりかかる。既にほとんど紙面はできており、後は小さな誤字などを訂正する段階だ。

　皆の青春が溢あふれたその宝物のような数々の写真の中、俺はその内の一葉に目を奪われた。

「あ、これ、私たちじゃないか」領りよう家けはそう言って、クスクスと笑う。「懐なつかしいな、こんな格好で、『反恋愛運動』なんてやってたよな」

「うう……これが載ってしまうのか、ちょっとした黒歴史だぞ」

「いいじゃないか。それに……私たちが出会ったのは、この運動を通してなんだからな」

　領りよう家けはそう言うと、俺の腰に巻きつけていた腕を解き、机に向かった俺の腕に沿わせるようにして、その綺き麗れいな手を俺の手の甲にそっと重ねた。

　一年生のときの十二月に出会った俺らは、それから『反恋愛主義青年同盟部』という部で一緒に活動し、一年をその反恋愛活動に費やした。しかし俺は、その活動の中で皮肉にも領りよう家けへ恋心をつのらせていった。その矛盾に耐えきれなくなって、俺は領りよう家けに告白してしまったのだ。断られることを前提に、退部を覚悟したその告白だったが、領りよう家けも実は俺と同じ気持ちだったらしく、俺たちは付き合うことになったのだ。その結果として、反恋愛主義青年同盟部は廃部となり、他のメンバーもそれぞれに反恋愛以外の形で自分たちの才能を開花させていった。

「この写真の頃の私たちに、今のこんな状況を見せたら、どんなことを言うだろうな」

　領りよう家けは楽しげにそんなことを言った。

「まずは、『リア充爆発しろ！』だな。自己批判も要求されるに違いない」

「そうだそうだ。あの頃は真剣にそんなことを言っていたけど……なんだかんだいって、そういうのも、良い思い出になってしまったな」

　昔を思い出し、領りよう家けは少し感傷的になっているようだ。俺は、手の甲に載せられた彼女の手の指の間に、自分の指を滑り込ませて、軽くきゅっ、と挟んだ。領りよう家けはごく小さな、「……んっ」という艶なまめいた声を漏らした。

「これからも……たくさん思い出を、作っていこうな」

　俺の言葉に領りよう家けは小さく頷うなずいて、それから照れ隠しのように、俺の首筋をはむ、と甘あま嚙がみした。




　そんな弛たるんだ受験勉強をしていたのにも拘かかわらず、俺らは無事○○大学に受かってしまった。受験番号が列挙された張り紙を見ると、俺の番号の前後は抜けていた。受験会場で、休みの度に領りよう家けと楽しそうに話している俺を凄すさまじい目で睨にらんできた二人で、年格好からいって多浪の感じだった。刺されないように注意せねばなるまい。

　自分の受験番号を見つけたときは、「ああ、あった」程度の薄い感慨しか湧かなかったが、領りよう家けの番号があるのを見つけると、思わず「やった！」と叫んでしまった。

「高たか砂さごも、受かったんだな！」「ああ!!」

　俺の返事を聞くと、領りよう家けはじわっ、と目に涙を浮かべて、飛びつくようにして俺に抱きついてきた。彼女のその華きや奢しやな身体を、俺はぎゅっ、と抱きしめる。これでまた四年間、彼女と同じ学校に通える。自分が第一志望の大学に受かったことよりも、そのことの方がずっと嬉うれしかった。

　最難関校の一つだけあって倍率は高く、周囲には不合格の学生がたくさんいた。現実感のなさから曖昧な笑みを浮かべていたり、震える手で母親に落ちた旨むねメールを打ったりしている。これまで自分を支えてきた「勉強ができる」という唯一のアイデンティティが否定され、絶望に顔が土気色になっている者も少なくなかった。

　そんな中、恋愛を楽しみながらも合格を果たしてしまった俺と領りよう家けは、怨えん嗟さの対象以外の何物でもないだろう。勉強にだけ打ち込んできた自分が、いちゃつきながら勉強してきたカップルに負けてしまうなんて……もし昔の俺が逆の立場だったら、その場で「リア充爆発しろ！」と叫んでいたかもしれない。

　だが俺は、事はそんなに単純でないことを知ってしまった。領りよう家けが好きだからこそ、彼女と付き合っているからこそ、二人で同じ大学に通いたいからこそ、頑張れたのだ。恋人がいる、ということはマイナスの要素なんかじゃなく、俺のやる気を引き出して合格へと導いてくれる一番の立役者だったのだ。

　死者の群れの中を、合格した俺たちは腕を組みながら歩く。一緒に過ごす大学の楽しい四年間を夢想しながら、俺は隣にいる彼女のぬくもりを嚙かみしめるように味わっていた。反恋愛運動など続けていたら、この幸せは絶対に手に入らなかっただろう。あのときの決断を、今一層強く、正しかったと思えた。




　　　　２




「ふふ、どうかな。これで分かったろう、恋愛というものの素晴らしさを」

　急に降ってきた女児の声で、覚醒する。慌ててダンボールで作ったＶＲゴーグルを外した。

「鏡を見み給たまえ、こんなに緩んだ顔をしているぞ」

　女児が鏡を突きつけてきた。俺はそのだるんだるんに緩み切った顔を見て、すぐに引き締めようと力を入れる。だが、まだ頭の端々に残っている幸福な夢が俺をとろけさせて、すぐに表情がまた元に戻ってしまう。

「いいえ、全然素晴らしさなど感じませんでした。むしろ最初の方の、反恋愛を続けた方の俺と領りよう家け、そのブレない姿勢に、自分たちのことながら心酔してしまいましたね」

「しかし前半は、凄すさまじい顰しかめ面つらをしていたぞ。涙の筋まで残っているじゃないか」

「これは感激の涙です！」

　俺はそう言い訳をして、ゴシゴシとその跡をこすって消した。

「というかこれ、後半のやつは無理がありますよ。完全に洗脳のために捏こね上あげられたシナリオじゃないですか、都合が良すぎて未来という感じがしないです。こんないちゃいちゃしたカップルが、ちゃんと勉強もできるなんてあり得ないです。絶対に遊びすぎて落ちるか、いいとこ二人で仲良くＦランに入るかですよ」

　ついつい早口になりながら俺が言うと、女児はしかし余裕の笑みを返してきた。

「別に捏こね上あげたりなんかはしていないさ。実際、私は君が脳内で見ている内容は全然知らないんだからね。そのストーリーは全て、ある選択のもとでこうしたことが起こりうる、と君自身が考えていることなんだ。普段は見えないように隠しているそれを、私は引きずりだして鮮明に映し出してあげているだけにすぎない」

「……信じられませんね」

「思い出してみ給たまえ。君だけが知っているはずの情報が、使われていたりはしなかったかい」

　確かに腕に触れた領りよう家けの感触、その香りなどあまりにリアルで、本当に体験しているようにしか思えなかった。

「ほら、心当たりがあるんだろう」

「……とにかく、俺はまだ全然、説得などされてはいませんからね。別々の大学へ行っても、俺と領りよう家けは『反恋愛』の志で繫つながっている。俺たちの痛快な反恋愛革命劇が繰り広げられるはずです」

「そうかそうか、威勢がいいじゃないか。じゃあお望みどおり、大学入学後の生活を見せてあげるよ」

「望むところです！」

　俺はそう啖たん呵かを切ると、また女児の作ったダンボールのゴーグルを頭に巻き付け、ソファに横になった。女児はそれを見てクスクスと小さな笑い声を立てると、またよく分からない文言を唱え始めた。

　身体が、重くなる……。

「今度は前半に、反恋愛を諦めて恋愛を認めた方を映し出すことにするよ。さあ、まずは恋人のいる大学生活を存分に楽しみたまえ」




　　　　★　　★　　★




三年後──【恋愛を認めた場合】




　カーテンの隙間から漏れてくる光が、まどろんでいた俺を目覚めさせていく。薄目を開けると、もう辺りが大分明るくなっているのが分かる。八時くらいだろうか。

　しかしまだ起き上がる気にはなれない。ベッドの上で、ゆっくりと目を開いていく。

　下宿をはじめて最初に買った小さな折りたたみ式の机の上には、アルコール飲料の缶が置いてある。酒と言っても度数は低く、その缶はジュースと見間違うような可愛かわいらしいデザインをしていた。格好つけて飲み始めたウィスキーにハマって最近はもっぱらそればかりの俺からは、ちょっと縁遠い飲み物だ。

　起き上がる気になれないのは、布ふ団とんの暖かさが原因だ。安売りのセットで買ったものだから、本来はこんなに暖かくないはずなのだが……。

　そんな風に思考をたどっていくと、俺のすぐ横に、もう一つ熱源が寝ていることを思い出した。

「……ん、もう……朝？」

　領りよう家けだ。彼女は掠かすれた声でそう言うと、頭までかぶった掛かけ布ぶ団とんを少し下にずらして顔を出す。半同どう棲せいのような状態になって、もう結構長い。

　掛かけ布ぶ団とんから首がすっかり出て、ちょっと行き過ぎてその綺き麗れいな鎖骨が見え、肩のラインが露あらわになる。そのなめらかな肌色を、覆い隠すものは何も無い。

「……これでも着てろ」

　ちょっと目のやり場に困って、俺はベッドから起き上がると洗ってあった自分のシャツを渡した。領りよう家けはもぞもぞと布ふ団とんの中でそれを着ると、掛かけ布ぶ団とんからシャツを着た上半身を出して見せた。

「はは、ダボダボだ」

　そう言う彼女は、どこか楽しそうだ。まだ起き抜けで寝ぼけ眼のなか、腕を持ち上げたり肩をゆすったりして、俺のシャツの感じを確かめている。動くたびにそのゆるい半袖の袖口や襟元がきわどい部分をかすめ、ちょっと目を奪われてしまう。

　高校卒業後、同じ大学に進学した俺らは、相変わらず付き合っていた。いや、相変わらず、というのは正しくないかもしれない。俺たちの関係は順調に発展していって、こんな風に半分同どう棲せいのような生活をするまでになっていたからだ。

「なあ、これ似合うか？」

　領りよう家けは柔らかく微笑ほほえみながら、寝起きの舌足らずな声で俺にそう問いかける。

　大学に入ってから、彼女はますます綺き麗れいになっていった。高校のときからあった凛り々りしさに、最近出てきた健康的な色気が加わって、それらが相乗効果で彼女の魅力を際きわ立だてている。

「似合わない。自分で言ってただろ、ダボダボだよ。頭が冴さえたら、早く自分の服を着てくれ」

　俺はそう返答するが、領りよう家けはニコニコと微笑ほほえんだままこちらを見ている。俺が彼女のそんな服装に心惹ひかれてしまったことなど、お見通しなのだろう。

「……ええと、はい。可愛かわいいです……」

　諦めて正直に答えると、領りよう家けは「やった」と言って、ベッドに腰掛けた俺にぎゅっ、と抱きついてきた。拘束するものが何もないシャツ一枚の状態で、弾力のあるものが背中に押し付けられる。……こちらの方も、以前より若干大きくなった気がしないでもない。

「あー、今日一限、必修だ。そろそろ行かないとな」

　半分自分に言い聞かせるようにそう言うが、領りよう家けは腰に回した手を離そうとしない。

「あの……行かなきゃいけないんですけど？」

「……やだ」

　領りよう家けは小さくそう言うと、さらに拘束を強めてきた。昔からの癖のように首筋を甘あま嚙がみすると、それからちょっと身体を起こして、俺の肩越しに顔をこちらに向けて、目を閉じて唇を少しだけ突き出す。抗あらがいようもなく、俺はその柔らかな唇に自分の唇を重ねた。

「これで許してもらえますでしょうか？」

　下手に出て俺が言うと、しかし彼女は「ふふっ」と笑っただけで俺の身体に回した拘束を解こうとはしない。

　胸元に回っていたその腕が、段々と下へ向かっていく。撫なでるように腹を越えて、その更に下へと這はっていった。

「……領りよう家けさん？」

「……高たか砂さごくん、大きくなってますけど？」

　俺の呼びかけに呼応させて、冗談めかして彼女は言う。

「こんなにして大学行くんだ？　もしかして……相手の女の子を見つくろいに行くだけなんじゃないの」

「これは朝の、生理現象でありまして……」

　そう言い訳をすると、領りよう家けは俺の耳たぶを優しく嚙かんだ。

「あ、またちょっと大きくなった。これも朝の？」

「……あのな」

　俺は強引に領りよう家けの拘束を突破すると、ベッドの上に彼女を組み伏せた。形勢は圧倒的にこちらに有利になったはずなのに、彼女のその悪戯いたずらっぽい目線に射貫かれると、どうも強く出られなくなってしまう。

　余裕な笑みを浮かべながら、仰向けの彼女は俺を見上げている。その顔の造形の美しさは、俺の心をざわつかせる。そこに不思議な引力があるかのように、俺はまた彼女のぷっくりとした唇に口づけをしていた。

　そのまま俺は、上体を少し下ろして彼女に自分の身体を寄せると、その白い首筋にもう一度キスをした。心のざわつきが更に大きくなって、心臓がどくん、どくん、と強く打つ。

「あれ、大学に行くんじゃなかったのか？」

　ちょっと嗜し虐ぎやく的に、領りよう家けは言う。

「……うるさい」

　俺は簡潔にそう言って会話を打ち切り、彼女の肩の後ろに自分の腕を回して、覆いかぶさるように身体を密着させた。




　　　　★　　★　　★




三年後──【反恋愛を続けた場合】




　旧式の目覚まし時計ががなり立てる音で飛び起きる。窓から入ってくる光とその文字盤から察するに、朝の八時だ。耳元で鳴るその大音量を、時計上部のベルを強引に押さえてとりあえずの消音を行う。

　なぜこんな時間に目覚ましが鳴るのだろうか。記憶が定さだかではないが、寝たのは明らかに明け方過ぎだった。完全に夜型になっていた俺は、そのままいつものように十時間ほど惰眠を貪るつもりだったのだが……と考えていき、夜の八時のつもりで目覚ましを仕掛けたことを思い出す。俺らの作戦はもっぱら夜に行われているのだ。

　小汚い部屋の床には、大型のペットボトルが何個も転がっている。その形状からラベルを見るまでもなく、甲類焼酎だと分かる。最近は酒といったらこれだ。

「うるせえなあ……」

　近くにあったソファの上に築かれていた毛布の山が、のそっ、と動き出す。

「あ、すみません。設定間違えてて……」

「殺すぞ」

　ここは大学構内にある、サークルや部活動の部屋がたくさん入った建物だ。俺らの組織はその会館の運営委員を乗っ取り、事務室で寝泊まりをしていた。

　殺気立っているのは先輩のひとりで、もう八年も大学生をやっている。彼はもぞもぞとソファに寝そべったままで床のペットボトルをひとつ拾い上げ、キャップを開ける。と、つづけてなにやらジョボジョボという謎の音が続いた。

「あ、やべ」

　何やら不吉な声が聞こえたが、ここでそんなことを気にしていては身が持たない。俺はもう一度目覚ましをセットしてから、二度寝するために布ふ団とんを頭までかぶって目を閉じた。




　領りよう家けとは別の大学に入った俺は、卒業式以来一度も彼女に会っていない。高校を卒業してから幾いく許ばくも経たっていないのに旧友に会うのはなんだかバツが悪かったし、何よりもそういった行為を最も忌いみ嫌きらうのが反恋愛主義青年同盟部だった。しかし運動を続けていけば、いつか必ず彼女と合流する日が来るはずだ。そんな思いで、俺は孤立無援のこの大学において同志を探していた。大学は広く、高校のように上う手まくはいかない。

　ある日、仲間を見つけられない俺は一人で食堂に座って、購買で買った通常の二倍の量が入ったカップ焼きそばをガツガツと食べていた。味変えのために食堂備え付けのソースを追加で掛けていると、ぞろぞろとやって来たインカレテニスサークルのクズどもが、「あのー、そこ私たちの席なんですけど」などと臆面もなく言い出した。

　食堂は公共の場所であり、「男はＯＯ大、女はＸＸ女子大で構成」などとシラフでのたまう絶望的な倫理観を持ったテニスサークルがワイワイやるための場所ではない。

　俺は彼らに反論しようと口を開くのだが、言葉がうまく出てこない。ここ半年、「お願いします（弁当を温めるか聞かれて）」「Ｓｕｉｃａで払います」以外の発話をしていなかったのだから、それも仕方のない話だった。

「おい、口パクパクさせてどうした、金魚かよ」

「ったく、陰キャが食堂なんて使うんじゃねえ、面倒くせえな」

　などと、大学デビューの男たちが悪ぶった態度を見せて女子にアピールしようとしている中、俺は身体の中にふつふつと煮えたぎる怒りと、何も口にできないもどかしさとで視界が暗くなってきていた。

　そんな中、少し離れたところに座っていた小汚い男たちがツカツカとこちらに向かってくると、平穏な顔で席が確保されるのを待っていたＸＸ女子大からわざわざやって来て将来高収入を得るだろう旦那を見繕い高層マンションの上層に住む主婦になることを計画しているだろう女に、ドボドボと何らかの液体を頭から掛けはじめた──手に持っているのは、カップ麵の汁つゆやカップ焼きそばの湯切り汁を入れるために置かれていたバケツだ。

　その何の予備動作もない行為に、最初誰もが注意を払うことができなかった。何の躊ちゆう躇ちよもなくそういったことをやってのける人間がいることを、普段俺たちは想定せずに生きているのだ。そんな常識など全く通じない、ヤバい面々だった。

「え、なに」

　掛けられている女は、そんな素っ頓狂な声を出して周りを見る。しかし皆、彼らに抗議するどころか何も言えず、ただそのジャンクな匂いのする生ぬるい汁まみれの女から離れるだけだった。

「え、え……」

　やがて認識しはじめた自らに降ってきた理不尽な災難に、自らは何の能力も無いのに旦那の長期海外出張についていって海外での主婦生活をブログに綴つづることを夢想しているのだろう女の顔が歪ゆがむ。俺も頭の処理が追いつかず混乱している中、その女が汁を浴びて今にも泣き出しそうになっている場面を見て、今まで使ったことのない脳の片隅がピリピリと弾はじけるような快感を覚えていた。

「おい、一年生。ずらかるぞ」

　男たちの一人がそう言い、俺の首根っこを摑つかんだ。半分強制されるようにして俺は彼らとともに駆け出し、食堂から逃げ出した──それがこの、反恋愛団体との邂かい逅こうだった。




　あれから二年、俺はこの団体の下したっ端ぱとしていろいろなことをやってきた。高校のときの活動はまだ可愛かわいげのあるほとんど合法のものだったが、ここでの活動はその大半が違法だった。だからこそ、それが成功したときには足がガクガクするような興奮を感じ、それが病みつきになっていった。

　領りよう家けとは未いまだに連絡を取っていない。何度電話をかけようと、メールを打とうと思ったか分からない。しかしその度に、うまく説明できない後ろめたさが俺を引き止め、結局連絡ができていないのだ。彼女の方からこちらに接触してくることもなかった。

　他の大学で運動している同志のことはよく話題に出るが、領りよう家けの名前が出て来ることもない。もしかして、転向したのだろうか──そんな風に疑ってしまう自分を、俺はその度に強く叱責した。あれほど反恋愛の志に燃えていた領りよう家けが、革命を諦めるはずない。俺は自分にそう言い聞かせた。




　授業が終わるくらいの時間になって、やっと俺は目を覚ました。

「おう、高たか砂さご。ちょっと俺の代わりに窓口をやっておいてくれや」

　部室や共用部屋の入ったこの建物の事務室にいる俺らは、昼間はその窓口業務を行おこなっている。基本業務は鍵の貸し借り、部屋の予約、印刷機の管理などだ。基本的に暇な仕事であり、安いとはいえ時給が大学側から支給されるため、生活費の足しになる。

　俺が代わりに窓口へ行くと、机の上にはノートパソコンが置いてあった。画面に表示されているのは、二次元女が触手に巻きつかれている絵だった。鎧よろいが半分剝はがされて乳房が露出しており、何らかの媚び薬やくが盛られているのか悔しそうにしながらも快感に顔を赤らめていた。

「エロゲじゃないすか、何やってるんですか」

「だからエロゲだろ、意味が分からん」

　意味が分からない、というのはこちらの台詞せりふだ。人がほとんど来ないとはいえ、こんな公共の場で卑ひ猥わいなゲームをする感覚が分からなかった。

　しかしそんな俺のツッコミなど気にも留めず、先輩は冷凍庫を開けるとペットボトルを取り出した。中には白と黄色の入り混じったような何らかの物体が、冷凍されて固まっている。

「すみません……なんで溜ためるんですか」

「溜たまるものは溜ためるだろ、普通」

　普通の感覚がおかしすぎる。先輩が窓口からは見えない事務室の奥へと向かっていくと、すぐにそちらの方面から荒い息遣いが聞こえてきた。俺は無表情で、触手に発情している女の画像を見続ける。

　と、そんなとき、窓口に人がやってきた。女子学生だ。

「すみません、鍵を借りたいんですが……」

　鍵の貸し借りをする窓からは、ノートパソコンの画面がバッチリ見える。俺は慌てて鍵を探すフリをしてディスプレイを隠そうとするが、どうやらその女には見えてしまったらしい。

「うわ……最悪」

　渡した鍵をハンカチ越しに受け取ると、その女はひどく冷たい目線を俺にちらりと送って、足早に去っていった。

　俺のせいじゃないのに──そんな先輩への憤いきどおりとともに、女子に罵倒されることに何な故ぜか心の昂たかぶりを覚えてしまっている自分がいた。




　　　　３




「そろそろ終わる頃合いだろう。どうだったかね、大学での生活は」

　女児の声でまたもや目を醒さます。

「極端すぎますよ！　猿みたいに性交してるか、圧倒的な反社会に走るか、どうしてこんなになってしまうんですか!?」

　そしていずれのケースでも授業には出ていない。学生の本分は学業にあるんじゃなかったのか……？

「知らないよ、これは君の人生なのだからな。先ほども言ったが、いま君が見ている夢は、私が作り上げたものではない。君自身の想像を、少し手助けしてあげただけなのだからね」

　転向した場合の方の未来はいいところで切れてしまったが、それはもしかしたら自分の脳にその経験が無いから、イメージを作り出すことができなかったのかもしれない。そう思うとなんだか無性に悲しくなってきた。

「いいじゃないか、童貞だって。これから恋愛を受け入れ彼女を作れば、こんなチンケなシミュレーションではなく、本物の体験ができるぞ」

　頭のなかを透視したかのような女児の言葉に、恥ずかしさが込み上げてくる。確かにあの前半の、多幸感に包まれた感じを経験したくないといえば噓うそになる。

「いや、童貞は我々の誇りです。生涯貫きますよ。俺は魔法使いになるんです」

　あまりの目まぐるしさに頭が若干おかしくなりながら、俺は女児に応答する。

「それに、やはり反恋愛を続けた場合の未来は、楽しかったです。こんな経験、他の大多数と同じようにリア充をやっていたら絶対にできませんからね」

「いいかい、そうやって希少を貴重と取り違えることが、君たちの悪いところなのだよ。手に入りにくいからといって、チェーン店の百円で買えるハンバーガーより不ま味ずいものを有あり難がたがって大枚はたいて食べているのが君たちなんだ」

　見た目小四の少女に人生観を全否定される男子高校生の姿がそこにはあった。

「それに転向した側の夢を見ていた君は、先ほどにも増して緩みきった顔をしていたよ。よだれまで垂れていたじゃないか。ほら、また跡が残っているぞ」

　俺はごしごしとその跡をこすって、隠蔽する。

「ともかく……俺はまだ全然、説得されてなんかいませんからね！」

「無理はしない方が良いよ。これからどんどん、今の君には辛つらい場面がやってくるはずなのだからね」

「大丈夫です、反恋愛を続けることこそが俺の望みなんですから、非転向を貫き通せば俺の望んだ未来が待ち受けているはずなんですよ」

「そうか、君がそこまで言うなら止めないよ。さあ、ゴーグルをつけ給たまえ、続きをやろう」




　　　　★　　★　　★




五年後──【反恋愛を続けた場合】




　──今後のご活躍をお祈り申し上げます。

　そんな一文で締めくくられるメールを、俺はこれまで何通受け取ったことだろう。

　大分前に両親からは勘当され、学生を続けようにも続けられなくなった俺は、どうにかこうにか生活していくためにも就職活動を行おこなっていた。もちろん反恋愛活動を諦めるつもりはなく、むしろ大学から外に運動を拡ひろげていく目もく論ろ見みも持っていた。

　だが、現実は甘くない。

「お、高たか砂さご、また駄目だったのか」

　もう何年大学に居るのか分からない先輩が、カラカラと笑いながら俺を煽あおってくる。

「……うーん、やはり公安にマークされているのが、致命的なんでしょうかね」

　俺がそう言って自分を慰めようとするのを、先輩はしかし見逃さない。

「いや、それは関係ないだろ。もっとヤバい活動をやってたのに、高給取りになった奴やつをお前も知ってるだろう？　単純にコミュニケーション能力の欠如だろ、お前の場合は」

　そのあまりにも鋭い分析に、俺は咄とつ嗟さに軽口を返すこともできずに涙が出そうになってしまった。そんな俺を、先輩がまた笑う。

「泣くなよ」

「泣いてません」

「いや、完全に声が震えてるじゃねーか」

　閉館時間を過ぎて事務室のほかは真っ暗になったサークル棟、俺は遠くのトイレへとひとりで駆け込み、個室に入って一人でおいおいと泣いた。

　匿名でやっているツイッターに、「また祈られたんだが」などと書き込みそのメールのスクリーンショットを掲載すると、何人かから「いいね！」され、ＲＴされる。いろいろとラジカルなことを書き込んでいる俺のアカウントは一部のメンヘラや悪ぶりたい大学生・院生などに密ひそかな人気があり、そこで得られる承認だけが俺を慰めてくれていた。そんなものは空虚だ──そういった思いが頭に浮かぶたびに、俺はそれを打ち消すために「いいね！」やＲＴを稼いだ。

　ひとしきり泣いてＳＮＳでとりあえずの承認欲求を満たして精神を回復させた後、俺は事務室に戻る。そこには、俺より歳としが何個も上のはずなのに、全く就職活動などする素そ振ぶりも見せない先輩が何人もたむろして運動について楽しそうに話し合っていた。

　その姿を見ていると、俺もまだ大丈夫なのではないかという根拠のない自信が出てきた。中ちゆう途と半はん端ぱな社会活動など、反恋愛運動の邪魔になるに決まっている。

　そもそもこの「就職活動」などという制度が、俺らの倒すべき巨悪、恋愛至上主義による人類支配の手立てに違いなかった。そこで求められる「コミュニケーション能力」といういかがわしい名前で呼ばれる、ある一定の事柄に対する鈍さを特徴づける指標は、その洗脳が効きやすい者を選別するのに非常に有効なのだ。我々のもつ真実への鋭敏さというのは、空虚な幻想である恋愛をゴリ押ししようとする者にとっては邪魔でしかない。そこで、鈍感な一般人だけを集めて資金援助し繁殖を推し進めることによって、社会をより「良く」しようとするのが奴やつらの目的なのだ。

　そう思えてくると、一気にこれまでの就職活動なんていうものがバカバカしくなってきた。そうだ、次の面接では、面接官を罵倒してやろうか。上から目線で俺らに質問してくるその馬ば鹿か面づらを、いきなり叩たたいてやったらどんな顔をするだろうか。

　そんなことを夢想していると、先ほど落ち込んでいたことなどすっかり忘れてしまった。

「俺、ちょっとコンビニ行ってきます」

　そう言って出掛けようとすると、先輩たちから何個かおつかいの品を頼まれてしまった。しかし今の俺は、そんなことなどで一々文句を言う気にはならなかった。先ほどの落ち込みをバネにして、最高に気分が良かった。

　最寄りのコンビニに行って目的の品を買い、カップ酒を飲みながら帰る。その道中、小さな公園を通り過ぎた。高校の時、遅くなった帰りは領りよう家けとこうして買い食いをしながら、たまにこんな公園に寄って、ベンチに肩を並べて座り喋しやべったものだ。

　そんな思い出が頭をよぎると、急に彼女の声が聞きたくなった。泣いた時からちょっと、気分の乱高下が激しい。自分でそんなことを自覚しておきながらも、揺れ動いてしまう気持ちはどうにも制御できなかった。

　携帯を取り出す。何度携帯が壊れても、その番号だけは絶対に死守してきた。それは両親のものを除いたら、俺の電話帳に初めて登録された番号なのだ。

　領りよう家け薫かおる──その名前が画面に表示されると、止まったはずの涙が奥から急にまた湧き出してきて、視界を滲にじませた。今まではここで、常に自分を押しとどめることができた。何度も心細くなって電話をかけようと思ったが、その度に踏みとどまって来られたのだ。

　しかし今日は、違った。俺の震える指は、電話をかけるためのアイコンへと向かい、それを押した。

　心がざわつく。どんなことを話したらいいんだろう。いま領りよう家けは、何をやっているだろうか。ああ、こんな時間にかけて迷惑じゃなかったか。他の部員のこと、彼女は知っているかな。

　そんなことを頭に巡らせながらしばらく待つと、しかし戻ってきたのは、無機質なアナウンスだった。

「……お客様のおかけになった電話番号は現在使われておりません。……」

　心臓がずしり、と沈み込む。通話を終了すると、携帯を持っていた手が急に重くなった。

　それから急に、俺はある一つの事実に気づく。これは、俺の最後の心の拠より所どころだったのだ。電話をかければ、いつでも俺はあの高校時代と同じように、領りよう家けと話すことができる。もう一度、やり直すことができる。

　だからこそ俺は、これまでかけてこなかったのだ。こうなることが、怖かった。確かめなければ、それはまだ不確かなまま可能性として残っている。だからこそ、心の拠より所どころとして使うことができたのだ。

　俺は今、それを失ってしまった。

　支えを失って崩れ落ちそうになる中、耳が微かすかな物音を捉えた。公園の中からだった。俺はその音の正体を確かめるため、フラフラと音のする方へと向かって歩いて行く。

　小さな公園には、いくつかのありふれた遊具と街灯、そしてその下に照らされて、ベンチが置かれていた。そこに男女二人が、仲良く肩を並べて、手をつなぎ合って、囁ささやきあっていた。

　怒りなどは感じなかった。俺の中にあったのは、ただただ純粋な、破壊の衝動だけだった。

　俺はその公園の植え込みに落ちていた手頃な木の枝を拾い上げると、一直線に彼らのもとへ向かって無言でそれを二人目掛けて振り下ろした──




　　　　★　　★　　★




五年後──【恋愛を認めた場合】




　いよいよ大学生活も終わりに近づき、俺は就職活動の真まっ只ただ中なかだった。世の大学生と同様に、俺もやはり苦戦を強いられていた。受験とは違い数値がしっかりとは出てこない場所での闘いは、これまでに経験したことのないものだった。

　不安が募る中、机に置いたスマホが振動する。メールだ。

　開いてみると、それは文面が、「今後のご活躍をお祈り申し上げます」で終わる、不合格の通知だった。

「はぁ……また駄目だったか」

　俺が思わず漏らしたそんな声に、台所にいた領りよう家けが火を止めて駆けてくる。

「あ、いや別に……ってかもう何個も落ちすぎて、あんまり凹へこまなくなってきたから」

　心配そうな彼女を見て、俺は慌ててそう取り繕う。しかし領りよう家けは、自分のことのように悲しそうな顔をしたまま、ソファの隣に座った。

「そんなのは噓うそだ。何回経験を重ねたって、落ちたら辛つらいに決まってる」

　領りよう家けはきっぱりとそう言うと、俺の手を取った。

「辛つらい時はちゃんと、辛つらいと言ってくれたほうが、よっぽど安心する」

　俺の手に、彼女の温かさが伝わってくる。その言葉が、荒すさみかけていた俺の心を優しく潤していった。

「……そうだな、ごめん。ちょっと、辛つらい」

　俺が素直にそう言うと、領りよう家けは優しく微笑ほほえんだ。それから、とんとん、と自分の太ももを軽く叩たたいて合図する。ちょっと気恥ずかしい感じもするのだが……俺は彼女の好意を受け取ることにして、ソファに横になってその膝に頭を載せた。

　領りよう家けは何も話しかけて来ない。ただ膝を貸してくれ、俺の肩に手を柔らかく載せていた。優しい言葉をどれだけ費やそうとも、これには到底敵かなわないだろう。こちらが何を言うまでもなく、彼女は俺がいま一番求めていることを知っていた。

　そんな風に俺が膝枕を堪たん能のうしていると──部屋の呼び鈴が鳴った。俺は慌てて身体を起こすと、扉を開ける。

「うぃーっす、高たか砂さごくーん。ちょっと飲ませてくんねーかな」

　コンビニの袋に大量に詰まった飲料缶を掲げながらそんな明るい声で言ったのは、サークルの同級生、雅みやびだった。ショートカットに元気系男子っぽい服装だが、歴れつきとした女性である。もう既に若干アルコールが入っている感じだった。

「どーせ薫かおるもいるんでしょ、お邪魔しまーす」

「おいまだ何も言ってねえぞ……まあ、いいけど」

　彼女は家に上がり込むやいなや、パタパタと駆けていって領りよう家けの胸へ飛び込んだ。

「えーん、ママ～！　また一社落ちたよ～」

「雅みやび、私はお前の母親ではないんだが……」

　そう言いながらも、領りよう家けは泣きつく彼女の髪を優しく撫なでる。

「お前も祈られたのか。実はさっき俺もメールが来てな」

　コンビニの袋に入っていた飲料缶を、何本かのビールだけ残して冷蔵庫に入れながら、俺は完全に幼児退行している雅みやびにそんな言葉を掛ける。

「う～、どうしてそんな余裕なんだよぉ！　誰だって『ママ～！』ってやりたくなるはずなのに!!」

　雅みやびのそんな言葉に、俺と領りよう家けは顔を見合わせる。先ほどの膝枕はそれに該当するのだろうか。

「……あれ、もしかして今、私が来る前まで……？」

　そんな言葉に、俺たちは黙ってしまう。雅みやびはそんな二人を見て、一気に元気を取り戻しはじめた。

「やー、やー、やー、邪魔をしてしまってすまんね、君たち。まあ私が帰ったら、存分にまた再開してくれたまえ」

「やらねえよ」「やらない」

　俺と領りよう家けがシンクロすると、彼女はガハハと笑ってビールの缶をプシュッ、と開けた。

「いやー、来てよかった。久しぶりにこういうの見て元気でた！」

　大学のボランティアサークルで知り合った雅みやびと俺らは、よくこうして突発的に互いの家へ遊びに行って飲んだりしていた。同期である彼女も就活を行おこなっており、俺と同様苦戦しているみたいだ。一足先に内定をもらった領りよう家けを、俺と雅みやびで羨む形になる。

「それにしても、口下手っぽい薫かおるが一番先に内定取るとはな～」

　早くも二本目のビールを開けながら、雅みやびが絡からんでいく。領りよう家けは少し困ったような顔をしながら、軽い口当たりで可愛かわいいイラストの描かれたクラフトビールをクピクピと飲んでいる。

「領りよう家けは意外と、そういうのは上う手まいんだよ」代わりに俺が応える。「なんていうか、場面に合わせて別人になりきれるっていうか……高校の時も、そういうところがあったしな」

「え、そうなんだ。ねえねえ、薫かおるの武勇伝、教えてよ」

　俺と領りよう家けは、またもや顔を見合わせる。とてもではないが、「反恋愛活動をやっていた」などと告白する気にはなれない。

「え、なに、秘密？　うぅ、高校から仲良い奴やつらは、これだから～」

　地方から上京してきて同じ高校の同級生がいない雅みやびは、俺と領りよう家けの高校からの付き合いを何かと羨むことが多かった。泣なき真ま似ねをする彼女を、領りよう家けがなだめる。

「高校のころのことだ、ちょっと若気のいたりというか、少々イタいところがあってな……もっと落ち着いたら、雅みやびにも話すかもしれない」

　ちょっと拗すねた顔をしながらも、彼女は領りよう家けの肩に頭を載せて甘えている。

「付き合いが長いっていっても、高校の二年間とちょっとだけだ。雅みやびと俺らはこれでもう三年以上、これからどんどん長くなっていけば、そんな違いなんて誤差になるよ」

「そうだ。雅みやびだって、まだ私に言えていないことなんて、いくらでもあるだろう。でもな、私たちにはまだまだ時間があるんだ。これから先、長い時間をかけてゆっくり、お互いのことを知っていこう」

「うう……ママ……」

　雅みやびはまた幼児退行モードに入りながらも、少し素すにもどって言った。

「でも結局、付き合いの長さの差は埋まらないんだよね……」

　それから更に、こちらに聞こえるか聞こえないかのギリギリの音量で、ボソッと言った。

「……私も、高校同じだったら、チャンスあったのかな」

　よく聞こえなかった俺が、「え？」と聞き返すと、雅みやびは「なんでもない」と言って笑った。彼女の近くにいた領りよう家けは、何な故ぜか顔が硬直している。

「っと、あれ、電話だ。ちょっと失礼」

　振動する携帯を拾い上げて、雅みやびは玄関へと向かっていく。

「おーい、吐くなよ」「吐かない！　……でも今のうちに謝っとく」「吐くな！」

　そんな軽口を俺と雅みやびがやり取りしている中、領りよう家けの顔はこわばったままだった。玄関の扉が閉まる音がして、彼女は低い声で切り出す。

「……高たか砂さごよ、少々聞きたいことがあるのだが」

「どうした、改まって」

　領りよう家けはコホン、とひとつ咳せき払ばらいをして、目を閉じる。

「私がいないときに、雅みやびをこの家にあげたりしたことがあるか？」

「ああ、何度かあるぞ。こんな風に、酒をたくさん持って来てな」彼女の態度がいまいち分からず、俺は素直に応える。「今も言ってたが、同郷がいなくて寂しいんだろ。雅みやびは領りよう家けと仲がいいし、何より目と鼻の先だからな、俺の家が都合良いんだよ」

　何の気なしに俺が酒を飲みながらそんなことを言うと、領りよう家けはキッ、と俺を睨にらんできた。

「今後、それは禁止とする」

「どうしてだよ、そんな薄情なことは俺には……」

「雅みやびが来たら、必ず私を呼べ」

「いや、お前にも都合というものが……」

「必ず呼べ」

　領りよう家けのその理由不詳の高圧的要求に、俺が気け圧おされて「はい……」と言って頷うなずくと、玄関の扉が開く音がした。

　雅みやびがとぼとぼと、無言でこちらに向かってくる。いつもの彼女ならドタドタと走って戻ってきそうなものだが、今日は不気味なくらい静かだった。

「……出た」

　その言葉に、俺と領りよう家けは固まる。

「な、何が」

　俺が問い返すと、雅みやびはつかつかと部屋の真ん中までくると、携帯に目を落として、消え入りそうなくらい小さな声で言った。

「……内定」

　最初は何を言っているのか分からなかったが、次第にその内容が頭の中で意味を結ぶようになってくると、じわじわと身体の奥から興奮が湧き出してきた。

「雅みやびっ！」

　領りよう家けはソファから飛び上がるように立ち上がると、そのままの勢いで彼女に抱きついた。

「おめでとう！」

「あ、ありがとう。はは……内定、出ちゃった」

　一番嬉うれしいはずの本人が、何だか実感が無くて呆ぼう然ぜんとしているようだった。案外、そういうものなのかもしれない。

「残りはあと、俺一人だな……」

「はは、高たか砂さご、先に上がっちゃった、ごめん！」

　そう言って笑ってくれるなら、俺も自虐する甲か斐いがあった。高校の時ならこういうとき、自分だけが取り残されたこの状況に絶望し、既に就職が決まった二人を激しく妬んだことだろう。だが今は、そんな気持ちは少しも無かった。雅みやびに内定が出たことが、心の底から嬉うれしかった。仲間というのは、そういうことなのだ──反恋愛を卒業した俺は、そんな大切なことを学ぶことができた。

　慰めパーティーだったその日の飲み会は一転、雅みやびの祝勝会へと変わってしまった。一人残された俺だが、焦あせりはない。どんな障害があっても、仲間と一緒なら乗り越えていける。そんな確信があった。




　そんな心持ちで、心機一転就活に取り組んでいた俺だが、それから案外あっさりと内定が出てしまった。

『えー、つまんない。薫かおるは何だって？』

　雅みやびに電話で報告すると、彼女は笑いながらそう言って茶化した。

「いや、まだ領りよう家けには言ってないんだ」

『は？　なんで？』

「いや……その……」

『何』

「…………プロポーズを、しようかと思ってですね」

『……電話切っていい？』

「いや、待て！　お前くらいしか相談できる奴やついないんだよ」

『……はいはい、分かりました。……あ～。私もお人よしだな』

「本当だよ、助かる」

『うっさい黙れ。まずは爆発しろ』

　その言葉にあの頃を思い出し、俺はクスリと笑ってしまう。俺の中で反恋愛は、ゆっくりと青春の思い出へと変わりつつあった。

　それから俺は彼女としばらく話して心を落ち着け、領りよう家けの待つ俺の家へと早足で向かっていった。




　　　　４




「おい、起きろ！　いつまで寝ているんだ!!」

　強引にダンボールのゴーグルを外され、俺はようやく夢から醒さめる。充実した大学生活の楽しさに、完全に引きずり込まれかけていた。

「う……うぅ……」

　何よりもギャップが凄すさまじかった。片や突き放すような物言いしかしない男だらけの社会、片や彼女もいて女友達もいるという充実のキャンパスライフ。俺の脳が作り出したというだけあって女友達のキャラクターも好みだ。こういった負け前提のヒロインが好きすぎるし、二周目をやらせてもらえるなら女児に土下座してもいい気分だった。

「……どうした、土下座なんかして」

　女児に言われてハッ、と気づく。転向したときのシミュレーションに戻りたいという強い気持ちが、俺をナチュラルに土下座させていた。

　しかし俺は、反恋愛の戦士だ。前半の、非転向を貫き通した場合の方を肯定しなければならない。

「しかし……でも……いや……だが……」

　そのあまりの明暗に、俺の心は完全に揺らいでいた。気分の乱高下で体調まで悪くなっている気がする。ちょっと吐きそうだ。ＶＲ酔いという奴やつだろうか。

　女児はそんな俺の弱った様子を見ると、ニヤリと意地悪な笑みを作った。

「さ、仕上げといこうか。いよいよ君が恋愛の重要性を理解するときが来たね」

「そんなことは……ありません！」

「もはや息も絶え絶えじゃないか。分かってきただろう、恋愛というのは君たちの生きる糧かてなんだ。それがない人生など、精神を削っていくだけの殺伐とした苦行以外の何物でもない」

「違うっ！　……と思います」

　反論しようと思っても、先ほどのシミュレーションが頭に残って勢いが削そがれてしまう。

「年ねん貢ぐの納め時だ。さあ、ゴーグルをつけ給たまえ、まずは転向した方、恋愛を受け入れた方の結末からだ」




　　　　★　　★　　★




十年後──【恋愛を認めた場合】




　結婚というのは、なかなか大変なものだ。二人いることで困難が分割されるかといえば、そうそう上う手まくはいかない。確かに役割分担などが上手くいって負担が減る部分もあるが、なにしろ人と人との関係だけあって、むしろ一人の時より苦労することも多かった。

　段々と分かってきたのは、普通に生活しているように見える世間の家族も、こんな風に様々な困難を乗り越えながらなんとかやっている、ということだ。今まであまり顧みてこなかった「普通」ということが、どれだけ大変か。この歳としになって、領りよう家けと結婚して、それが身にしみて感じられてきた。

　そんな風に前置きをしてみたが、結婚生活には、その苦労を補ってあまりあるくらいの楽しさがあった。帰る家があって、領りよう家けと一緒にそこで暮らす。それだけで俺には、何物にも代えがたい幸せだった。

　共働きだけあって、すれ違いも多い。だが今のところは何とか、夕飯を一緒に食べられる確率が高い。炊事は交代でやっていて、その日は何とか早く帰るよう努力する。

　今日は俺の番だが、どうしても片付かない仕事があって少し長引いた。帰り道、電車の中で冷蔵庫にあるものを思い出して何を作るか決めながら、遅くなったことにいつものように少しむくれる領りよう家けを想像する。飯が遅くなることよりも、俺がもういるだろうと思って帰ってきた家に誰もおらず、一人で待ちぼうけするのが嫌なのだ。

　駅から歩いて家へと向かう。自然とその足は早まった。

「ただいま」

　そう言うと、明かりのついた室内からは「おかえり」の声が返ってくる。それだけのことなのに、何だか報われた気がする。

「ごめん、遅くなって。今から作るから……」

　リビングダイニングに入りながら俺が言うと、しかしキッチンには既に領りよう家けが立っていた。

「あ、代わってくれたのか……申し訳ない」

　慌てながらそんな風に詫わびると、しかし彼女は怒ることもなくクスクスと笑った。

「忘れたのか、朝はちゃんと覚えてたはずなんだがな」

　そんな拍子抜けの態度に調子を乱されながら、朝のことを思い出す。しかし俺が答えを出す前に、領りよう家けが柔らかい声音でからかうように言った。

「今日から産休だ」

「……そうだったな」

　思い出した瞬間、胸がふわっ、と暖かくなった。俺は荷物を置くとキッチンへと回り、領りよう家けに寄り添う。

「大丈夫なのか、家事とかやっていて」

「まだ平気みたいだ。ぽっかりと暇になると調子が狂ってしまうな、少しくらい何かやっていた方が、気が紛れていい」

　普段は俺よりずっとバリバリ働いている領りよう家けのことだ、家にずっといるというのは慣れないだろう。

「でもほら、掃除とかは辛つらいだろ。そういうのは俺が代わりに……」

　普段と違う状況に、俺がどうしていいか分からずそんなことを言うと、領りよう家けは楽しそうに笑ってから、料理の手を止めてこちらに振り向いて笑顔を見せた。

「そうだな、頼むかもしれない。……それより、今からそんなに緊張していて大丈夫か？　これからが本番なんだから」

「分かってるよ、でもな……」

　頭では理解できていることだが、やはり気持ちが追いつかない。彼女の大きく膨らんだお腹なかの中に自分の子どもがいるというのは、何だか不思議なことのように思えた。

「なんというか、一緒に反恋愛運動をやり始めたときのお前と、今こうして一緒になって、それでもうすぐ子供が生まれるっていうのが……なんというか、すごいよな」

「なんだよ、『すごい』って」領りよう家けはまた、楽しそうに肩を揺らして笑った。「……あれから、十年も経たったんだな。確かに、私たちも変わった」

「そうだな、でも俺としては、やってることは変わってないかもしれない」

「どういうことだ？　反恋愛なんてもう、とっくに卒業しただろう」

「反恋愛とは言っていたがな……あの時だってずっと、俺は薫かおるがいたからやっていたんだ。薫かおると一緒にいたくて、喜ぶ顔が見たくて……それは今も全然、変わってないんだよ」

　俺がそんなことを言うと、領りよう家けはサッと顔を赤くして俯うつむいてしまった。

「き、急にそんなことを、言うな！　まるで仲良しカップルみたいな……ば、爆発しろ!!」

　そんな照れ方も、高校のときとちっとも変わっていなかった。




　今までは極力知らせないようにしてきたが、産休に入ったというこの節目で、知り合いに彼女が妊娠していることを告げることにした。続々と反応が返ってくるなか、元・反恋愛主義青年同盟部の面々からも返事が来る。

「めでたい」「おめでとうございます、今度ご挨拶させてください！」「わ～、おめでとう！　今度の年末は、絶対にそっちに帰るね!!」

　近くに住んでいる天あま沼ぬまは駆けつけて来て、ひとしきりワンワン泣いてから帰っていった。みんなあの時から、あまり本質は変わっていないようだ。

　西にし堀ぼりは漫画家として大成し、女性アシスタントを何人か囲っているらしい。完全にクズだが、俺ら庶民とは収入の桁が違うので何も言えなかった。

　瀬せヶが崎さきは外資系企業に就職し、現在はヨーロッパに居る。彼の今暮らしている国では同意があれば十二歳以上ならば性交渉が可能らしいが、その事実が彼と何か関係しているかどうかは定さだかではない。

　神しん明めいさんは世界の国々を列車で周りながらレポートをする、ライターで食っているようだ。その酔狂な旅の様子はただただ呆あきれるばかりだが、熱狂的なファンも多くいる。

　天あま沼ぬまは現在大学院に通っている。いつもぶらぶらしており、たまに家に遊びに来ては領りよう家けに世辞を言ったり俺を馬鹿にしたりして帰っていく。そんな様子だが研究の方は優秀と見えて、どうも近々助教になるらしい。専攻は古典文学とのこと。

　変わらない俺たちだが、それぞれに自分の道を見つけて未来へと歩んでいっている。それは俺が、俺たちが、あの時反恋愛をやめると決断して歩み始めることができたことの帰結だ。今あらためて強く思う。あの時の俺たちの判断は、正しかった。

　領りよう家けとともに歩むこれからの人生、いくつもの困難が待ち構えているだろう。だがそれも含めて、二人で一緒に楽しんでいこうと思う。

　……いや、もうすぐ三人になるんだったな。




　　　　★　　★　　★




十年後──【反恋愛を続けた場合】




　生活は、困難だ。どうしてこんな簡単なことを、こんな歳としになるまで俺は理解していなかったのか。

　もうすぐ三十に手が届こうかという年齢だが、俺には何も無い。あれから結局就職活動に失敗した俺は、定職につくことなく日雇いのバイトなどでなんとか食くい繫つないでいた。

　俺に甲か斐い性しようが無いから安定したバイトなり職なりを見つけられない、というわけではないのだ。運動を続けていく上で、そうした職場での繫つながりによって何らかのしがらみができてしまうのが怖かった。

　あれだけいた先輩たちだが、就職したり自殺したりして俺の前から消えていった。その下で告白すると成功するという言い伝えのある大学のキャンパス内にある大きな木、そこに縄をくくりつけて、全裸に真っ赤なボディ・ペインティングをして発はつ泡ぽうスチロールで作ったハートマークに陰茎を突き刺した姿で首を吊つっている先輩を見た時、俺はもう反恋愛など諦めて普通に戻ろうと強く思った。

　だが、結局俺はまだ反恋愛運動を続けていた。それが──それだけが、領りよう家けとまた繫つながる可能性のある、唯一の方法だったからだ。高校卒業後一度も会えていない彼女だが、どこかで必ず運動を続けているはずなのだ。俺がここで『反恋愛』の旗を振り続けていれば、いつかきっと彼女に気づいてもらえる──そんな希望だけが、今の俺を駆り立てていた。

　単純作業の日雇い労働を終え、今日の分の給料を手にクタクタになって家へと戻る。その道中、スーパーで半額になった弁当を買い求め、家までの薄暗い道を、安ビールをちびちびと飲みながら帰る。途中、じろじろこちらを見てきた女子高生を「何見てんだよ！」と脅しつけて、多少鬱憤を晴らす。

　都内の片隅にある牢ろう獄ごくみたいな四畳半のアパートが、今の俺の家だった。部屋の壁かべ際ぎわにはエロ漫画雑誌が積まれており、俺はその中のひとつを抜き出すとページを捲めくりながら半額弁当をつつきはじめた。半年前に電子レンジが壊れて以来、いつもこんな冷たい飯だ。スーパーに備え付けられた電子レンジで温めればいいのだが、家にレンジのない貧乏人だと大声で喧けん伝でんしているようで、なんとなく嫌だったのだ。

　腹も膨れてエロの方に集中しようかという矢先、薄い壁の向こうから声が聞こえてきた。

『……ここ？』『んっ……あっ……』

　隣の大学生が盛っているのだ。俺は立てかけてあったゲバ棒を引ひっ摑つかむと、そちらの壁をドンッ、と突いた。

　先ほどまでの声が、ピタッ、と止やむ。そんな反応にわずかな満足は覚えるが、どうもこれから自分で自分を慰めようという気にはならなくなってしまった。

　エロ漫画雑誌を放り投げると、俺は代わりに反恋愛のビラを引ひっ摑つかみ、汚よごれきった白衣を羽織って帽子を被り、サングラスを掛けた。景気づけにもう一度壁を勢い良く突き、俺は家を飛び出ていった。




　夜の繁華街は人で溢あふれている。誰もが誰かに必要とされて、こんな夜遅くまで外に居るのだ。そんななか誰からも顧みられない俺は、雑踏の中でひどく浮いていた。

「恋愛至上主義に終止符を打ちましょう、よろしくお願いします！」

　日中の肉体労働でヘトヘトに疲れているはずなのに、運動をやっているときは大きな声が出る。伊だ達てに十年間もやっているわけじゃない。

　逆に言えば、俺が胸を張って自慢できる特技といえば、この反恋愛活動だけなのだ。俺は十年間を、これだけに費やしてしまった。普通の学生なら勉強をして技術を得、コネを構築し、恋人を作って結婚したこの十年間を、俺はこのことだけに費やしてきたのだ。

「よろしくお願いします！　よろしくお願いします！」

　時々、過ぎてしまった十年間のことを考えて、その取り返しのつかなさに心臓が握りつぶされる。何も考えられなくなる。そんな日は布ふ団とんに接着剤で貼り付けられたみたいに動けなくなって、日雇いにも行かずじっと天井を見つめて泣いている。このまま地震でも来て、家ごと潰されてしまったらどれだけ良いだろう。そんな風に思うのに、自ら命を絶とうという度胸はないのだ。自分で首を括くくった先輩のことを、強く妬んだ。

　そろそろビラが尽き、体力的にも限界が来る。今日はこれだけ頑張ったのだから、明日は日雇いに行かず一日部屋で休んでいよう。そんな風に自分を鼓舞しながら、最後のひと踏ん張りで声を張り上げる。

　夜は深まり、人が少なくなってくる。そろそろ潮時だ──そう思って帰ろうとした矢先、俺の目の前に数人の若者が立ちふさがった。

「おい、おっさん。何勝手にこんなもん撒まいてんだよ」

　俺の刷ったビラを突きつけながら、脅しつけるようにそんなことを言ってくる。俺は無視して帰ろうとするが、仲間がサッ、行く手を阻はばんだ。

「通してくれないか、帰るんだ」

「おい、『反恋愛』だってよ。モテないからってこんなことして、恥ずかしい奴やつだな」

　そんな薄っぺらい批判には、もう少しも動じなくなっていた。俺は無言で、彼らが飽きてどこかへ行くのを待つ。

「お前みたいな奴やつがいるからよ、社会が良くならねえんだよ。んなことやってねえで、国のために働けや」

「深夜にこんなとこをうろついて人に絡からんでくる奴やつらの方が、よほど社会にとって害悪なんじゃないのか」

　不良に説教されてしまった面白さにちょっと反論してみたくなって俺が口を開くと、「あぁん？」とテンプレどおりの反応をしてくれた。

「おい、ちょっとこいつ、調子乗ってんじゃねえか？」

　取り囲んでいた不良たちが、こちらへ詰めてくる。危険を感じて俺は手薄な方へと駆け出すが、すぐに追いつかれて転ばされてしまった。

　グイッ、と俯うつぶせになった頭に、靴が乗せられる。

「キモオタが、俺らと対等に喋しやべれると思ってんじゃねーぞ！」

　バンッ、と側頭部に蹴りが決まる。それに続いて、身体の方にもドカドカと容赦の無い攻撃が浴びせられる。こうなってしまったが最後、もう何も出来なかった。

　そんな状況にも拘かかわらず、俺は比較的落ち着いていた。なにしろ、こんな風にリンチに遭うのは初めてではなかったし、それに暴力が過ぎて死んでしまったとしても、それはそれで結果オーライなのだから。

　こんな繁華街にいる悪ぶった若者など、家に帰ればちゃんとパパとママがいるおぼっちゃんにすぎない。

「おい、動かねえぞ」「やべ、ちょっとやりすぎたか」

　俺がじっと動かないでいると、そんな言葉が聞こえてきて蹴りが止やんだ。

「タケルのあのキックはまずいべ」「それな、えげつなかった」「おい待てよ、俺のせいかよ」

　そんな風に責任のなすりつけ合いが始まると、もう誰も俺を攻撃してこようとはしなかった。

　チンピラが逃げてからしばらく、俺は立ち上がらなかった。身体の痛みとアスファルトの冷たさが、俺を死に誘ってくれるような気がして、任せておこうという気になったのだ。だが待てども待てども意識は遠くならないし、蹴られたところがズキズキと痛み鼻血で息がしにくくて不快だった。

　俺はむくりと起き上がり、地面に落ちていたビラを拾い上げてくしゃくしゃに柔らかくしてから鼻血を拭った。口の中も切れている。ペッ、と唾を吐き出すと、自販機の光に照らされて鈍い赤色に光った。

　そんな時だった。

「あの……大丈夫ですか？」

　地面に座って応急処置をする俺に、そんな声を掛ける者がいた。どうせ「親切な自分」に酔っている善良な市民だろう。そんなことを頭の中で思って声の主を見下しつつも、差し出されたポケットティッシュを受け取って鼻をかんだ。

「……ありがとう、ございます」

　とりあえず俺が目を見ずにそう言うと、その声の主は「あっ」と驚いた声を発した。

「高たか砂さご……か？」

　言い当てられたことに驚き、顔を上げる。

「りょう、け……？」

　そこにいたのは──領りよう家け薫かおるだった。

「高たか砂さご、久しぶりだな……まさかこんな風にして会うなんて」

　彼女はかっちりとしたスーツ姿だった。こんな時間までバリバリ働いていたのか、あるいは飲み会にでも参加していたのか。いずれにせよ、日雇いで何とか食くい繫つないでいる俺とは大違いだ。

　領りよう家けはストッキングに包まれた足を折ってかがみ、ハンカチで俺の顔についた血を拭う。心配そうな、でも俺との偶然の再会を喜んでいるような、複雑な表情だ。その顔は大人びて、高校の時には薄かった色気が加わって、とても魅力的だった。錆さびついていた心臓が、急速に溶かされて十年ぶりに鼓動を再開する。

「領りよう家け……」

「おい、口を動かすな……」

　俺はしばらく黙って、されるがままになっていた。あれだけ待ち焦がれていた彼女との再会なのに、どんな会話をこのあと交わせばいいのか分からない。美しくなった彼女が優しく俺を介抱する姿を見ながら、俺は必死に頭を回転させようとしていた。

「よし、これくらいでいいだろう。朝になったら怪け我がの様子をみて、悪そうなところがあればちゃんと病院に行くんだぞ」

「あ、ああ……そうする」

　上の空で俺が返事をすると、領りよう家けはふぅ、とひとつ大きな息をついた。

「もう、会えると思ってなかった」領りよう家けは遠くを見るように目を細め、語る。「高校卒業から、一度も連絡をよこしてこなかったよな。何度もこちらから電話しようと思ったが……議長として力不足だった私をお前が見限ったのだと思って、その度に自分を諌いさめてきた」

「そんなこと……」

　俺が否定しようとすると、領りよう家けはしずかに首を横に振った。

「いいんだ。あのとき反恋愛主義青年同盟部を崩壊させてしまったのは、完全に私のせいだったのだから。そもそも私には、反恋愛などと言う資格などなかったのかもしれない」

　そんなことを言い切る領りよう家けに、俺は言葉を失う。気まずい沈黙がしばらく流れたあと、俺はとりあえず場を持たせるために、現状を確認することにした。

「領りよう家けは、いまはどんな感じなんだ？」

「私か？　私は普通に、社会人をやっているよ」

　聞きたいのは、そんなことではなかった。

「いや、運動の方……反恋愛運動は、どこで続けているんだ？」俺は問う。「このビラ、見てくれれば分かるが、俺もこうして続けているんだ。今は一人になってしまったがな、お前のところと合流させて貰もらえれば、きっと力になれると思うんだ」

　領りよう家けにビラを手渡す。それに目を落として、領りよう家けは顔をくしゃっと歪ゆがめた。

「高たか砂さご……すまない」

「……なんだよ、いきなり謝ったりなんかして」

「私はもう、運動は続けていないんだ」

　そう言って領りよう家けは、ビラをこちらに突き返してくる。その左手の薬指には──指輪が嵌はめられて、街灯の光をキラリと反射した。

　改めてよく見ると、その鞄かばんには胎児がいることを示すキーホルダーがつけられている。

「高たか砂さご……高たか砂さご……」

　彼女はそんな風に、俺の名前を何回も口に出しながら、嗚お咽えつを漏らした。

　世界が一瞬にして、暗転したように見えた。急に気温が十度も二十度も下がったように、寒くて震えが止まらなかった。

「私はもう、帰るよ。お前も、寒くならないうちに帰って、ゆっくり寝てくれ」

　領りよう家けはそう言って、鞄かばんを摑つかんだ。

「そうだ、先ほど絡からまれていたようだが……お金なんかは、取られてないのか？」

　俺はポケットを探る。あったはずの財布が、無くなっていた。

「ない、みたいだ」

　必死に絞り出すようにして何とか答えると、その惨みじめさに涙が溜たまっていった。

「そうか、それなら……」

　領りよう家けはそう言って、自分の財布を取り出すと、札入れの中に入っていた紙幣を全て抜き取って、俺に渡した。

「これだけあれば、当面は大丈夫だろう。それじゃ……元気にな」

　それだけ言い残して、彼女は去っていく。俺はそれを引き止めようと、声を振り絞る。

「これ……いつ返せばいい？」

　返すときに、また領りよう家けと会える。その時はお互いもっと落ち着いて、話し合うことができるだろう。

　だが領りよう家けは振り返らずに、遠ざかる足を止めずに応えた。

「返さなくていい」

　その声は、震えていた。それを聞いて俺も、出ないように我慢していた涙が、決壊して溢あふれ出でてきてしまった。

「うぅ……うううッ……」

　領りよう家けから渡された金を握りしめながら、俺は十年ぶんの涙を流した。俺がこんなことをしている間に、領りよう家けはとっくに反恋愛から足を洗い、結婚し、子供を授かっているのだ。

　俺の十年間は、何の意味も無かったのだ。いや、十年どころじゃない。俺の人生は全て、無駄だったのだ。そんな絶望の気持ちに打ちひしがれながらも、何な故ぜか精神は異様に昂たかぶっていた。

「ぐぅッ……ぶふぅ……」

　わけがわからなくなるくらい泣きながら、心臓はバクバクと不安になるくらい早く打っている。

　領りよう家けは「社会」に回収されてしまった。彼女が俺を見捨てたのではない、俺が彼女を見放したのだ。そんな転回が頭の中で起こると、先ほどの彼女との邂かい逅こうは、過去から解放された俺の門出を祝う記念とでも言うべきものに思われてくる。

　領りよう家けから手渡された紙幣──これは彼女が「まっとうな社会人」になってしまったことを象徴していた。これを粉々に破ることによって、俺は新しい一歩を強く踏み出せる。

　そう思って万札を両手にもった瞬間、俺の頭にもう一つの名案が舞い降りてきた。

「そうだ……そうだ、そうだっ！」

　手に握った紙幣をポケットにねじ込みながら、俺は風俗街の方へ向けて早足で歩き始めた。先輩には何度か誘われたが、まだ一度もお世話になったことはなかった。金が無かったというのもあるし、何よりその時は領りよう家けのことが頭に思い浮かんだ。

　彼女から貰もらった金を、風俗に使う。これによって俺は、二重の意味で新しい人間になることができるのだ。俺はその発想に、得意になった。

　何の調べもなく、目についた最初の店に飛び込む。勝手もよく分からないまま、俺は適当に店員に任せた。

　領りよう家け、領りよう家け、領りよう家け。頭の中は彼女でいっぱいだった。

　ぐしゃぐしゃの顔で部屋に入って待っていると、やがて女がやってきた。ブクブクと肥ふとった、化物のような女だった。ただその服装でそう判断できるだけで、パッと見では女かどうかも怪しい、そんな人間が、恐らく笑顔なのだろう表情を顔面に貼り付けて、こちらへと向かってくる。領りよう家けの麗うるわしい顔が、頭に思い浮かぶ。吐きそうになった。

　俺は咄とつ嗟さに立ち上がると、女の脇を通り抜けて逃げ出した。そのまま受付で前金を引いた残りの金を払い、店を飛び出す。

　走った。行く宛もなく走った。こんな身体など、燃え尽きてなくなってしまえばいい。しかし限界がやってきて、俺は膝に手をついて、ぜえぜえと喘あえいだ。つい先ほどまではいい気になっていたはずなのに、今はもう心は冷え切っていた。俺はどうしても領りよう家けの影に捕らわれて、どこにも行けない気がした。

　まだ俺は、生きている。それは呪いだった。人は、簡単には死ねなかった。

　冷え切った心で、俺はすぐそばにあったベンチに腰掛ける。携帯のアドレス帳を開き、そこに登録された「領りよう家け薫かおる」の名前を見た。彼女と出会ったあの頃を、静かに思い出す。

「ハハ……ハハハッ……」

　笑いが込み上げてきた。俺は、何をしているのだろうか。これまで、何をやってきたのだろうか。

　そんな俺の思考をあざ笑うかのように、ただひとつの歴然たる事実があった。

　俺は、生きている──誰に見放されようとも、逆に見限ろうとも、それだけは変わらぬ事実だった。特権だった。俺にはまだ、やるべきことが残されている。

　全ての絶望が、急速に逆転していく。彼女の憐あわれむような目は、今や俺にとって希望だった。俺を苛さいなむ金銭的不自由や、社会人からの冷たい目線、厳しい境遇、その全てが俺の生きる糧かてとなった。

　ぐしゃぐしゃになった頭の中が、その一つの望みを核として、スッ、とひとつにまとまっていった。興奮は急速に落ち着く。いたって冷静な頭で、アドレス帳にあった領りよう家けの登録を、俺はなんの躊ちゆう躇ちよもなく抹消した。

　──世界の全てを、破壊し尽くしてやる。

　それが俺の、生きる意味になった。




　　　　０




「あっ……ああッ……」

　自分のそんな声で、目が覚めた。女児は飽きてしまったのか、録画したアニメを見返している。

　まだ現実と夢とが混ざり合って、今の状況が判然としない。それくらいに鮮明に、それぞれの光景が頭の中にこびりついて残っていた。

「おや、もう終わったのかね。……ひどい顔だ、どんなことがあったんだい」

　前半の幸福なシーンを思い出し、そして非転向を貫いたときの最悪の結末が頭をよぎる。胃の中がぐるぐるとかき回されて、吐きそうだった。

　もはや俺には、「反恋愛を貫き通す」などと気軽に言うことはできなかった。それを口にした瞬間、最後のあの場面が頭の中にフラッシュバックするだろう。

「すみません、少し……休ませてください」

「ふふ、随分ヘタっているじゃないか。やはり恋愛はいいものだろう、反恋愛など続けても、ろくなことがないだろう」

「うぅ……」

　喉から、「そうでした」という答えが出かかっていた。反恋愛など辞めます、これからは恋愛を認め、いますぐにでも領りよう家けに告白します。そんな風に言いたかった。それほどまでに、女児が俺に施したこのシミュレーションは効果的だった。

「ほらほら、認めたまえ。今なら私が、君がすんなり恋愛生活へと移行できるよう、手助けをしてあげようじゃないか」

「恋愛を……」

　認めます、思わず俺がそう言いかけた、その時だった。

　ブルルルッ、と机に置いた携帯が振動を始める。それを取り上げて画面を見ると、電話がかかってきているようだった。かけてきたのは──領りよう家けだ。

「もしもし」

　心臓をバクバクさせながら俺が電話を取ってそう言うと、耳元のスピーカーからは聞き馴な染じんだ声がやってきた。

『高たか砂さごか？　領りよう家けだ』

　いつものように、ちょっと上ずった声で彼女はそう言った。それだけなのに、何な故ぜか涙が出そうになるくらい嬉うれしかった。

「ああ、そうだ。領りよう家け……領りよう家け、お前なんだな」

　彼女の声が聞けるその幸せを嚙かみ締しめながら俺が言うと、そんな対応を訝いぶかしむ言葉が返ってきた。

『どうした、どこか変だぞ。声も震えているし……まさか、敵対勢力に捕らえられて、拷問でも受けてるんじゃないだろうな』

　相変わらずの鋭すぎる推察だったが、俺はとりあえず誤魔化しておく。

「いや、何でもない。ただお前の声が、聞きたかっただけだ。飢えていたんだよ」

『なっ……なにを、リア充じみたことを！　毎日夜中になると電話を交わし、一日でもそれが途切れると機嫌が悪くなるカップルみたいなことを言うんじゃない!!』

　いつもの領りよう家けだ。そんな風に怒られながらも、今の俺にはそれが何よりも嬉うれしかった。

『まあ……お前が無事なら、それでいいが』

「ありがとう、心配をかけてしまったな。ところで、電話を掛けてきたのはどんな用件だ？」

『…………』

　しばらくの間、沈黙が流れる。その後で領りよう家けは、早口でこの電話の趣旨を説明しはじめた。

『休日にしっかりと休むのは大事だが、たるみ過ぎては月曜からの運動に支障を来きたす。私が電話することで、気を引き締める効果があると思ってな。それに……反恋愛主義青年同盟部員であるというのに、日曜に異性と交友などしている不届き者がいないかどうか、調べる意味もある』

「そうか、精が出るな。俺は家にいて、妹と一緒にテレビを観みているところだ」

『なるほど、それなら大丈夫そうだが……』

　また沈黙が訪れる。その後で領りよう家けは、声のトーンを落として続けた。

『……団だん欒らんの邪魔になっているようなら、これで電話を切るが』

「いや、待ってくれ……もう少し、お前の声を聞いていたい」

『ばっ、馬鹿者！　今注意したばかりだろう、自分の発言に気をつけろ!!』

　そう言いながらも領りよう家けの声は、どこか弾んでいる。

『うむ、やはり非リア充の我々は、休日になると特にやることがなく、暇を持て余してしまいがちだからな……こうして暇を潰しがてら、意識の統一を図るのも良いだろう』

　領りよう家けとこうして話していると、次第に荒廃していた精神も回復して、客観的な視点から先ほどのシミュレーションを見ることができるようになってくる。

　話題が一瞬途切れる。それをいい機会に、俺は領りよう家けに直接聞いてみることにした。

「なあ領りよう家け、話は変わるんだが……俺たちはじきに、高校を卒業することになるよな」

『そうだな。我々の卒業までに、なんとかこの学校に反恋愛を植え付けねばならない』

「高校を卒業したら、俺たちは多分、大学に行くことになる。それぞれが、別々の大学に行くことになるかもしれない。そうしたら……俺たちは、反恋愛を続けることなんて、できるんだろうか」

　俺の質問に、領りよう家けはしばらく無言だった。が、すぐに活いき活いきとした声で、答えが返ってくる。

『当たり前だろう。そもそも反恋愛というのは、辞めたくて辞められる性質のものではない。最も早はやこれは、我々に刻み込まれた生き様なのだ』

　領りよう家けは自信満々にそう言うと、それから少し早口になって続けた。

『それに……私とお前とは、たぶん同じ大学に行くことになると思う』

　その言葉に、ぽっ、と心の奥が暖かくなった。

『待て、勘違いするなよ。私が言ったのは、我々の高い学力レベルからすると、必然的にそこに二人とも行くことになるだろうという、ごく当たり前な推論に過ぎない。断じて、「好きな奴やつと同じ大学に行きたい」などという、頭のネジが全て抜け落ちた恋愛脳のリア充じみた判断ではない！　……それに、同じ大学へ行ったほうが、当然運動もやりやすくなるからな』

　その領りよう家けの言葉を聞くと、曇っていた心が急にパッ、と明るくなっていった。「非転向を貫いたとき」の重苦しいシミュレーションが、途端にバカバカしい極端なものに思われ、笑い飛ばしたい気分になった。

「そうだよな、そうだ。お前の言うとおりだ」

『そ、そうか。お前も同じ考えを持っているのだな』

「全く同じ気持ちだ」

　それから俺らは他愛のない雑談をしばらく楽しんだあと、電話を切った。冷え切っていた身体は、もうホクホクと暖かくなっている。

「すみません、お待たせしました」

　俺はソファに寝そべって何回目になるか分からないリピート再生を観みていた女児に声をかける。彼女はひどく退屈そうに、俺のことをジロッ、と見るだけで何も言わなかった。

「恋愛を認めるかどうか、でしたよね。勿もち論ろん、そんなもの認めませんよ。恋愛などというのは、生産性を貶おとしめて全人類を互いに憎ませあう最悪の幻想なんですから。我々は反恋愛を貫き通します。これが俺たちの、生き様なんです」

　俺がそんな風に潑はつ剌らつと言い切ると、それとは対照的に女児はかったるそうに顔を歪ゆがませて、

「もういいよ……君たちにはほとほと呆あきれるばかりだ」

　と言って俺から目線を切り、それ以上何も言わずに録画したアニメの鑑賞を再開した。
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　ある日の昼休み、反恋愛主義青年同盟部の地下部室には、領りよう家けを除く四人が集まっていた。飯を食ったり、昼寝をしたり、あるいはマンガを読んだりと、めいめいに寛くつろいでいる。リア充に占拠された昼休みの教室に居場所のない我々にとって、ここは学園内にある唯一のオアシスなのだ。

　そんな穏やかな空気のなか──ドアの金具が軋きしむ甲高い音の後に、いつもの怒声が響いた。

「リア充爆発しろ！」

　入り口を見ると、この部の議長にして俺のクラスメイト、領りよう家け薫かおるが立っていた。怒りに顔を真っ赤に染め、肩をわなわなと震わせている。

　彼女はドンッ、ドンッ、と荒々しい足音を立てていつもの場所へと向かうと、卓に両手をつき前のめりになって皆を見渡した。

　仕方なく、いつもと同じように俺は問うた。

「……今日はどうしたんだ」

　それを聞くと領りよう家けは深々と頷うなずき、いつものように怒ど濤とうの恨み節を垂れ流した。

「よくぞ聞いてくれた！　これまで私は幾度と無くリア充への怒りを噴出させてきたが、今日ほどやりきれない思いをしたことはなかった!!

　──昼休み、私は平時にも似ず、教室に居座っていた。同輩の諸君らはご存じだろうが、私は教室に学友を持たない。それが故、昼休みは早々に居場所を失ってこの部室へと退散してくるのが常だ。──だが、今日は違った。私は一人の女生徒のことが気になって、教室を出るに出られなかったのだ。それはひとえに、彼女の手に握られた一冊の本が原因だ。それは私が中学の頃に出会って以来、表紙が擦り切れるほど読み直し、常に座右に置いている本だった。これまで私はこの本の良さをわかってくれる学友を渇かつ望ぼうしていたものの、そんな人物はいくら待てども現れなかった……しかし、ついに好機がやってきたのだ！　彼女は今朝登校するや、その本を鞄かばんから取り出し栞しおり紐ひもを手繰って、読み始めた。私は運命を感じた。彼女は休み時間はおろか、授業中もその本を読よみ耽ふけり、凄すさまじい勢いでページを進めていった。それだけの魅力がその本には備わっているのだ、彼女は分かっているぞ！　そう思って私は嬉うれしくなった。話しかけたくて仕方がなかった。だがそれを、私の生来の臆病と、なによりも彼女が読み終わるまで干渉したくないという気持ちとが、阻はばんでいた。そして、昼休み──彼女は読み終えると、ふぅ、と大きく息を吐いて、本を閉じた。行かねばならない、ここで話しかけずに、いつ行くというのだ！　私はそう自分を鼓舞して、椅子から立ち上がった。

　──そんなときだった。一人の男子生徒が彼女に近寄ると、チャラチャラとした口調で話しかけたのだ!!

『その本どーだった？』『あー、貸してもらっといて悪いけど、よく分かんなかったわ。てか、ムズくない？』『そーなんだよ、俺も途中で飽きてさ。女なら分かるかと思ったんだけど……しゃーねー、古本屋に売るか』

　それは奴やつの彼氏が貸した本だったのだ！　しかもどちらもその本の真価を毫ごうも理解していない!!

　そのような感受性に乏しく、理解力の足らぬ脳だからこそ、恋愛などというペテンを信じこみ社会に搾さく取しゆされてしまうのだ！

　リア充爆発しろ！」

　そう言い切ると領りよう家けはがっくりとうなだれた。目は虚うつろだ。

　領りよう家けが一方的に彼女に期待を抱き、幻滅しただけだった。しかしその気持ちは、痛いほどよく分かる。

「許せない」「リア充は『親への感謝』と『会いたくて震える』しか理解しませんからね……小説は無理なのでしょう」「薫かおるちゃん、私も読むから感想共有しようね!!」

　部員たちが口々にそう慰めると、やっと領りよう家けは顔を上げた。

「この怒りを運動への活力に転化させねばならぬ！」

　彼女がそう言うと、みな義憤に駆られた様子で頷うなずいた。




　俺の所属するこの反恋愛主義青年同盟部は、その名の通り恋愛を否定し、人類をことごとく非リア充化するために日々邁まい進しんしている──といってもその活動は小規模で、しかもいつも失敗ばかりしている。

　部員は現在五名。無口な印象だが裡うちに秘めたる思いは熱い、一年女子の西にし堀ぼり優ゆう。テニス部エースの一年男子、瀬せヶが崎さき渉わたる。非常に大きな胸で男子を魅了してやまない二年女子神しん明めい茜あかね。そして俺、高たか砂さごに加え領りよう家け薫かおるで五人の少数精鋭だ。人数不足とも言う。

　決して順風満帆とは言えぬ状況だが、我々はめげずに何度でも立ち上がる。この世界から『恋愛』という幻想を消し去り、すべての男女関係を灼やき尽くすまで、我々は進み続けるしかないのだ。




　領りよう家けの言葉をきっかけにして、皆から反リア充のための作戦案が百出した。しかしどれも現実味を欠き、議論は進んでいかない。

　そんな中、今まで黙っていた西にし堀ぼりが出し抜けにこう提案した。

「小説の恨みは、小説で返せばいい」

　そんな簡潔すぎる物言いだったが、みな興味を引かれて彼女の次の言葉を待った。すると西にし堀ぼりは鞄かばんの中を漁あさり、くしゃくしゃに丸まった一枚の紙を取り出して展ひらき、見せながら言った。

「文芸部主催の学生小説コンクールがある。私たちで反恋愛小説を書いてそれに応募、金賞を獲得する。受賞作は学内に広く頒はん布ぷされる……効果は絶大」

　いつものように淡々とした喋しやべり方だが、その瞳には自分の案に対する自信が満みち溢あふれていた。

「なるほど、それは名案だ！　聞いてしまうと、最も早はやそれ以外は考えられぬという気になってくる、早速作業に取り掛かろう！」

　勢い込んでそういう領りよう家けに、他の二人も同調する。

「これまでと違う角度からの作戦でいいですね」「反恋愛文学の嚆こう矢しだね！」

　そんなふうに喜んでいるが、俺には絵に描いた餅のようにしか見えなかった。

「待て待て、まずこの作戦を成功させるためには、賞を獲とらなきゃいけないんだろ？……この中で小説を書いたことのある奴やつ、いるのか？」

　俺の問いに、場が静まり返った。やはり、誰も経験者はいない。

「荒唐無稽だ。こんな遠回りな方法じゃなく、もっと直ちよく截せつにだな……」

「何事もはじめから否定してかかるのはお前の悪い癖だぞ、高たか砂さご！　恋愛の愚かしさに自ら気づいた我々の知力を以もつてすれば、必ずや歴史に残る名作を著あらわすことができる!!」

「……具体的には、誰が書くんだ」

「そ、それはだな……ほら、皆で書けば良いだろう！　そう、リレー小説という奴やつだ、一人で長文を物することは出来ずとも、その五分の一の長さとなれば気が楽だ。よし、やるぞ！」

　領りよう家けはそう言って強引に話を推し進め、段取りを決めてしまった。

　順番は、領りよう家け→西にし堀ぼり→瀬せヶが崎さき→神しん明めいさん→高たか砂さご、ということになった。最後の俺にしわ寄せが来ることは必至である。

「詳細は個人個人に委ねるとして、大筋を決めておこう。若者に受けの良い題材でなくてはいけないな！」

　侃かん々かん諤がく々がくの議論の末、いま流は行やっているという「異世界転生」ものにすることになった。……それとどう反恋愛を結びつけるんだ？　皆目見当もつかない。

「『反恋愛』という重大なテーマ性と流行を取り入れたスタイル、名作間違いなしだな！」

　領りよう家けは自信たっぷりにそう言った。俺にはそれがどこから来るのかちっとも理解できないのだが、他の部員は彼女の言葉に同調して頷うなずいている。皆、やる気満々だ。

「締め切りも近いからな、早速今日から書き始めることにしよう！　まずは私の番だ。名作に相応ふさわしい、読者を引きつけてやまない冒頭にするぞ!!」




　　　　○




　翌日の放課後、領りよう家けは寝不足で目の下にくっきりとクマをつけながら、昨晩寝ずにしたためたのであろう原稿を皆に配布した。

「……異世界転生ということ、だからな、私はその、異世界に転生する前の日常と、転生のきっかけを描いた。これで、西にし堀ぼりにバトンタッチだ」

　領りよう家けはそれだけ言うと、パタン、と卓に倒れ伏してしまった。西にし堀ぼりと神しん明めいさんが、彼女の身体を部室備え付けのベッドへと輸送した。

　──原稿の内容は、次の通りだった。









　重いまぶたを開けると、窓から一筋の光が差し込んでいた。空中に舞う埃ほこりがその光線を散乱して、きらきらと瞬またたく乳白色の線を描く。遮光暗幕を買う財力のない芳ほう一いちは、ダンボールを窓に貼り付けて代用としているのだが、どうしても隙間から、そしていつともなく空いてしまった穴から、光が漏れ入ってくるのだ。

　上体を起こすと、肘に何かがくっついて一緒に持ち上がった。畳の上に新聞紙を敷いて寝ているから、寝汗でそれが肌に張り付くのだ。忌いま々いましい。そう思って強引に取り除こうとすると、ビリ、と紙の破ける音が鳴った。寝起きの機嫌の悪さもあって、彼はその紙片をビリビリと飽くまで破り続けた。

　カーテン代わりのダンボールを外すと、狭苦しく陰鬱な四畳半の部屋が顕あらわになった。ずっと暗いままのほうがよほど良い、芳ほう一いちはそう思った。肘を見ると、張り付いていた新聞の文字が肌にいくらか転写されている。数年前、それで現場の親方が彼のことを「耳なし芳ほう一いち」と渾あだ名なしたのだ。その日から誰も、芳ほう一いちのことを本名で呼ばなくなった。

　朝起きると現場へ行き、日が沈むまで働き、疲れきって泥のように眠る。それが芳ほう一いちの日常だった。いつまでこの生活が続くのだろうか、そう自問する日もあったが、決まって返ってくる答えはひとつだった。この生活が永遠に続く──。




　無論、大方の若者の例に漏れず、芳ほう一いちにも夢に燃えた時期があった。芳ほう一いちの母親は彼が中学の時に夫の暴力に怯おびえて失踪、怒り狂った父親は通行人相手に暴行事件を起こし、逮捕された。当然の帰結として彼は高校進学を諦め、中卒で働きに出なくてはならなくなったのだ。そんな彼にとって唯一の心の支えとなったのは、幼おさな馴な染じみの恵の存在だった。幼時より家が近所だった恵とは、義務教育の期間を通して良き関係を築いていた。高校受験の季節、往時は成績優秀だった芳ほう一いちは、自分の代わりをそこに見るかのように恵に勉強を教えた。合格発表の時、恵は嬉うれしさに目を涙で潤しながら芳ほう一いちに抱きついて、それから柔らかい唇を重ねてきた。その熱に浮かされるように、芳ほう一いちは決心して彼女に言った。

「稼いで金を貯ためて、高認を受けて、自分の金で恵と一緒の大学へ進学する」

　それを聞いた彼女は大粒の涙を零こぼして、芳ほう一いちの身体をいっそう強く抱きしめたのだった。爾じ来らい、彼はその時彼女から伝わった微かな熱を思い出して、生きる糧かてとしていた。




　しかし現実はそう甘くはなかった。一日働いて帰ってきた芳ほう一いちは、疲れて勉強をする気になどならなかった。なんとか頑張って参考書のページを捲めくっても、そこに書かれている文字は頭のなかを素通りしていき、後には途方も無い虚むなしさだけが残るのだ。焦あせりと苛いら立だちが芳ほう一いちを蝕むしばんだ。やがて仕事にも集中できなくなり、全てが上う手まくいかない歯がゆさに、彼の心身は日増しに不健康になっていった。

　中学の卒業から一年と半分が経たったある日、現場監督にこっぴどく叱られ打ちよう擲ちやくされた芳ほう一いちは、心の拠より所どころを求めるかのように昔の家へと足を運んでいた。卒業後に安アパートへ引っ越して以来、ここに来たのは初めてだった。

　家の表札は掛け変わっている。十五年間暮らした家に、今では誰か別の家族が、幸福な家庭をそこで築いている──そんな想像に彼は、居いた堪たまれなくなった。芳ほう一いちの目は救いを求めるように、斜はす向むかいの恵の家へと向けられた。彼女の姿をひと目見ることができれば、あるいは自分は再起できるかも知れぬ。彼女から貰もらったあの活力をもう一度……そんな淡い期待を胸に、夕闇のなか凝じっと路傍に佇たたずんで待っていると、果たして恵はやってきた。

　彼女は、男の漕こぐ自転車の荷台に、行儀よくちょこんと座っていた。

「あ、私の家、ここ」

　彼女が、中学の時とちっとも変わらぬ声でそう言うと、それに応えるようにブレーキのキュッ、という耳みみ障ざわりな甲高い音が鳴り、自転車が減速して止まった。

「ありがと、送ってくれて」

　恵がそう言うと、男は自転車を降りてスタンドを下ろし、彼女に近づいた。

「……いつでも、送る」

　低い声だった。朴ぼく訥とつな印象のあるその男は、中学で成長の止まった芳ほう一いちより十センチも背が高かった。

　恵はその男の両肩に手をかけ、背伸びをして目をつぶった。男が慌てて顔を近づけると、恵は口くちの端はに笑みを浮かべて、額と額をぶつけ、それから唇をすぼめるように突き出した。数秒の間重ねられていた唇は、余韻を楽しむかのようにゆっくりと離れていった。

「ね、キスするの……初めてなんだよ」

　恵は言った。男は恥ずかしそうにポリポリと頰を搔かくと、膝を屈かがめて、今度は彼の方から恵の唇を奪った。

　それを遠目に眺める芳ほう一いちは、心臓が高鳴って、胃がひっくり返りそうだった。今にも走って逃げ去りたいのに、足はちっとも動こうとしなかった。男と恵はそれからぼそぼそと睦むつ言ごとを交わし合って、別れた。

　幸せそうに目を細めて男の去る背中を見送る恵が、その姿が見えなくなって目線を切った瞬間だった。その視線が、背を丸めて立ち尽くす芳ほう一いちを捉えた。

「……耕ちゃん？」

　恵は芳ほう一いちに向かってそう呼びかけると、笑顔そのままに彼の方へ向かって駆けた。その名で呼ばれることが久しく無かったから、芳ほう一いちはしばらく呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「帰ってきたんだ。ね、うち寄ってかない？　晩御飯、食べていってよ」

　その声は、男とのあの遣やり取とりの後で、心持ち弾んでいた。芳ほう一いちにはそれが、堪たまらなく苦痛だった。

　彼は恵に背を向けると、そのまま何も言わずにそこを走り去った。それから二度と、彼はその場所へ戻ることはなかった。……




　三年程の歳月が流れた。恵はそこそこの大学に進学したという噂うわさを聞いた。

　芳ほう一いちはあいも変わらず、日銭を稼いでは使い切る生活を続けていた。しかし、変わった事もあった。芳ほう一いちにも仲間が出来たのだ。

　ある政治思想団体に加入したのだ。いろいろと難しい理想を掲げており、芳ほう一いちにはその詳細は毫ごうも分からぬ。しかし、実際にやっていることは至って単純で、他のセクトへ攻撃を仕掛けることだけだ。恵との邂かい逅こう以来、自暴自棄になっていた芳ほう一いちにとって、そこは破壊衝動を爆発させることのできる最適の場だった。団体もそんな彼を、使い捨ての兵隊として歓迎した。

　彼が運動にのめり込み活躍していくと、次第に顔が知られるようになってきた。芳ほう一いちはそれを勲章と思った。いつでも殺しに来い。そんな心持ちで、芳ほう一いちは転居せよという仲間の助言も容いれず相変わらずの四畳半に起居していた。




　その日、彼は仲間から借りた十八禁のＰＣゲームを背中のリュックに入れ、そそくさと家路を急いでいた。芳ほう一いちの部屋には、これもまた仲間から譲り受けた何世代も前のノートパソコンがある。古いゲーム以外に使い道の無い彼にとってそれは十分すぎる性能だった。早く自室へと辿たどり着つき空想の世界へと没入したい。今、俺の背中のリュックにはこの世界とは別の、俺が生存することを許された、優しい世界が詰め込まれているのだ。そんな逸はやる気持ちに突き動かされて早足で玄関まで到達すると、そこには見知った人影があった。

　恵だった。彼女はどこにでもいる女子大生のように化粧をし、月並みで小奇麗な洋服を着ていた。

「耕ちゃん、久しぶりだね」

　量産型の容貌をした彼女の口から紡つむぎ出されるその声は、あのときとちっとも変わっていなかった。知らない男の唇に幾度と無く重ねられたそれを通り抜けて声が出てきていることを思うと、吐き気が込み上げてきた。

「何の用だ」

　芳ほう一いちは出来る限りぶっきらぼうに、刺とげ々とげしく聞こえるように、そう言った。恵はその、長年の肉体労働でくたびれた声に一瞬怯ひるみながらも、すぐに芳ほう一いちの目を確しかと見返した。

「耕ちゃん、聞いたよ……変な運動に参加してるって。敵の攻撃対象になって、命まで、狙われてるんでしょう」

「お前には関係のない話だろ」

「関係あるよ！　だって……幼おさな馴な染じみ、でしょ」

　幼おさな馴な染じみ。その言葉を耳にした瞬間、芳ほう一いちは全身の血が沸騰したかと感じた。目の前の光景が忽こつ然ぜん、色彩を失っていき、全てが赤と黒に染め尽くされていった。視界は不安定に曲がりくねり、心臓の鼓動に合わせてあらゆるものが膨張し収縮した。

　恵は続けた。

「ね、もうこんなこと止やめよう？　耕ちゃんにはそんなの、似合わないよ。働いてお金稼いで高認受けて、って耕ちゃん言ってたよね。私、待ってるから……」

　怒りとも悔しさともつかぬ、ただ激烈な感情が、芳ほう一いちの小さい身体の中で渦巻いていた。口を開いて目の前の阿あ婆ば擦ずれを面罵しようにも、言葉が喉の奥で滞って、出てこなかった。

「あの頃の、中学の時の耕ちゃんに戻ってよ！」

　我慢がならなかった。芳ほう一いちは恵の肩を強く押して、壁にその背中を叩たたきつけた。しかしなおも恵は、力強い目で芳ほう一いちを見返してくるのだ。

　芳ほう一いちはその端正な顔に、唾を吐き掛けた。

　瞬時に目をつぶった恵の瞼まぶたに、頰に、唇に、その唾液の飛沫しぶきが掛かった。

　やってやった！

　芳ほう一いちの鬱屈していた心が、その破壊を以もつて一気に晴れ上がっていった。過去に大切に思っていたものを、文字通り唾棄するその、足のすくむような不安定に、彼は得も言われぬ快感を覚えた。

　止まっていた世界が、獰どう猛もうに回り始めた。今の芳ほう一いちの目には、全てのものが極彩色をもって絢けん爛らんに映じた。

　唾を吐き掛けられて呆ぼう然ぜんと立ち尽くす恵を置き去りに、芳ほう一いちは自室へ戻ることもなく駆け出していた。

　今の俺には何でも出来る。何でもやってやる。芳ほう一いちはそんな万能感に包まれながら、薄暗い路地を疾走した。

　彼の足はいつしか、対立セクトの根拠地となっている大学へ向かっていた。何人だって殺してやる。芳ほう一いちは道半ばの工事現場で拾った鉄パイプを片手に、弾丸のように走った。




　──身体の熱が、固く冷たい床に吸われていく。口の中にジャリ、という感覚があって初めて、自分が地に倒れ伏しているのだと知った。血の味がする。力を入れようにも、身体のどこにも反応がなかった。いつから意識を失っていたのだろう。校門をくぐってアジトへと向けて駆け始めた瞬間、後頭部をガツンと一発やられたのだ。

「しぶといな」「ゴキブリのような奴やつだ」

　芳ほう一いちが覚醒したことに気づいたのだろう、近くでそんな声が鳴った。

　と、すぐさま鈍痛がやってきた。身体中のいろいろな所を、代わる代わるに叩たたいている。もはや鋭い痛みを感じることすらできぬことに、芳ほう一いちは場違いにも感謝していた。次第に現実感が薄れていく中で、最後に考えたのは、結局借りたゲームを遊ぶことができなかったな、というひどく下らないことだった。

　息ができない。コポ、コポ、と鼻から血が噴出した。視界が、薄ぼんやりとした赤一色に染まっていき、次第にまた意識が薄れていった。……









　重すぎだった。どうしてこんなに陰鬱にする必要がある、転生の原因なんて突然トラックに轢ひかれるとかでいいだろ。明らかに領りよう家けの怨念が込められすぎていた。

　確かによくある微オタ要素が入れこんであるが、最後にとりあえず取って付けたようにしか見えない。

「これはちょっと……」

　俺がそう言って苦言を呈そうとすると……外の部員からは絶賛の声が飛んできた。

「これ以上の導入はない」「ばっちり感情移入できますね」「やっぱり恋愛は駄目なんだって、はっきり分かるね！」

　皆のその声に押されて、出かかっていた批判の声を引っ込める。俺の感覚がおかしいのだろうか、そんな疑心に駆られる。

　と、続きを書く予定の西にし堀ぼりが、勢い込んで立ち上がった。

「これだけのものを書かれてしまうと、プレッシャーがすごい。同時に続きを書けることに、喜びも感じる。必ずこの冒頭に相応ふさわしい続きを書いてみせる。今日はもう家に帰って、早速執筆に取り掛かる」

　目を輝かせていつになく雄弁に語る彼女は、それからすぐに鞄かばんを持ち上げ、しゅた、と俺らに敬礼すると帰って行ってしまった。

　……大丈夫だろうか。この上ない不安に襲われながらも、俺にできることは去りゆく彼女の背中を見つめることだけだった。




　　　　○




　翌日、西にし堀ぼりは寝不足でフラフラになりながら部室に入ってくると、手に持った紙束を卓へ置くやいなや倒れこんでしまった。

「じ、自信作……」

　絞り出したような声でそう言うと、彼女は最後の力を使い果たしたのかそれきり動かなくなってしまった。神しん明めいさんと領りよう家けとで西にし堀ぼりをベッドに運んだ後、全員分のコピーをとって皆で読んだ。

　内容は次の通りだった。









　う……んん……。

　なんだか、顔に柔らかいものがあたってる感触。身体もちょっと、いつもと違うような……。

　重いまぶたを頑張って開くと、頭の上になにか覆いかぶさっているみたいだ。

　凸凹があるが、その正体は分からない。とりあえず俺は、触って確かめてみることにした。

　腕を伸ばして膨らんだ部分を触る。ぷにゅん、という柔らかい感触だった。なんだろう、と思いもう何度かぷにゅぷにゅと触っていると、

「きゃーっ!!」

　そんな悲鳴が頭上から聞こえ、覆いかぶさっていたその何かが、ガバッと動いた。

　どうやらそれは、人間の身体だったらしい。そして俺の揉もんでいた部位は……。

　胸部を押さえている女性が、涙を目に溜ためながら俺を睨にらんでいる。と、平手が飛んできて、俺の頰をパチンッ、と打ち抜いた。かなり痛い。

「す、すみません、その、俺、何が起きてるか分からなくて……」

　慌ててそう弁明すると、その女性も分かってくれたのか、頰を赤らめながら頷うなずいた。

「……そうですよね、私の方こそ失礼しました。それに……女の子同士、なんですからね」

　女の子同士？　いやいや、待て俺は男だぞ……。

　そんな風に思いながら、俺は身体に違和感があったことを思い出す。そういえば声もなんかちょっと高かった。

　まさか、と思って下をまさぐると、無かった。

　あるべきはずの、生まれてこの方二十年連れ添ってきたはずの相棒が、なくなっていたのだ。

　代わりになんか、べつの見知らぬ器官がついていた。

　……なにが起こったんだ？　記憶を引っ張り出してくる。俺はあそこで、鉄パイプでボコボコに叩たたかれまくって……死んだ、んじゃないのか？

「あの、私……あなたが道端に倒れているのを見つけて、それで介抱していたんです」

　俺はそこで、ようやく彼女の姿を冷静に観察することができた。透き通るような白い肌、頰にさした朱色がよく映えた。目鼻立ちはくっきりとし、恥ずかしそうにすぼめられたその唇は厚く、艶なまめいていた。長くしなやかな栗くり毛げが、神こう々ごうしく光を放っている。

　こんな美人は、ついぞ見たことがない。しかしそれよりもなによりも、俺を驚かせたのはその格好だった。

　修道女姿なのだ。どうもコスプレとも思えない着慣れた感じがあるし、立ち居振る舞いも本物の修道女っぽいのだ。いや、俺も本物なんか見たことないけど、「これが本物だ」って感じのオーラがあった。

　女が手を胸からどけると、そのたわわな膨らみが揺れた。服は見た目から硬い素材と知れるのに、それを押し出してあの膨らみを作り出している──おっぱい検定準一級の俺の目は、そのバストをＧカップ以上と断定した。

　あの巨乳を今しがた触ってたんだよな……そう思うと血が沸き立ってくるが、いつもなら反応してくる場所が、反応しなかった。無いのだ。

　自分の胸を触ってみると、わずかにだが膨らみがあった。顔を触ってみると、いつものゴツゴツした感じからは想像できない、滑らかで繊細な肌があった。

　……完全に女になっている？

　意味がわからない、なにが起こっているんだ。

「すみません、俺、記憶がちょっとないみたいで。……その、ここの場所の、地図とか見せてもらっていいですか？」

　俺がそう問うと、彼女は少し呆あつ気けにとられながらも、にこやかに笑って応じた。

「えっと……ここには世界地図しかないですね。探してきます」

「いえ、それでいいです、見せて下さい！」

　彼女がタンスから取り出した、その世界地図を見せてもらう。見たことのない形の大陸、聞いたことのない国の名前、それに世界は平らで、なんだかよくわからん大きな動物の上に乗っている。

　……どうやらここは、俺の知っている世界と違うらしい。そして何よりも、俺の身体は女になってしまったみたいだ。

　途方に暮れてぼんやりと遠くを見つめる俺に、その女はきょとんとして曖昧に笑いかけた。




　修道院に住みついてしばらく経たった。そのうちにこの世界のことについても段々と理解が深まってきた。どうやらこの世界には、魔法と呼ばれる不思議な力が存在するらしい。それに地上には、人間を襲ってくる魔物が跋ばつ扈こしているそうで、ここから都市に移動するにも命がけだそうだ。昔いた世界の常識とはかけ離れていた。

　が、この世界でもやはり、人間のやることは同じだった。みな恋愛に夢中で、誰かが誰かを蹴落とし騙だまし合って、生産性を低め合っているようだ。そんな無様なところは共通しており、安心すると共に過去の嫌けん悪お感が蘇よみがえってもくる。

　この修道院は、そんな俗世界の汚お穢わいからは隔絶されていた。修道女たちは皆、過去に不幸な境遇にあり、同じく両親に恵まれなかった俺は深く共感した。彼女たちの話を聞くにつれ、この世界には恋愛至上主義なる巨悪がはびこっていること、それで人々をコントロールし、なにか悪事を企たくらんでいる黒幕が存在していることを直覚した。俺の元いた世界にも、同じような仕組みがあったのかもしれない。

　一度は死んだ身だ、俺はこの生命を、その悪を倒すために捧ささげることに決めた。修道女らは引き止めたが、頑として譲らぬ俺の姿勢を見て、次第に応援してくれるようになった。




　出立の前日、最初の日に俺を介抱してくれた修道女、アクァネが、俺のベッドに潜り込んできた。

「ホーイチ……本当に、行ってしまうのですか」「……うん、決めたから」

　アクァネはそれ以上なにも言わなかった。ただ彼女は俺の身体に手を回してぎゅっ、と抱きしめてきた。彼女の甘やかな香りが鼻孔をくすぐり、身体の内ない奥おうがとろけていくようだった。




（削除）




　結局その日は朝日が昇るまで寝かせてもらえず、俺は眠い目をこすりながらの旅立ちとなった。皆が泣いて見送る中、そこにアクァネの姿はなかった。

　半里ほど歩いた後、俺は振り返る。歩き出したときから、なにやら気配を感じていたのだ。

「……アクァネ、つけてきているんだろ？　バレてるぞ」

　そう言うと、こっそりと俺を尾行してきていた旅装のアクァネが、恥ずかしそうに物陰から出てきた。

「辛つらい旅になるだろうが……それでもついてくるのか？」「はい！」

　アクァネは嬉うれしそうに返事をすると、駆けてきて俺の腕を取った。やれやれ、まだしばらく、夜はちゃんと寝かせてもらえそうにないな……。




　まずは情報収集のため帝都へ向かうことに決めた。

　その道中に深い森があるのだが、俺らは今、その中に迷いこんで足止めを喰くらっている最中だった。見通しがきかず、羅針盤もぐるぐるとてんでバラバラな方向を示し、役立たずだった。

　そんなピンチの中、俺達は遠方で鳴る物音に気づいた。人の声がする。もしかしたら道を知っているかもしれない。

　駆けてその方へと向かうと、二つの人影が巨大なオークと対たい峙じしていた。

　一人は女性、騎士の甲かつ冑ちゆうを身にまとっている。長く艶つややかな黒髪が、動くたびにしなやかに揺れる。その大きな双そう眸ぼうは忌いま々いましげに、目の前で立ちはだかるオークを睨にらんでいた。アクァネとはまた趣の違った、しかしこれも今までに見たことのないほどの美人だった。

　もう一人は、なんかモブ顔の男だった。どうやら彼女の護衛らしいが、頼りない感じだ。

「カウォル下がっていろ！」

　そう言って男が踏み込み、オークめがけて剣を振り下ろす。しかしそのへろへろな太刀筋は容易に躱かわされ、オークのふるう鉈なたによって男の首は紙細工のごとく無残にも千切れ、飛んでいった。

「タカサゴッ！」

　女騎士はそう叫ぶが、残された彼の首から下は返答をするわけもなく、糸の切れたマリオネットのように力なくくずおれた。

　そうこうしているうちに、女騎士はオークに捉えられてしまった。ぐへへ、としまりのない顔で涎よだれを垂らすオーク。女騎士の高貴な顔立ちは、屈辱に歪ゆがんでいた。なめらかな長い黒髪が、オークの醜くゴツゴツした手に摑つかまれる。彼女が大きな目を閉じると、その驚くほど長いまつ毛がしなやかに揺れた。その先端は、今や涙のしずくに濡ぬれていた。

「くっ……殺せ！」

　震えた声音で、カウォルと呼ばれたその女騎士が叫んだ。しかしオークはぐへへ、としまりのない顔をしたままだ。これから彼女を辱はずかしめるつもりなのだろう。

　俺はアクァネと顔を見合わせ、頷うなずく。見ず知らずの人間だが、カウォルの危機を見過ごすことはできない。

　アクァネは鉄パイプを両手持ちし、隙をついてオークの後頭部を強打した。オークは一瞬気を失い、カウォルを手放してしまう。

　その間に俺は彼女を抱えて安全なところへ移動させた。そして、うずくまって後頭部を押さえるオーク目掛けて、俺のいた世界の知識をふんだんに活用した、最先端科学兵器・火炎瓶を投げつけた。異世界から転生してきた俺にだからこそ出来る、極めて現代的な攻撃手法だった。

　パリーン、と瓶が割れる甲高い音が鳴り、炎が燃え盛る。

　オークは断末魔の悲鳴を上げながら、炎の中でジタバタともがいた。が、しばらくすると喉が焼けただれたのか声も止やみ、身体の蠢うごめきも止まってしまった。科学の勝利だった。

「あ、ありがとうございます！　どうお礼を申し上げて良いやら……。それにしても見慣れぬ技でした、どこの秘術でしょうか？」

　人心地ついたカウォルがそう問うのに対し、俺は、

「極東の地に伝わる、カゲキ派という流派の戦闘術です」

　と適当に応えておいた。

　感心しきりのカウォルを誘い、俺たちは三人パーティーで旅をすることになった。モブ死したタカサゴは、一応オークと一緒に焼いて弔ってあげた。

　偶然にも、カウォルは俺たちと同じように「反恋愛」のために旅をしていたそうだ。高名な占い師サガ＝セキにより、彼女は「反恋愛革命を成し得る唯一の人物」と名指され、恋愛至上主義をこの世界に蔓延はびこらせている魔王を倒すことを目標に旅立った。その占い師が派遣したタカサゴが、旅の案内人として付いてきたが、これまであまり役に立っていなかったらしい。我々の同行を心から力強く思っているみたいだ。

　カウォルの使う補助魔法のお陰でなんとか森を抜けた俺らは、しばらくぶりに見る星空の下で野営することになった。

「ホーイチは私と眠るのです！　今までもそうしてきましたからっ！」

「なにをっ、護衛を失って心細いこの私に、ホーイチが寄り添うのは当然だっ！」

　俺の腕を両側から引っ張っていがみ合うアクァネとカウォル。

　たはは……この先が思いやられるぜ。









　……なんだろう、とにかく酷ひどい。

　ツッコミどころが多すぎて、最も早はやどこからツッコんでいいのか分からなかった。

　まず、西にし堀ぼり自身の願望が反映されすぎだった。なんで主人公がいきなり性別変わってんだよ、イレギュラーすぎるだろ。そして主人公の性格が転生前・後でまるで別人だ。芳ほう一いちは「たはは……」とか言ったりするキャラじゃねえ。レズハーレム構築のためにすべてが引っ張られている。雰囲気も文体も変わりすぎだし、いつの間にか三人称から一人称に変わっている。

　それに、設定がガバガバすぎる。鉄パイプと火炎瓶とで、剣と魔法の世界の住人に勝てるのかよ。あとその攻撃手法、あんまり科学要素がなくて原始的だと思うんだが。

　そして登場人物。部員をモチーフにアクァネ＝茜あかね（神しん明めいさん）、カウォル＝薫かおる（領りよう家け）などが作られているのは、百歩譲って許そう。なんでタカサゴだけなんのひねりもなく本名なんだよ。しかも出てきて一瞬でオークに屠ほふられてるし、その後の扱いも酷すぎる。オークと一緒に火葬すんのやめろ、もうちょっと丁重に葬ほうむってくれよ。

　あと、エロ描写。文句なく削除だ。

　挙げ始めればキリがないほど、ツッコミどころ満載の原稿だったが、他の部員の反応は、

「革新的だ！　天下を取れるぞ!!」「こういうものを求めていた気がします、創作の世界に新風を吹き込みますね！」「受賞まちがいなしだよねっ！」

　などと絶賛の嵐だった。冒頭の雰囲気をガラッと変えられてしまった領りよう家けだったが、彼女こそ一番頻しきりに褒めており、「未来の文豪を目覚めさせてしまったな……」などと言って震えていた。

　瀬せヶが崎さきは西にし堀ぼりの原稿コピーを握りしめ、立ち上がった。

「次はぼくの番ですね。……西にし堀ぼりさんも昨日おっしゃっていた通り、重圧が半はん端ぱないです。ですが、死力を尽くし書いてきます！」

　いつもは冷静な彼が、今日はいたって熱っぽい口調でそう語った。

　……この先が思いやられるぜ。




　　　　○




　翌日。例のごとく、瀬せヶが崎さきも寝ずに書き上げてきたらしい。パイプ椅子を並べてベッドを作り、そこに彼を寝かせた後、俺らはその原稿を読み始めた。









　タカサゴが死んだことを報告するため、我々はまず彼の故郷の村へと向かうことになった。

　彼の実家だというあばら屋の門をくぐると、

「お兄ちゃん、帰ってきたの!?」

　音を聞きつけたのか、元気よく少女が飛び出してきた。タカサゴの妹、名前はジョジといった。どうやら両親をなくし、タカサゴと二人三脚で育ってきたらしい。齢よわいは十くらいだろうか、健康美にあふれる理想的な少女だった。

　彼女にタカサゴの死を伝えると、ジョジはくずおれ、両手で顔を覆っておんおんと泣き始めた。俺はその悲痛な様子に耐え切れず、腰をかがめて彼女に優しく声をかけた。

「お嬢ちゃん、悲しい気持ちは分かります。だがしかし、強く生きねば……そうだ、私がタカサゴの代わりに、貴女あなたの姉になります。貴女あなたの心の支えになりたいのです」

　そう言うと、ジョジは次第に泣なき止やみ、大きくコクリと頷うなずいたあと、強く俺の手を握った。こうして我々の旅の仲間に、ジョジが加わることになった。




　見た目が幼いからといって侮あなどってはならない。ジョジは仲間の誰よりも身のこなしが洗練されており、魔法を教え始めるやメキメキと上達して、今や戦力の中核を担になっていた。魔法には何種類もの系統があり、生まれ持った素質によってどの系統が上手・苦手というのが殆ほとんど決まってしまうと言われている。しかしジョジにはそんな常識など通用しなかった。彼女はどんな種類の魔法をも、誰よりも上手に扱ってみせた。

　ある日、俺らはまたもやオークと会敵した。それも今度は一匹ではなく、数匹の群れだった。タカサゴが屠ほふられたときの記憶が蘇よみがえり、俺たちは足が竦すくんで動けなくなってしまう。しかしそんな中、ジョジだけは果敢に立ち向かったのだ。

「えいっ！」

　道端で拾った棒を杖つえにしてブンッ、と振ると、その先端からは七色の火花が飛び散った。幾条にも広がった火は、やがて一本の太い火か焰えんに収しゆう斂れんしていき、獰どう猛もうにうねりながら天高く昇っていく。それは雲を突き抜けた後、龍の形になって戻ってきた。

　ジョジが棒を振ると、その動きに指揮されるかのように火か焰えん龍は縦横に動きまわった。オークはその様子に恐れをなして散り散りに逃げるが、龍は目にも留まらぬ速さで追いつき、一匹ずつ丸まる吞のみにしていった。その後には塵ちりひとつ残っていない──途方も無い威力だ。

　見たこともない魔術だった。ジョジの能力は兄のタカサゴを超えるどころか、この世界にいるどんな魔術師をも上回るのではないかと思えた。

　俺の役目は、そんなジョジの様子を目に刻みつけ、克明に記録し、そして後代に伝えていくことだ。そのためにこの世界に生まれ変わってきたのだ──俺は自らの役目を悟り、ジョジへの永遠の忠誠を誓った。




　カウォルが占い師から伝え聞いた情報をもとに、我々は「魔の山」と呼ばれる、常に噴煙立ち上るおどろおどろしい山へと向かっていた。ここに我々の倒すべき魔王がいるというのだ。地元の人は誰もが我々の入山を引き止めた。だが俺らには『恋愛』を葬ほうむり去さるという使命がある。ここで足を止めるわけにはいかないのだ。

　いよいよ山が近づいたある日、俺らは英気を養うため、麓の温泉地に一泊することになった。閑散としたところで周囲に人ひと気けはなく、河原に温泉が湧き出していた。

　早速俺らは服を脱いで、温泉でこれまでの疲れを洗い流すことにした。

「ホーイチは私と一緒に入るのです！」

「何をっ！　騎士を守ることこそホーイチの務めだ、私に寄り添ってもらう!!」

　年増連がおっぱいを揺らしながらガミガミと言い合っているが、俺にはちっとも興味がなかった。

　ジョジが服を脱ぐのを手伝う。二つ結びにしているのを解くと、若さを感じさせる瑞みず々みずしい長髪が風にたなびいた。俺はその長い髪を持って彼女と一緒に湯へ浸つかった。自然と抱きすくめる形となり、身体が密着する。健康的な汗の匂いと、少女特有の甘い柔らかな香りが鼻孔をくすぐる。湯気でその頰は湿り気を帯び、ほのかに上気していた。手慰みにその頰を指で押すと、ぷにっ、と驚くほどの弾力で押し返されてしまう。ジョジは俺の悪戯いたずらに怒って、上目遣いで俺を睨にらんで唇を尖とがらせるが、そのすぐ後で楽しそうに笑った。たまらなく愛おしかった。大きな瞳、それを縁取る瞼まぶたはいま、湯の心地よさに細められている。少女はそこからゆっくりと目をとじると、俺の胸に頭の重みを預け、くっついてきた。

「お姉ちゃん……」

　……そうだ、いくら彼女が頼もしいとは言え、まだ本当は年とし端はもいかぬ少女なのだ。兄を失った悲しみなど克服したように振舞ってはいるが、本来はまだ親元で遊んで暮らしている年頃だ。俺が彼女の、心の拠より所どころとならなくてはいけない。

　まだ言い争っているアクァネ、カウォルを尻目に、俺とジョジは固く抱き合った。ジョジの頭が俺の胸の谷間に挟まると、彼女はグリグリと顔を揺らした。今は亡なき母親の面影を偲しのんでいるのかもしれない。俺は彼女の頭に手を載せ、その髪を軽く梳すいた。ジョジの目から一粒、涙がこぼれた。……









　業が深すぎる。

　西にし堀ぼりにも言えることだが、自分の願望を内容に反映させすぎだった。まず少女を出した挙句、これまでの女二人を完全に軽視し年増とすら呼びやがった。あと、いきなり兄の死を知らせにきた見知らぬ女に、「妹になれ」と言われて承諾する妹がどこにいる。あまり幼女を舐なめるなよ。

　さらに、幼女を贔ひい屓きするあまり強くしすぎていた。こんなに強かったらもう他のメンバーいらねえだろ、バランスを考えろ。

　そして唐突な温泉シーン。女になった設定を上う手まく利用しているところが、本当に業が深い。ちょっとついていけない感じがした。

　──が、やはり他の部員からは高評価だった。

「失った悲しみを描くことで物語としての深みが増したな！」「おねロリは時代の最先端。彼の流行を読む嗅覚は本物と言わざるを得ない」「ジョジちゃんを応援したくなるね！」

　俺にはもうなにもかもが信じられなくなっていた。ズレているのは俺なのか、他のメンバーなのか、あるいは世界そのものなのか……そんな壮大なことを考え始めてしまう。

「次は私だね、みんなには負けてられないよ！」

　神しん明めいさんは、ほんわかとしたいつもの調子からは一転、そんな勝ち気な意気込みを見せ、部室を後にした。




　　　　○




　翌日、例によって神しん明めいさんはベッドに運ばれ、俺らはその原稿を読む。

　さて、内容は次の通りだった。









　山の中腹まではシュトループ式の鉄道が敷いてあり、一日三往復の運行があるとのことだった。我々は麓の駅で朝食代わりの弁当を買い、７時57分発の六合目行き列車に乗った。

　さすがに地元民から恐れられている山とあって、乗客はまばらだった。それでも日常生活に利用している人もいるらしく、いくらか乗車している。あまり死地に赴くという感じがしない。

　隣のクロスシートで足を伸ばす老女に話しかけると、山菜を採りにいくとのことだった。

「こんな所で山菜が採れますか」

「ええ、人があまり立ち入らないものだから、質の良いものが採れるのです。高値で売れます」

　そんなものかと思い、感心する。山菜採りで事故に遭うニュースなどよく見かけるが、そもそもこういった危険な場所こそ良質な採取場なのだろう。命がけの仕事だが、老女の顔には気負いなど微み塵じんも見られない。長年の積み重ねで到達したそんな域に、我々のような若輩はただ感服するしかない。

　遠目からは寒々しく単調に見えたこの山だったが、車窓は驚くほど変化に富んでいた。登山鉄道は三千メートルもの標高差を淡々と登っていくのだが、その間に植生が目まぐるしく変わっていく。私の昔居た世界では森林限界に到達する高度でも、なお背の高い樹木が生えている。どうやら相当しぶとくできているらしい。なかには、山頂から漏れてくる瘴しよう気きを吸って栄養とする種もあるらしく、逞たくましい限りである。

　また、魔物がところどころに現れるのも、我々の目を喜ばせた。乗客を食おうとして車両に近づいてきた山ゴブリンを、先ほどの老女が慣れた手つきで捉え、そのまま車両備え付けのストーブで火ひ炙あぶりにするという一幕もあった。彼女の言によれば、この辺りの魔物は良質な栄養をとっているため美味で、生きたまま炙あぶると身が柔らかいのだそうだ。我々も捌さばくのを手伝い、相しよう伴ばんに与あずかった。鶏とり肉にくのような味だが、舌にピリピリと来るアクセントがある。慣れるとそれが病みつきになるそうだ。

　走って３時間ほどすると、この路線の最大勾配である３７０パーミルの地点を通過した。パーミルとは千分率のことで、勾配を表すのによく用いられる値だ。角度に換算するには、千で割って逆正接を取れば良い。日本では信越本線横よこ川かわ‐軽井沢間の碓氷うすい峠とうげ、66・７パーミルという数字が有名だ。この区間では昭和38年までアプト式、その後平成９年までは電気機関車を複数連結しての粘着方式で運転されていたが、北陸新幹線の部分開業に合わせて、惜しまれつつも廃止されてしまった。現在、横川まではＪＲ信越本線、軽井沢から先はしなの鉄道しなの鉄道線となっており、横川‐軽井沢間はバスで移動することになる。

　閑話休題。登山鉄道は急勾配をぐんぐんと登っていく。途中駅で降りる者はあまり居ないが、眺望が良いので停車中、ホームに出て休憩する人が多かった。我々もそれに倣ならって外の空気を吸うことにした。

　停車中に反対方向へと行く列車と行き違う。ちらほらと乗客の姿が見えるが、どういう人たちなのだろうか。上に住んでいる人がいるのか、あるいは山小屋にでも泊まったのか。もしかしたら魔王の所で働いている人が、夜勤明けに帰っていくのかも知れない。そんなことを想像して皆で議論しているうちに、発車のベルが鳴り出してしまった。

　12時48分、終着となる六合目に到着した。ここからはひたすら歩いて山頂へと向かうことになる。

　昔は山頂付近まで鉄道があったそうだが、採算がつかずに廃線になってしまったらしい。我々はその廃線跡を辿たどっていくことにした。

　時折残されたレールに雑草が生い茂りまとわりついているのは、悲しさを誘起させるとともに、心強さも感じる。文明の残した爪痕を自然が喰くらい尽くし、同化させてしまう。我々の存在の矮わい小しようさを改めて認識する。




（長いので中略）




　下を見下ろすと、いつの間にか雲を通り抜けたらしく、雲海が広がっていた。遠近感がなくなり、自分がミニチュアの中の存在であるかのように錯覚してしまう。

　腹も減った。適当な大きさの岩に腰掛け、我々は六合目の駅で買った弁当を使った。この山菜も老婆が採ったものなのだろうか、滋味に富み大変美味であった。









　趣味に走りすぎだった。まず、なんかすごい悪のいる山みたいな設定なのに、途中まで鉄道で行けるのがお手軽すぎる。あと乗り合わせた老婆の強キャラ臭が半はん端ぱない、パーティーに加えろよ。

　淡々とした記述は、確かに面白くはあるのだが……なんだか紀行文といった感じだ。

　が、またこれも他の面々からは大絶賛だった。

「人間の、恋愛の矮わい小しようさが、大自然の描写をするうちに透けて見える名文だ！」「ひとつの文学的達成」「学校の賞に応募してしまうのは勿もつ体たい無ないくらいですね……」

　俺はもう他のメンバーと意見をすり合わせることを諦めた。

　かくなる上は、アンカーである俺自身がこのとっちらかった展開を収束させ、リレー小説を一応は見られる形に整えるしかない。他の四人が好き勝手に書いたせいで、俺にかかる負担はかなり膨れ上がってしまったが、貧乏くじを引くのはいつも俺の役目だ、そこはまあ慣れている。

「最後は……高たか砂さごだな！　失敗を恐れずぶちかましていけ！」

　領りよう家けは無責任にもそんなことを言うが、ここで俺が放り投げてしまえば小説として完成しない。冷静に丁寧に、不格好でもいいからここまでのピースを繫つなぎ合あわせるのが俺の仕事だ。




　　　　○




　予想通り作業は難航し、最後の一文字を打ち終えた頃にはもう朝日が昇っていた。

　その日の授業は睡眠に充あてた。放課後、原稿を部室に持って行くと、皆は期待に胸を膨らませてそれを読み始めた。俺は椅子に座って半分寝ながら、読み終わるのを待った。









　山頂にたどり着くと、確かにそこには砦とりでのような建築物が、火口に乗り出すように聳そびえていた。しかし、俺らが近づいていっても、中からは何も反応がない。とりあえず火炎瓶を塀の中に投げ込んでみるが、それでも動きは見られなかった。

　恐る恐る中に入ってみると、そこは廃はい墟きよの様相を呈していた。打ち捨てられてから、少なく見積もっても十年は経たっている。

「……奴やつは、ここには居ないのか？」

　カウォルが言った。占い師の情報に従えば、魔王はここにいて人類支配の指揮をとっているはずなのだ。

　アクァネが魔法を使って周囲の熱源を調べるが、俺ら四人の他には、赤々と燃え盛る火口の熱があるだけだった。

「とりあえず、奥に行ってみようよ。占い師さんの情報が、間違ってるなんて……それなら、お兄ちゃんは無駄死にだよ……」

　ジョジが顔色を翳かげらせてそう言うと、他の面々は静まって頷うなずいた。

　薄暗い迷路のような道を進んでいくと、華美な装飾を施された巨大な扉が目の前に現れた。ただしそれは在りし日に放っていただろう絢けん爛らんな光を失って、くすんでいた。

「……入ります」

　ジョジは自ら決着をつけるとでも言うようにきっぱりとそう言って、扉を開いた。

　高い天井と、金網の床面が見える。粗い金網を通して、底には火口の一部が見えており、ぐつぐつと煮立ってあちこちで火が噴出している。

　そんなおどろおどろしい部屋だが……人影は見当たらない。

　張り出した金網の床、その最先端には玉座が置かれている。ジョジはおぼつかない足取りでそこへ向かい、座面を手で軽く払って、腰を掛けた。その顔は俯うつむき、明らかに気落ちしたように見えた。

「そ、そんなに落ち込むことはない、タカサゴの死は決して無駄などではなく、彼の遺のこしたものは我々の中に息づいているじゃないか！　なに、魔王ならまた探せばよいのだ」

　そう言ってカウォルは、ジョジを慰めようと近づく。

「行くな、カウォル！」

　俺がその後ろから鋭く叫ぶと、彼女はビクッ、と身体を震わせて立ち止まり、振り返る。

「ホーイチ、なにを薄情なこと言っている、我々は仲間なんだから、辛つらい時は寄り添ってやるべきだろ!?」

「そうだよ、義姉妹の契ちぎりを結んだホーイチが、どうしてそんなことをっ……！」

　カウォルと一緒に、アクァネも俺に反発してくる。

　が、ここに至って俺には確信があった。

　ジョジは下を向けていた顔を、ゆっくりと持ち上げる──そこには、不敵な笑みが浮かべられていた。

　カンッ、と乾いた音を立てて、カウォルが向かっていた先の金網が外れた。それは重力に導かれて落下していき、十数秒もの長い滞空の後に燃え盛る炎に包まれ、溶けて見えなくなってしまった。もしカウォルがあのままジョジに近づいていたら、彼女もその金網と同じ末路をたどったことだろう。カウォルの足がガクガクと震えていた。

「ホーイチよ、いつから気づいていた？」

　ジョジはこれまでのあどけない口調からは想像もつかない、冷厳な声でもって俺にそう話しかけた。

「……強いて言えば、最初からだ。常に用心はしていたが、ここに来て確信した。ジョジ──お前が全ての黒幕なんだ」

「いかにも」

　ジョジは一切の躊ちゆう躇ちよなくそう言って、高らかに笑った。カウォルもアクァネも放心したように、彼女の変貌ぶりをただただ見つめるだけだった。

　最初から怪しいと思っていた。まず最初に、カウォルがタカサゴと旅をしていたこと。反恋愛のために闘うというのに、男女ペアで動いているということがまずおかしい。どんなに意志が強かろうと、所詮は人間のやることだ、恋心が芽生えてしまうこともあるだろう。だから俺は、彼をまず恋愛至上主義者が送り込んだ内偵なのではと疑っていた。

　死後、その妹であるジョジが俺の義妹となった。その変わり身の早さが怪しい。そして、彼女の全知全能とでも言うべき強大な魔力──ただの少女が自然に身につけているものとは、到底思えない。

　そして彼女を疑うには、もう一つ大きな理由があった。何よりも俺には、前世の痛ましい記憶があるのだ。唯一の心の拠より所どころとしていた女に裏切られた──だから俺は、他人のことなどちっとも信用していなかった。常にジョジを、それに他の人間をも、疑い続けてきたのだ。勝因はそこにあった。

「しかし気づいたからといって、もはや手遅れだ。貴様らは私が長久の歳月をかけて構築した魔法陣の中に、入り込んでいるのだからな！」

　ジョジがそう言ってパチンッ、と指を鳴らすと──瞬間、身体が固まる。四肢が全く言うことを聞かなくなったのだ。俺以外の他の二人も、先ほどの姿勢のままで固まってしまっている。絶体絶命の状況だ。

「ふふ、まさかわざわざ、貴様らを処理するために作ったこの場に出向いてくれるとはな……ホーイチ、お前がもっと早く確信していたら、危なかったぞ」

　そう言ってジョジは玉座から降り、前に進み出る。

「さて、どうやっていたぶってくれよう。このままマグマに落としてしまうのではつまらない」

　ジョジはアクァネの胸を恨みがましい目線で睨にらんでから、続ける。

「……そうだ、オークを呼んで貴様らをその欲望の捌はけ口ぐちにしてやろう。貴様らも赤ん坊ができれば少しは大人しくな……ぐっ！」

　と、急にジョジは喉を押さえ、ひざまずいた。その顔は苦く悶もんに歪ゆがめられている。それと時を同じくして、俺たちを戒めていた魔術の拘束も解かれたようだ。

「き、貴様ら、何をっ……」

　ジョジは苦しそうにそう問うが、こちらとしても何がなんだか分からない。

　俺らがそんな風に戸惑っていると、後ろからズゥゥン、という静かな重々しい音が鳴った。振り返ると、あの大きな両開きの扉が開かれて──そこには、老婆の姿があった。登山鉄道で一緒になった、あの方だ。

「やはりそうだったか……その少女から邪気を感じて、肉に毒を混ぜ込んでおいた。正解だった」

　老婆はゆっくりとジョジへと歩み寄っていく。

「ここに解げ毒どく剤がある……もう二度と悪さをしないと誓うか？」

　彼女は胸元から取り出した小瓶をジョジに見せ、言った。穏やかな声音だが、内ない奥おうに秘められた威圧感に、傍はたから聞いている俺ですら圧倒されてしまった。

　ジョジは悔しそうに唇を嚙かみしめ、目をきつく閉じる。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、ゆっくりと首を縦に振った。

　老婆がジョジに薬を飲ませると、その顔色は急速に良くなっていった。やっとジョジが立ち上がれるという段になって──老婆は彼女を片手で持ち上げ、もう片方の手でおしりをペシンッ、と叩たたいた。

「ぴにゃっ！」

　ジョジから、見た目相応のあどけなさを感じる悲鳴が漏れた。が、老婆はそんなことを意に介さず、何度も彼女の尻をパシンッ、パシンッ、と景気良く叩たたいていく。

　百回叩たたき終えると、老婆は彼女を床に下ろした。ジョジは涙をぼろぼろと零こぼして老婆の足元に縋すがり寄り、「もうしない、もうしない」と頻しきりに訴えつづけた。老婆はそんなジョジの頭を撫なでると、優しく微笑ほほえみかけた。




　その後、ジョジは老婆の下に引き取られることになった。ジョジによる裏からの操作から解放された世界は、やがて恋愛に興味を失い、人々は本当に自分がやりたかったことに集中し、充実した日々を送るようになった。

　反恋愛の勝利である。

　人類はその後急速に人口を減らし、やがて絶滅した。

　地球に平和が訪れたのだ。



（了）













　俺の書いた内容は以上だ。西にし堀ぼりの部分で出てきた、あっけなく死んだタカサゴを伏線として拾い、瀬せヶが崎さきの所でジョジが唐突に仲間になったこと、ジョジが強すぎることを逆手に用い、領りよう家けのあの重すぎる冒頭における主人公の内面を反映させた。そして神しん明めいさんの所で突然出てきた強キャラの老婆を登場させ、締めくくった。

　強引なのは言われずとも分かっている。しかしあの惨状を収束させるには、これ以外の展開は考えられなかったのだ。

　さて、読み終わった部員の面々は──一様に、苦り切った顔をしていた。

「こ、これは、その……まぁ、あれだな」「高たか砂さごにしては頑張った方」「まぁ、無難な終わり方なんじゃないですかね」「よくあるハッピーエンドだね～」

　なんで皆、俺にだけ厳しいんだよ、泣くぞ。あとこれ、ハッピーエンドなのかな……？

　領りよう家けが続けて、感想を漏らした。

「それにしても、この……幼女が実は黒幕だったという展開は、少しあざとすぎるんじゃないか？」

　あざといと言われても、俺は真実を反映させたにすぎない。文句は冗談みたいなこの現実に言ってくれ。




　いろいろ不満は噴出したが、結局は俺が書いたものが採用されることになった。

　そのまま校内の小説コンクールに投稿、審査が終わるまで数週間待った。

　そして結果発表──意外なことに、俺らのグダグダな小説は銀賞を獲とってしまった。当然金賞がもらえるものと思っていた部員たちは不満そうにしていたが、冷静に評価すればこれでもかなり良かった方だ。

　審査員からの選評は、次のような感じだった。

「昨今流行している異世界転生ものを形式上踏まえてはいるが、著者はそのテンプレートに甘んじてはおらず、目的は既存の枠組みを踏み台とした大きな跳躍にあった。本作はおおまかに五つのパートに分割できる。前半四部の作り出す分裂症的な世界は、複雑なこの現実世界に生きる我々の実像を、あえて虚構世界というレンズを通すことで鮮烈に映し出してみせた。そして、最後のパートではこれらに折り合いをつけるべく、それまでの話が繫つなぎ合あわされていく。その不格好で強引な、そして半ば諦観をも感じさせる終結部では、コミカルな尻叩たたきが描写され決着となる。だが、現実とは斯か様ようなものではなかったか。他者の蠢うごめくこの肥大化した社会で我々が上う手まく立ち回るためには、半笑い半泣きで途方に暮れながらも、どうにかして折り合いをつけていくしかない──そんな苦悩を喜劇という形へ転化し、著者は呈示したのだ。そしてハッピーエンドともバッドエンドとも判じきれぬ最後の一文は、我々の思考を善悪の彼岸へと導いていく──」

　……わけが分からんが、とにかく好意的に受け取られているらしい、感謝しよう。

　さて、一般生徒からの評価だが、これもまた好評のようだった。やはり異世界転生、ファンタジーというところが功を奏したのだろう。




　が、作戦としては失敗と言わざるを得なかった。何しろあまりにもファンタジーすぎたし「反恋愛」も唐突に出て来るだけなので、反恋愛小説としてはあまり効果を発揮していなかった。しかも、俺らの小説を会話のネタにして盛り上がってしまっている男女もいくらか散見され、むしろ逆効果となった感すらあった。

　なかでも、感想として寄せられた、

「この作品を語り合っているうちに、お互いのことが分かってきて……今では付き合っています。本当にありがとうございました！」

　という言葉に、俺ら五人はしばらく立ち直ることができなかった。







[image: エピローグ]







　色々あった、というだけでは済ませられない、数々の出来事が頭の中で次々に蘇よみがえって、俺の心を締め付けていった。賑にぎやかだった思い出が、いま一人でこの部屋にいることを寂しく感じさせてしまう。

「どうして……こうなってしまったんだろうな」

　俺はまた、独り言を漏らした。他にあったはずの選択肢のことを、改めて考えてしまう。他に誰もいない一人の部室で、俺はゆっくりと目を閉じ、過ぎ去りし日の思い出に、更に深く入り込んでいく──




　が、それはガンッ、という大きな金属音で阻はばまれてしまった。明らかに耳馴な染じみのある、部室の扉を勢い良く開ける音だった。

　それからドカドカと大きな足音が続いて、彼女はいつもの席にどっかりと腰を下ろした。もちろんそれは、反恋愛主義青年同盟部の創始者、領りよう家け薫かおるだった。

「高たか砂さごよ──私は貴様に留守番は命じたが、居眠りをしろとは言っていなかったはずだが」

　開口一番、彼女は目をつぶっていた俺を窘たしなめると、ギロッ、と睨にらみをきかせてきた。

　領りよう家けに続いて、他のメンバーも入ってくる。それぞれ両手に大きな荷物を持っており、狭い部室が更に狭苦しくなっていった。

　皆で買い出しに行く中、俺だけ留守番に当てられてしまったのだ。部員の中で誰か一人こういう役目を負わなければならないときには、決まって俺の担当になる。他の部員が楽しそうに会話しながら買い物から帰ってくる姿を見て、俺はもしかしたら自分がハブられているのではないかという疑心暗鬼にかられた。いや、それは最も早はや疑念ではなく、確信だった。よくよく思い出してみると、先ほどは美化されて見えていた思い出だが、明らかに俺が割を食っている事例が多々あることに気づく。こういった美化された楽しい思い出が、実際には精神を擦り減らしながらなんとかやり切ったことであり、一緒に経験したはずの人々に聞くと「え、お前あの時いたっけ？」と半笑いで聞かれてしまうことは、よくあることだった。

「お前ら……俺の悪口で盛り上がってたんだろ、知ってるんだからな……」

　声を震わせながら俺が言うと、領りよう家けが無表情で応えた。

「非リア充特有の被害妄想はやめろ。よく考えてみることだな、お前の悪口を言い合ったところで、ちっとも面白くもない──悪口としてもコンテンツになりえないのが、我々のような極まりすぎた非リア充だろう」

　あまりにも冷静な領りよう家けの指摘に、励まされるどころか一層落ち込む。最も早はや俺は悪口のネタにすらなれず、話題に上ることもないらしかった。

「そんなことはどうでもいい──高たか砂さご、居眠りをしていてもいいがな、記録作業はもう終わっているのか？」

　俺は古参部員のひとりとして、この部で行おこなった活動について記録をまとめる仕事を仰おおせつかっていたのだが……こうして思い出すことはできるが、遅々として進まない。

　この記録は、後で見返して反省するため、という側面も勿もち論ろんあるのだが、それ以上に「教育」のためという意味が強い。反恋愛主義青年同盟部のことについて手っ取り早く理解してもらうためには、我々がこれまでどのようなことをやってきたかを知ってもらうのが一番だ。

「高たか砂さごさんの記録、勉強のために読ませてもらっているのですが……」

　紆う余よ曲きよく折せつの末に入ってきた新入部員、宮みや前まえがそんな風に言って、プリントアウトされた用紙を鞄かばんから取り出して来た。彼女を立派な反恋愛戦士として鍛え上げるために、こうして俺に仕事が降ってきたのだ。

「うむ、いい心がけだな。すぐに奴やつなど追い抜いて、立派に反恋愛を率いてくれるようになるだろう」

　領りよう家けはそんなことを言いながら、うんうんと頷うなずいている。新しい部員が入ったことが非常に嬉うれしいのだろう、最近は特に張り切っているようだった。

　が、宮みや前まえは困ったような顔で続けて言った。

「この記録には、反恋愛などと言いながら何だかんだで皆で楽しんでいるような描写しか見られないのですが……本当にこれは、正しいのでしょうか？　それに、私わたくしの当初の想像を超えて、親密にしていらっしゃる二人がいるようで……」

　そう言って、領りよう家けに記録を渡す。宮みや前まえの顔には、困惑と、そしてその奥に潜んでいるほの暗い怒りの炎が微かすかに見えていた。領りよう家けはそんな彼女の様子に若干ビビリながらも、その記録を受け取ると「なになに」と余裕ぶって目を通し始めた。

　まだ始めたばかりとはいえ、その資料は既にかなりの分量になっている。時間をかけて領りよう家けは読み進めていくのだが……次第にその顔色は赤くなっていった。

　読み終えたあと、真っ赤になった顔をその紙面で隠しながら、領りよう家けは震えた声で言った。

「……高たか砂さご、これは何のつもりだ」

「何のつもりって……これが俺たちのやってきたことじゃないか。ありのままを書いたつもりだぞ」

「噓うそをつくな！　我々がこのようにチャラチャラとリア充サークルのように遊あそび呆ほうけているわけないだろう、日々淡々と、自分たちを律しながら反恋愛運動に明け暮れていたじゃないか！」

　こちらの方でも記憶が捏ねつ造ぞうされていた。

「それに……わ、私と高たか砂さごが、このような……カップルのように、振る舞っていたなどというのは……全く、事実に反することだ。なあ、皆、そうだろう！　見ていたのだから分かるはずだ！」

　領りよう家けはそう言って部員たちに同意を求めるが……誰もが彼女から目を逸そらし、応えなかった。

「とにかく、これは書き直しだ！　こんなものでは我々のこれまでの活動は、微み塵じんも伝わらないではないか!!」

　彼女はそう言うと、一旦はその紙束をシュレッダーに掛けようとしたのだが──思いとどまって、もう一度それを頭から読み直しはじめた。

「……もう少し詳細に読んでおくべきだな。高たか砂さごがどのように我々の行動を捉えていたのかを知ることによって、今後どれだけそういった勘違いをさせることなく、厳しく接していくべきなのかを考えなくてはならない」

　そんな風に言った領りよう家けは、最初こそ厳しい顔をして読んでいたが、途中、再度顔を赤らめたり、あるいは頰を緩ませたりしながら、熱心に精読していった。他の部員はそんな領りよう家けの様子に、「またいつものか……」とでもいった風に呆あきれつつ、各自の仕事に取り掛かっていく。

　そんな中、この雰囲気に馴な染じめない新入りの宮みや前まえだけは実直にツッコむ。

「あの……記録を読むことによりご自分と高たか砂さごさんが仲良くしている過去の様子を思い出して、その幸せな記憶を反はん芻すうしているように見えるのですが……」

　あまりにもストレートなその指摘に、領りよう家けは一瞬ぐっ、と言葉に詰まったあと、しどろもどろになりながら彼女に反論した。

「そんなことは、ない！　アルバムの写真を一緒に見て楽しむカップルでさえ、唾棄すべき存在なのに……このような文字に起こした記録を書かせて楽しむなど、そんな恋愛至上主義者でも真っ青な行為を、我々が、するわけは……」

　領りよう家けはしかし言葉を続けられなくなり、読むのを中断してそれを鞄かばんにしまい込んだ。

「……これは私が丁重に処分しておく。僅わずかな細片から復元され、我々を貶おとしめるための証拠とされる可能性があるからな」

　パソコンの中にはデータがあるからいくらでも複製できるのだが、俺はそれをあえて指摘することはなかった。

　未完成とはいえかなりの苦労をしたものだったが、領りよう家けがボツというのなら仕方がない。俺は諦めて新しい原稿のファイルを作るとその真っ白な画面を睨にらんで、まずは今思い出した幾つかの出来事から順に、つらつらと書き連ねていった。


（了）









　　　あとがき




　今巻は短編集です。既に書いた短編を使えるから今回は楽だ、と吞のん気きに思っていたのですが、なぜか八割ほど書き下ろしということになってしまい、むしろ普段より苦労した気がします。短編を書くにあたってひとつ念頭に置いていたのは、普段の長編ではできないことをやろう、ということです。長編となると書きやすさ読みやすさの点から、どうしてもオーソドックスな形式を選ばざるを得ないところがありますが、短編では短距離走のように強引に駆け抜けることができます。そのことを念頭に、いつもとは形式の異なる話を展開してみました。

　以下、各話について簡単に解説を。

【第１章　幻想の具象化──興行場に見る恋愛信仰とその批判的解体】……唯一、通常の形式をもった短編です。遊園地というのは反恋愛主義青年同盟部にとって敵の総本山とも言うべき場所で、それに関する話はいつか書こうと思っていました。

【第２章　系統的記録による分析手法、その主観的限界の彼岸】……日記という形式をとりました。長編では描かれないような普段の生活に注目できたのが良かったと思います。他の部員の日常生活についてもいつか書きたいです。

【第３章　仮想と幻想：恋愛至上主義と最新技術の融合に抗するために】……書き下ろし短編のなかで最初に構想が固まったものです。時間を飛び越え、二つの分岐した未来について描いていく、という形です。書いていて一番楽しかったのがこの短編でした。楽しすぎて描写が行き過ぎ、修正を余儀なくされたのもこの短編です。

【第４章　文芸を用いた反恋愛プロパガンダの有効性とその実践】……これは電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲載された短編の再録です。各員がリレー小説を書き継いでいく形式で、性質の違う文章をひとまとめにして一個の短編にできたのが書いていて愉快でした。一方、一人でリレー小説を書かねばならないという虚むなしさに心が折れそうにもなりました。

　改めてこうして眺めてみると、今回はいつも以上に好き勝手に書いた感じがします。第３章などは書いていて、新人賞に投稿していた頃を思い出したくらいです。著者は勝手に楽しみましたが、読者の皆さんにも楽しく読んでいただけたら、これに勝る幸いはありません。

　最後に告知です。電撃マオウでの祭まつり唄うた先生によるコミカライズをまとめた本『いでおろーぐ！　革命議事録』は電撃屋・コミック専門店で発売中です。こちらには私の書き下ろし短編も載せていただいております。併せてお楽しみください。

　それではまた、近いうちにお会いいたしましょう！


椎しい田だ十じゆう三ぞう
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椎しい田だ十じゅう三ぞう

第21回電撃小説大賞で《銀賞》を受賞。今回の執筆期間は本業の方の長期出張と重なり、この巻の半分以上は出張先で書くことになった。環境が異なることで不具合などあるかと心配していたが、むしろ家でやるよりも捗った気がする。
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イラスト／憂ゆう姫きはぐれ

作業中にとても大きな出来事があって大変でしたが、忘れられない一冊になりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「椎田十三先生」係

「憂姫はぐれ先生」係











初出




「第4章」／電撃文庫MAGAZINE Vol.46（2015年11月号）

文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「プロローグ」「第1章」「第2章」「第3章」「エピローグ」は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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